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は じ め に  

前橋市の北にそびえる赤城山は、往古から人々とかかわりが深く、親し  

まれ愛される遭遇の山であります。その悠々と裾野を広げる台地を中心と  

して、岩宿遺跡で知られるように旧石器時代から開けてきた地域で、いた  

るところで旧石器時代や縄文時代の遺跡が発見されています。   

古代において前橋台地を中心に、800余りの古墳が築造されました。東国  

古墳文化の中心地として栄え、今でも9基もの国史跡指定となる古墳が存  

在します。   

続く律令制の時代に入ると、総社古墳群から連綿と続く山王廃寺、上野  

国分僧寺、上野国分尼寺、上野国府など「クニ」の中枢施設が次々に造ら  

れ、政治・宗教・学問の中心として繁栄いたしました。   

中世になると、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鏑をけず  

った地として知られ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城  

した関東七名城の一つに数えられる厩橋城が築かれました。   

近代では、横浜港が開港されると、輸出の花形商品として生糸をもって  

→番乗りしたのが、前橋の糸商人でした。前橋は、藩をあげて蚕糸に力を  

注ぎ、我が国初の製糸の機械化に取り組みました。生糸により、横浜と前  

橋を結ぶシルクロードが開かれ、文化交流が始まりました。このように本  

市は、歴史溢れる豊かなまちです。   

本報告書に掲載いたしました元結社蒼海遺跡群の発掘調査は区画整理事  

業に伴うもので、上野国府を解明する重要な目的があります。調査により、  

国府と推定される元総社町から群馬町の国分寺一帯まで集落が存在するこ  

とが判明いたしました。これらは今後、分析が進めば、「国府のマテ」と  

して解釈されるものと期待されます。   

発掘調査にあたりましては、ご協力をいただきました元総社地区の方々、  

市区画整理第二課、調査に従事されました方々に厚く御礼申し上げます。   

なお、本報告善が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。  

J  

平成18年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団   

団 長  根 岸  雅   



例  

1．本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社遺跡群発掘調査報告書である。  

2．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。  

3．発掘調査の要項は次のとおりである。  

調  査  場  所  群馬県前橋市元結社町1829－1ほか  

発 掘 調 査 期 間  平成17年9月25日～平成17年12月21日  

整理・報告書作成期間  平成17年12月22日～平成18年3月3日  

発掘・整理担当者  高橋 亨・高坂麻子（発掘調査係貞）  

4．本書の原稿執筆・編集は高橋・高坂が行った。  

5．発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。   

青木昭二郎・伊藤修道・今井弘子・植木政俊・大島きく江・高橋公代・多田啓子・角田節子・角田昌幸・   

長揮幸枝・中林美智子・奈良啓子・橋本ちづる・細野進太郎・堀込とよ江・弥郡啓吾・山口淳子  

6．発掘調査で出土した遺物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化財   

保護課で保管されている。  

1．挿図中に使用した北は、座標北である。  

2．挿図に建設省国土地理院発行の1：200，000地形図（宇都宮、長野）、1：25，000地形図（前橋）、1：2，500   

前橋市現形図を使用した。  

3．遺跡の略称は17A130であり、トレンチ番号は11である。  

4．遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。   

H…古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡  W”溝跡  D・”土坑  DB…土墳墓   

P…ピット・貯蔵穴（住居内P5を貯蔵穴とした。）  

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、原則的に次のとおりである。その他、各図スケールを参照されたい。   

遺構 住居跡・溝跡・井戸跡・土坑・ピット・1：60、1：120 竃断面図…1：30 土墳墓…1：20  

全体図・・・1：300   

遺物  土器・鉄製品・銅銭…1／1、2／3、1／2、1／3、1／4 石製品・石造物・‥1／1、1／3、1／6 瓦…1／5  

6．計測値については、（）は現存値、［］は復元値を表す。  

7．セクション注記の記号は、締まり・粘性の順で示し、それぞれ以下のように表現する。   

◎非常に締まり・粘性あり、○締まり・粘性あり、△締まり・粘性ややあり、×締まり・粘性なし  

8．スクリーントーンの使用は、次のとおりである。   

遺構平面図焼土…臣：エコ 灰…巨還謳∃  粘土…巨堅塁 炭化軌・・  

遺構断面図 構築面…圏  

遺物実測図 須恵器断面…■■  炭化物（煤付着など）…■l藍  黒色処理…□  

粘土付卦・・■匡6遍   灰粕・緑粕陶器断面…E＝ヨ 灰粕陶器内面…  

9．主な火山降下物等の略称と年代は次のとおりである。  

As－B（浅間B軽石：倶給火山・浅間山、1108年）  

Hr－FP（榛名ニッ岳伊香保テフラ：供給火山・榛名山、6世紀中葉）  

Hr－FA（榛名ニッ岳渋川テフラ：供給火山・榛名山、6世紀初頭）  

AspC（浅間C軽石：供給火山・浅間山、4世紀前半～中葉）  
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図  版   

口絵1 元総社蒼海遺跡群（5）  

2 元総社蒼海遺跡群（5）  

調査区遠景（南から）  

調査区全景（北から）  

PL．9 DB－34・37号土壌墓  
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11FB－1・2号火葬墓  

12 出土土器（1）  

13 出土土器（2）  

14 肘十十器（3）  

15 出土土器（4）  

16 出土土器（5）  

17 出土土器（6）  

18 出土土器（7）、石製品  

19 石造物  

20 板碑  

21鉄製品・銅銭（1）  

22 銅銭（2）  

23 銅銭（3）  

24 銅銭（4）  

束区全景（北から）  
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3 元総社蒼海遺跡群（5）  

4 元総社蒼海遺跡群（5）  

5 元総社蒼海遺跡群（5）  

PL．1 東区全景、東区東部全景  

2 H－2・6～9号住居跡  

3 H－9・11～14・18号住居跡  

4 H－19・20・24号住居跡、1号周溝状遺構  

5 W－1・4号溝跡、D－4・27号土坑、西区  

全景  

6 墓域全景、DB－14号土墳墓  

7 DB－9号土壌墓  

8 DB－23・30号土壌墓  

挿  図   

Fig．1元総社蒼海遺跡群位置図  

2 周辺遺跡図  

3 西区 基本層序  

4 東区 基本層序  

5 W－4号溝跡・墳墓群分布図  

6 元総社蒼海遺跡群グリッド設定周  

7 西区全体図  

8 東区全体図  

9 H－1・2号住居跡  

10 H－3・4号住居跡  

11H－5・6号住居跡  

12 H－5～7号住居跡  

13 H－8・9号住居跡  

14 H－10～13号住居跡  

15 H－14・16・17号住居跡  

16 H－18～22号住居跡  

17 H－23・24号住居跡  

18 W－1～3号溝跡  

19 W－1～3号溝跡  

20 W－4号溝跡  

Fig．21W－5号溝跡  

22 W－6号溝跡  

23 W－7～9号溝跡、1号周溝状遺構  

24 D－1～10・12号土坑  

25 D－13～21号土坑  

26 D－22～30号土坑  

27 D－31～41号土坑、P－1・2号ピット  

28 DB－1～4号土塀墓  

29 DB－5～8号土墳墓  

30 DB－9～11号土墳墓  

31DB－12～15・17・19・20号土塀墓  

32 DB－16・18・23号土壌墓  

33 DB－21・22・24～26号土壌墓  

34 DB－27～29号土塀墓  

35 DB－30～33号土壌墓  

36 DB－34～37号土壌墓  

37 DB－38～41・50号土墳墓  

38 DB－42～44号土壌墓  

39 DB－45～49号土壌墓  

40 DB－51～55号土墳墓   
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Fig．50 石造物（3）  

51板碑  

52 石製品・鉄製品（1）  

53 鉄製品（2）・銅銭（1）  

54 銅銭（2）  

55 銅銭（3）  

56 銅銭（4）  

57 銅銭（5）  

58 銅銭（6）  

Fig．41DB－56～58号土壌墓、FB－1・2号火葬  

墓  

42 出土土器（1）  

43 出土土器（2）  

44 出土土器（3）  

45 出土土器（4）  

46 出土土器（5）  

47 出土土器（6）  

48 出土土器（7）、石造物（1）  

49 石造物（2）  

Tab．1 元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧  

2 住居跡一覧表  

3 溝跡・周溝状遺構計測表  

4 土坑・ピット計測表  

5 土塀墓一覧表  

6 土器観察表  

Tab．7 土器観察表  

8 石製品観察表  

9 五輪塔・蔵骨器観察表  

10 板碑観察表  

11鉄製品観察表  

12 銅銭観察表   



Fig．1元総社蒼海遺跡群 位置図  
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Ⅰ 調査に至る経緯   

平成17年9月5日付けで、前橋市長 高木 政夫より前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う埋  

蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織である  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 根岸 雅に対し、調査実施を通知し、調査団はこれを受諾した。   

平成17年9月23日、調査依頼者である前橋市長 高木 政夫と前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 根岸 雅  

との間で、本発掘調査の委託契約を締結し、9月25日に現地での発掘調査を開始するに至った。  

Ⅱ 遺跡の位置と環境  

1 遺跡の立地  

前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、  

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地（洪積台地）利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地の利根  

川左岸、東部の広瀬川低地帯（洪積低地）の4つの地域に分けられる。   

本遺跡の立地する前橋台地は、約24，000年前の浅間山爆発によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを被  

覆するローム層（水成）から成り立っている。台地の東部は広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地の  

中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と推  

定される。台地の西部には榛名山菜の相馬ケ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かって  

流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との比  

高3m～5mを測り、段丘崖上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。   

本調査地は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約3．6kmの地点、前橋市元結社町地内に所在している。また、  

調査地より西0．4kmには関越自動車道が南北に走る。さらに、南には国道17号、主要地方道前橋・群馬・高崎線が  

東西に、また東約0．5kmには市道大友・石倉線が南北にそれぞれ走っており、これらの幹線道路を中心にオフィス  

ビルや大規模小売店が進出している。  ・J  

2 歴史的環境  遺跡名の彼の（）付数字は、Fig．2及びTab．1の遺跡番号と対応する。  

本道跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連をうかがわせる総社古墳群と山  

王廃寺、古代の中心地であった上野国府、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割りを利用し築かれたとされ  

る蒼海城があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と続いてきた歴  

史を物語る多くの新しい知見が集積されている。   

縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路東（15）・産業道路西遺跡（16）や上野国分  

僧寺・尼寺中間地城（20）が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。   

弥生時代の調査例は少なく、当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺跡（18）、後期住居跡  

が検出された上野国分僧寺・尼寺中間地域（20）や桜ケ丘遺跡（33）、下東西遺跡（23）等に散見されるだけである。   

古墳時代の遺跡としては、まず本遺跡の北側に位置する総社古墳群が挙げられる。古墳群を代表するものには、  

前方後円墳である遠見山古墳（12）、川原石を用いた積石塚である王山古墳（7）、前方部と後円部にそれぞれ石室   



をもつ二段に築造された前方後円墳の総社二子山古墳（11）、横穴式石室をもつ万頃の愛宕山古墳（10）、県内の古  

墳の中でも最終末期のものと考えられ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳（13）・蛇穴山古墳（8）があ  

る。また、宝塔山古墳の南西500mには白鳳期の建立と考えられる山王廃寺跡（放光寺）（4）がある。この寺の塔  

心礎や石製鵡尾、根巻石等の石造物群は、宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石室と同系統の石造技術を駆使して  
かみつけぬし  

加工されている。これらのことから、山王廃寺を上野地域を治めていた「上毛野氏」の氏寺、総社古墳群を「上  
くるまごおり  

毛野氏」一族の埋葬地と考えられ、この地が「車評」の中心地として、仏教文化が古墳文化と併存しながら機能  

していた様子が窺える。また、水田跡は、総社閑泉明神北遺跡（54）や元結社明神遺跡（27）、元総社北川遺跡（68）  

等、牛池川付近から検出されており、この時代の生産域を想定する資料となっている。   

奈良・平安時代に至ると、本遺跡周辺は上野国府、国分寺（2）、国分尼寺（3）が建設されるなど、政治的・経  

済的・文化的中心地としての様相を呈してくる。律令期における国司の政治活動の拠点で地方を統治する機能を  

もつ国府は、本遺跡周辺に置かれたとされる。   

この国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元総社小学校校庭遺跡（14）や、「困厨」・  
ぞうし むらくりや  
「曹司」イ国」イ邑厨」等と善かれた墨書土器や人形が出土した元結社寺田遺跡（48）、律令期の掘立柱建物跡と  

考えられる柱穴が検出された元結社宅地遺跡（55）がある。また、大規模な東西方向の溝跡が検出された閑泉樋遺  

跡（30）と南北方向の溝跡が検出された元総社明神遺跡（27）の調査成果により、国府域の束外郭線が想定されるに  

至った。さらに、元総社小見内Ⅲ遺跡（61）及び元総社小見内Ⅳ遺跡（67）からは、国分尼寺の東南隅から国府に向  

かうと思われる溝跡が検出されている。一方、元総社小見内Ⅲ遺跡（61）からは宮人の用いたと考えられる円面硯、  

巡方（腰帯具）も出土し、国府について考えるうえで貴重な資料となっている。   

国分寺（2）は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代からは部分的ながら調査が進められるようになった。  

本格的な発掘調査は昭和55年12月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、堀等が確認されている。国分尼寺（3）は  

昭和44・45年に推定中軸線上のトレンチ調査が行われ、伽藍配置が推定できるようになった。その後平成12年に  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団が南辺の寺城確認調査を行い、東南隅と西南隅の築垣、それと平行する溝跡や道路  

状遺構が確認された。また国分僧寺・尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上野国分僧寺・  

尼寺中間地域（20）では、当時の大規模な集落跡や掘立柱建物跡群が検出されている。   

また、群馬町の調査等により、本遺跡から約1km南の地点にN¶640－E方向の東山道（国府ルート）（5）があ  

ることが推定される。また、日高道（6）は、日高遺跡で検出された幅約4．5mの道路状遺構を国府方面へ延長した  

ルートを推定したものである。これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。   

中世に至り、永享元（1429）年、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれた蒼海城は城郭としての機  

能を有する城として県内でも最古級に位置づけられ、さらに県下最初の城下町を形成したと考えられている。蒼  

海城の縄張りは国府と関係が深く、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って作られていると推測される。   

このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元結社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと  

推定される本遺跡周辺の地区は注目される地域の一つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、平成11年よ  

り継続的に本地城の発掘調査が行われている。この調査により、手つかず状態であった本地域の全容が明らかに  

なっていくであろう。今後、調査の進捗によって、上野国府や蒼海城が解明されていくことを期待する。   





Tab．1元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表  

番号   遺 跡 名   調査年度   時代：主な遺構・出土遺物   

ロ  元総社蒼海遺跡群（5）   2005  本遺跡   

2  上野国分寺跡（県教委）   1980～88  奈良：金堂基壇・塔基壇   

3  上野国分尼寺跡   （1999）  奈良：西南隅・東南隅築垣   

4  山王廃寺跡   （1974）  古墳：塔心礎・根巻石   

5  東山道（推定）  

6  日高道（推定）  

7  王山古墳   1972  古墳：前方後円墳（6C中）   

∩ 0  蛇穴山古墳   197［）  古墳：方墳（8C初）   

9  稲荷山古墳   1988  古墳：円墳（6C後半）   

10  愛宕山古墳   1996  古墳：円墳（7C初）   

四  総社二子山古墳   未調査  古墳：前方後円墳（6C末～7C初）   

12  遠見山古墳   未調査  古項：前方後円墳（5C後半）   

13  宝塔山古項   未調査  古墳：方墳（7C末）   

14  元結社小学校校庭遺跡   1962  平安：掘立柱建物跡・柱穴群・周濠跡   

15  産業道路東遺跡   1966  縄文：住居跡   

16  産業道路西遺跡  縄文：住居跡   

17  中尾遺跡（事業団）   1976  奈良・平安：住居跡   

18  目高遺跡（事業団）   1977  弥生：水田跡・方形周溝墓・住居跡・木製農耕具、平安：  

条里制水田跡   

19  正観寺遺跡Ⅰ～Ⅳ（高崎市）  1979～81  弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世  

：溝跡   

20  上野国分僧寺・尼寺中間地城  1980～83  縄文：住居跡・配石遺構、弥生：住居跡・方形周溝墓、古  

（事業団）  墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世：  

掘立柱建物跡・溝状遺構・道路状遺構   

21  清里南部遺跡群・Ⅲ   1980  縄文：ピット、奈良・平安：住居跡、溝跡   

22  中島遺跡   1980  奈良・平安：住居跡   

23  下東西遺跡（事業団）   1980～84  縄文：屋外埋碧、弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平  

安：住居跡・掘立柱建物跡・柵列、中世：住居跡・溝跡   

24  国分境遺跡（事業団）   1990  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡   

25  国分境Ⅲ遺跡   1991  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡   

26  国分境Ⅲ遺跡（群馬町）   1991  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・畠跡、中世：土墳墓   

27  元結社明神遺跡Ⅰ～ⅩⅢ   1982～96  古墳：住居跡・水田跡・掘跡、奈良・平安：住居跡・溝跡  

・大形人形、中世：住居跡・溝跡・天目茶碗   

28  北原遺跡（群馬町）   1982  縄文：土坑・集石遺構、古墳：水田跡、奈良・平安：住居  

跡・掘立柱建物跡   

29  鳥羽遺跡（事業団）   1978～83  古墳：住居跡・鍛冶場跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建  

物跡（神殿跡）   

30  閑泉樋遺跡   1983  奈良・平安：溝跡（上幅6．5～7m、下幅3．24m、探さ2  

田   

31  柿木遺跡・Ⅱ遺跡   1983，88  奈良・平安：住居跡・溝跡   

32  幸作遺跡   1984  古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：井戸跡   

33  桜ケ丘遺跡  弥生：住居跡   

34  総社桜ケ丘遺跡・Ⅱ遺跡   1985，87  奈良・平安：住居跡   

35  閑泉樋両道跡   1985  古墳：住居跡、奈良・平安：溝跡   

36  後疋間遺跡Ⅰ～Ⅲ（群馬町）  1985～87  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：道路状遺構   

37  塚田村東遺跡（群馬町）   1985  平安：住居跡   

38  寺田遺跡   1986  平安：溝跡・木製品   

39  天神遺跡・Ⅱ遺跡   1986，88  奈良・平安：住居跡   

40  屋敷遺跡・Ⅱ遺跡   1986，95  古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：掘跡・石敷遺構   

41  大友屋敷Ⅱ・Ⅲ遺跡   1987  古墳：住居跡、平安：住居跡・溝跡・地下式土坑   

42  堰越遺跡   1987  奈良・平安：住居跡・溝跡   

43  堰越Ⅲ遺跡   1988  平安：住居跡  



番号  遺 跡 名  調査年度  時代：主な遺構・出土遺物   
44  昌楽寺廻向遺跡・Ⅱ遺跡   1988  奈良・平安：住居跡   

45  村東遺跡   1988  古墳：住居跡・溝跡、奈良・平安：住居跡、中世：堀跡   

46  熊野谷遺跡   1988  縄文：住居跡、平安：住居跡・溝跡   

47  熊野谷Ⅱ・Ⅲ遺跡   1989  平安：住居跡   

48  元結社寺田遺跡Ⅰ～Ⅲ   1988～91  古墳：水田跡・溝跡、奈良・平安：住居跡・溝跡・人形・  

（事業団）  斎串・墨書土器、中世：溝跡   

49  弥勤遺跡・Ⅲ遺跡   1989，95  古墳：住居跡、平安：住居跡   

50  大屋敷遺跡Ⅰ～Ⅵ   1992～2000  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世  

：掘立柱建物跡・地下式土坑・溝跡   

51  元総社稲葉遺跡   1993  縄文：土坑、平安：住居跡・瓦塔   

52  上野国分寺参道遺跡   1996  古墳：住居跡、平安：住居跡   

53  大友宅地添遺跡   1998  平安：水田跡   

54  総社閑泉明神北遺跡   1999  古墳：畠跡・水田跡・溝跡、中世：溝跡   

55  元結社宅地遺跡1～23トレン  2000  古墳：住居跡、平安：住居跡・掘立柱建物跡・鍛冶場跡・  

チ  溝跡・道路状遺構、中世：溝跡、近世：住居跡・五輪塔・  

椀類   

与6  元総社小見遺跡   2000  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立  

柱建物跡・溝跡・道路状遺構   

57  元総社西川遺跡（事業団）   2000  古墳：住居跡・畠跡、奈良・平安：住居跡・溝跡   

58  総社閑泉明神北Ⅱ遺跡   2001  古墳：住居跡・溝跡、平安：住居跡・溝跡   

59  総社甲稲荷壕大道西遺跡   2001  奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：畠跡、近世：溝跡   

60  総社甲稲荷壕大道西Ⅱ遺跡   2001  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡、近世：溝跡   

61  元総社小見内Ⅲ遺跡   2001  古墳：住居跡・溝跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡  

・溝跡、中世：掘立柱建物跡、溝跡   

62  総社甲稲荷叛大道西Ⅲ遺跡   2002  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・畠跡・溝跡   

63  総社閑泉明神北Ⅲ遺跡   2002  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡   

64  元総社小見Ⅱ遺跡   2002  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立 

柱建物跡、中世：溝跡・道路状遺構   

65  元総社小見Ⅲ遺跡   2002  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡、  

中世：溝跡・道路状遺構   

66  元結社革作Ⅴ遺跡   2002  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡   

67  元総社小見内Ⅳ遺跡   2002  奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・溝跡、中世：土墳墓  

・掘立柱建物跡・溝跡   

68  元結社北川遺跡（事業団）   2002～04  古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・畠跡、中・近世：掘  

立柱建物跡・水田跡・火葬基   

69  稲荷壕道東遺跡（事業団）   2003  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡・竃構築材採掘  

痕・井戸跡   

70  元結社小見Ⅳ遺跡   2003  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世  

：溝跡   

71  元結社小見Ⅴ遺跡   2003  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世  

：掘立柱建物跡   

72  元総社小見内Ⅵ遺跡   2003  奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：井戸跡   

73  元総社小見内Ⅶ遺跡   2003  縄文：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世  

：畠跡、溝跡   

74  元結社小見内Ⅷ遺跡   2003  奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：竪穴状遺構   

75  総社甲稲荷坂大道西Ⅳ遺跡   2003  古墳：畠跡、中世：畠跡   

76  元総社小見Ⅶ遺跡   2004  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡   

77  元総社小見内Ⅸ遺跡   2004  奈良・平安：住居跡、中世：溝跡   

78  元結社小見内Ⅹ遺跡   2004  古墳：住居跡、奈良・・平安：住居跡・工房跡・粘土採掘坑  

・金片・金粒、中世： 

79  総社閑泉明神北Ⅴ遺跡   2004  古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡   

＊調査年度の欄の（）は調査開始年度を表す。  

＊遺跡名の欄の（事業団）は（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団を表す。   



Ⅲ 調査方針と経過  

1 調査方針  

委託調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業の道路予定地で、調査面積は東区約1，019m2、  

西区約720m2の合計1，739m2である。グリッド座標については、2000年の上野国分尼寺寺域確認調査から用いてい  

る4mピッチのものを継続して使用し、西から東へⅩ105、Ⅹ106、Ⅹ107…、北から南へYllO、Ylll、Yl12  

…となる。グリッドの呼称は北西杭の名称を使用した。   

公共座標については、以下のとおりである。  

・元結社蒼海遺跡群（5）  測点 Ⅹ117・Yl14  

旧日本測地系  Ⅹ＝＋43544．000  Y＝－71732．000  

世界測地系  Ⅹ＝＋43898．906  Y＝－72023．756   

検出が予想される主な遺構は奈良・平安期の集落および中世の溝等であり、調査は①表土掘削（原則としてバ  

ックフォー0．7nゼ使用）②遺構確認（主に鋤簾）③方眼杭等設置④遺構掘下⑤遺構精査⑥測量⑦全景写真撮影の順  

で行うことにした。このうちの遺構確認については、基本的にAs－C・Hr－FP軽石とAsLB軽石が混入する土層  

を手がかりにした。   

図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1／20、住居跡竃は1／10の縮尺で作成し  

た。遺物については平面分布図を作成し、台帳に各種記録をしながら収納した。包含層の遺物はグリッド単位で  

収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。  

2 調査経過   

本遺跡の発掘調査は、9月5日に委託契約を締結、9月7日より現地調査を開始した。東区では重機による表  

土掘削の時点から多くの人骨が検出され、プラン確認の結果、東区の西部は多数の墓境群であることが判明した。  

また、束区東部では古代の住居跡が重複して検出された。一方西区では集合住宅の基礎に壊されたためか遺構数  

は少なく、住居跡2軒等を確認したにとどまった。12月21日をもって本遺跡の調査を終了、その後埋め戻しを行  

った。なお、各調査面の詳細は土層の状況と併せて第Ⅳ章に記す。   

東区は9月7日から調査を行った。束区からは合計90にものぼる数の人骨を検出した。その主な時代は中世と  

想定され、当地城が墓域であったことが明らかとなった。人骨は非常に脆いため、硬化剤（パラロイドB72、溶  

剤キシレン）を数回塗布し、硬化させた後に取り上げた。同時期の遺構として束区の西辺を南北に走る溝跡や、  

人骨の検出された区域の東に位置する方形の区画溝などが検出された。また、住居跡21軒を検出した。西区は11  

月30日から本格的な調査を開始した。精査の結果、住居跡2軒や方形の周溝状遺構を検出した。12月21日をもっ  

て本遺跡の調査を終了、その後埋め戻しと耕右を行った。なお、出土した人骨は（財）群馬県塩蔵文化財調査事  

業団楢崎修一郎氏に鑑定を依頼、12月22日に同事業団に引き渡した。   

両遺跡の整理、報告書作成作業は12月22日より文化財保護課で行い、3月10日までにすべての作業を終了した。  

6   



■  

Ⅳ 基 本 層 序   

本遺跡は東西方向に束・西区と展開している。遺構確認面は硯耕作土とAs－B混土下のAs－C浪士である。地  

山はローム層となる。地形的には北西から南東へと緩やかに下っている。  

東 区  

Ⅰ 硯耕作土   

Ⅱ10YR3／2 黒褐色土 ◎× As－B混土、As－C・Hr－FPlO％含む   

Ⅲ10YR3／1黒褐色土 ○× AsLC・Hr－FP20％含む   

Ⅳ10YR2／1黒色土  △× As－C20％含む   

V lOYR3／3 暗褐色土 △× 地山漸移層、As－Cl％含む   

Ⅵ10YR4／4 褐色土  ○× 微砂、地山  

西 区  

Ⅰ 硯耕作土  

IIlOYR4／2 灰黄褐色土  ◎× As－B30％、As－C・Hr－FP5％含む   

Ⅲ10YR4／3 にぷい黄褐色土 ◎× 租砂、As－B混土  

Ⅳ10YR3／4 暗褐色土  

V lOYR3／2 黒褐色土  

Ⅵ10YR3／3 暗褐色土  

Ⅶ10YR4／4 褐色土  

Ⅷ10YR5／6 黄褐色土  

00 AsLC・Hr－FP15％含む  

00 As－C20％含む  

△○ 白色軽石（≠1mm以下）2％含む  

△○ 徴砂、白色軽石（≠1～3mm）2％含む  

○△ 白色軽石（≠1m以下）1％含む  

Fig．3 西区基本層序  Fig．4 東区基本層序  

1  1：20  川血   



Ⅴ 遺構と遺物   

本遺跡で検出された遺構は、竪穴住居跡23軒、溝跡9条、周溝状遺構1基、土坑40基、ピット2基、土壌墓58  

基、火葬墓2基である。   

東区は畑地であり、表土掘削時にAs－B混土層より人骨が検出されたため遺構確認は慎重に行った。その結果、  

住居跡・溝跡の他、多数の人骨・墓坑を検出した。西区はマンション跡地である。表土掘削の結果、北部分が撹  

乱を受けていたが、南部分からは住居跡ヤ構跡が検出された。以下は、各遺構の概要である。  

（1） 竪穴住居跡   

H－1号住居跡（Fig．9）  

位置 Ⅹ128・129、Yl13グリッド 主軸方向 N－920E 面積（0．48）㌦ 形状等（方形）。（大部分が  

調査区外のため全容は不明）。東西（0．78）m、南北（0．98）m、壁現高は51．5cmを測る。床面 平坦な床面。 竃  

調査区外のため検出されず。時期 埋土や出土遺物から6世紀半ば以降12世紀初頭以前と考えられる。遣物  

総数22点。  

H－2号住居跡（Fig．9、PL．2）  

位置 Ⅹ127～129、Yl12・113グリッド 主軸方向 N－750－E 面積（9．67）㌦ 形状等 東西軸の長方形。  

東西3．1m、南北（4．12）m、壁現高56cmを測る。 床面 平坦な床面、竃前は堅緻。 竃 東壁中央から検出され、  

主軸方向（N－850－E）であり、全長140cm、最大幅86cm、焚口部幅44cmを測る。両袖に四面を削り出した凝灰岩  

を使用、袖はその上に粘土を張り固める。支脚には方柱状に切り出した凝灰岩を使用。 貯蔵穴 竃南より検出。  

時期 埋土や出土遺物から8世紀前半と考えられる。 遺物 総数643点。そのうち土師杯4点、須恵杯3点、  

土師禁1点、須恵蓋1点、鉄製品2点、石製品3点を図示。  

H－3号住居跡（Fig．10）  

位置 Ⅹ121・122、Yl12・113グリッド 主軸方向 N－720－E 面積［14．29］㌦ 形状等 （方形）。東西  

［3．34］m、南北［3．88］mを測る。 床面 平坦な床面。 竃 東壁中央から検出され、主軸方向（N－900－E）で  

あり、全長80cm、最大幅68cm、焚口部幅38cmを測る。両袖には方形の袖石設置痕が残る。 時期 埋土や出土遺  

物から7世紀後半と考えられる。 遺物 総数366点。そのうち土師杯1点、須恵杯1点を図示。  

H－4号住居跡（Fig．10）  

位置 Ⅹ128・129、Ylll・112グリッド 主軸方向 N－720－E 面積（4．39）ぱ 形状等 方形。東西2．56  

m、南北2．4m、壁現高17cmを測る。床面 平坦な床面。 竜 焚口部・煙道部は調査区外のため未検出。 時  

期 埋土や出土遺物から7世紀後半と考えられる。 遺物 総数1点。そのうち灰粕杯1点を図示。  

H－5号住居跡（Fig．11・12）  

位置 Ⅹ127・128、Ylll・112グリッド 主軸方向 N－1150－W 面積［15．6］㌦ 形状等（方形）。東西  

［3．42］m、南北［4．86］m、壁現高43cmを測る。 床面 平坦な床面。 竜 西壁中央から検出され、主軸方向（N  

－1140－W）であり、全長70cm、最大幅70cm、焚口部幅40cmを測る。形状は五角形で、袖に粘土を張る。 重複   



H－6と重複し、新旧は重複関係よりH－6→本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から7世紀後半と考えられ  

る。 遺物 総数244点。そのうち土師杯2点を図示。  

H－6号住居跡（Fig．11・12、PL．2）  

位置 Ⅹ126～128、Ylll・112グリッド 主軸方向 N－1130－W 面積 31．62m2 形状等 方形。東西5．88  

m、南北5．9m、壁現高71cmを測る。 床面 平坦な床面、竜前は堅緻。 竜 西壁やや南から検出され、主軸方  

向（Nrl13O－W）であり、全長80cm、最大幅120cm、焚口部幅38cmを測る。両袖は地山の上に粘土を張る。支脚  

には小型の土師嚢を使用。 貯蔵穴 竃南から検出。円形。 重複 H－5・7と重複し、新旧は切合関係より  

本遺構→H7・H－5の順。 時期 埋土や出土遺物から7世紀前半と考えられる。 遺物 総数1，317点。  

そのうち土師杯13点、土師棄2点、石製品1点を図示。  

H－7号住居跡（Fig．12、PL．2）  

位置 Ⅹ126・127、Yl12・113グリッド 主軸方向 N－740E 面積11．90m2 形状等 方形。東西4．14m、  

南北3．28m、壁現高46cmを測る。 床面 平坦な床面。竃前は堅緻。周溝あり。 竃 東壁やや南から検出され、  

主軸方向（Nr720－E）であり、全長150cm、最大幅100cm、焚口部幅50cmを測る。両袖に粘土、支脚石に方柱状  

に切り出した凝灰岩を使用。 重複 H－6と重複し、新旧はH－6→本道構の順。 時期 埋土や出土遣物か  

ら7世紀末～8世紀初頭と考えられる。 遺物 総数222点。そのうち土師杯2点、須恵高台椀1点、土師碧1  

点を図示。  

H－8号住居跡（Fig．13、PL．2）  

位置 Ⅹ124～126、Yl12・113グリッド 主軸方向 N－740－E 面積［16．85］㌦ 形状等［南北軸の長方  

形］。東西［4．06］m、南北（4．5）m、壁現高43cmを測る。 床面 平坦な床面。 竃 検出されず。 重複 H－  

9と重複し、新旧は本遺構→H－9の順。 時期 埋土や出土遺物から8世紀前半と考えられる。 遺物 総数  

219点。そのうち土師嚢1点を図示。 備考 東壁中央から壁で完全に閉鎖された状態で竃を検出、本遺構を立  

て替える以前のものと思われる。  

H－9号住居跡（Fig．13、PL．2・3）  

位置 Ⅹ124・125、Yl12・113グリッド 主軸方向 N－760－E 面積（15．38）㌦ 形状等 南北軸の長方形。  

東西3．74m、南北4．6m、壁現高39cmを測る。床面 平坦な床面。竃 東壁やや南から検出され、主軸方向（N  

－750－E）であり、全長104cm、最大幅84cm、焚口部幅40c皿を測る。袖に薄く粘土を張る。重複 H－8・21と  

重複し、新旧はH－8・21→本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から8世紀後半と考えられる。 遣物 総数  

604点。そのうち土師杯1点、瓦1点を図示。 備考 住居南辺から地山を利用した棚状の遺構を検出。  

H－10号住居跡（Fig．14）  

位置 Ⅹ117・118、Yl12・113グリッド 主軸方向 N－740－E 面積［15．99］㌦ 形状等［方形］。東西4．2  

m、南北［4．3］m、壁現高25cmを測る。床面 平坦な床面。竃 東壁中央から検出され、主軸方向（N－830  

－E）であり、全長（74）cm、最大幅54cmを測る。大部分を削平されたため全容は不明だが、袖石の設置痕が残る。  

重複 H－22と重複し、新旧はH－22→本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から8世紀半ばと考えられる。  

遺物 総数183点。そのうち土師杯1点、石製品1点を図示。   



H－11号住居跡（Fig．14、PL．3）  

位置 Ⅹ119・120、Ylll・112グリッド 主軸方向 N－870－E 面積［14．71］㌦ 形状等（南北軸の長方  

形）。東西（3．54）m．南北（3．94）m、壁現高8cmを測る。 床面 平坦な床面。 竃 東壁やや北から検出され、  

主軸方向（Nr870pE）であり、全長74cm、最大幅40cm、焚口部幅20cmを測る。上部構造は削平され、主軸方向  

（N－870－E）であり、全長74cm、最大幅40crn、焚口部幅20cmを測る。上部構造は削平されたため不明。 重複  

H－12・13と重複し、新旧は本遺構→H－12→H【13の順。 時期 埋土や出土遺物から7世紀後半以前と考え  

られる。 遺物 総数25点。  

H－12号住居跡（Fig．14、PL．3）  

位置 Ⅹ119・120、Ylll・112グリッド 主軸方向 N780－E 面積［9．97］㌦ 形状等［南北軸の長方  

形］。東西2．78m、南北3．78m、壁現高13．5cmを測る。 床面 平坦な床面。竃前は堅微。 竃 東壁中央から検  

出され、主軸方向（N－850E）であり、全長86cm、最大幅70cm、焚口部帽30cmを測る。左袖には凝灰岩を使用。  

重複 H－11・13と重複し、新旧はH－11→本遺構→H－13の順。 時期 埋土や出土遺物から7世紀後半と考  

えられる。 遺物 総数58点。そのうち土師杯1点を図示。  

H－13号住居跡（Fig．14、PL．3）  

位置 Ⅹ119・120、Ylll・112グリッド  主軸方向 N800－E 面積［臥31］㌦ 形状等［東西軸の長方  

形］。東西3．52m、南北2．6m、壁現高18．5cmを測る。 床面 平坦な床面。竃前は堅緻。 竃 東壁やや南から  

検出され、主軸方向（N－750－E）であり、全長104cm、最大幅84cm、焚口部幅40cmを測る。 重複 H11・12  

と重複し、新旧はH－11→H－12→本遺構の順。 時期 塩土や出土遺物から8世紀半ばと考えられる。 遺物  

総数152点。そのうち土師杯4点、須恵杯3点を図示。  

H－14号住居跡（Fig．15、PL．3）  

位置 Ⅹ119・120、Yl12・113グリッド 主軸方向 N－1230E 面積［臥40］㌦ 形状等［東西軸の長方  

形］。東西［3．6］m、南北2．62m、壁現高14cmを測る。 床面 平坦な床面。 竃 東壁やや北から検出され、主  

軸方向（NL1200－E）であり、全長90cm、最大幅［44］cm、焚口部幅26cmを測る。上部は削平され不明。 貯蔵穴  

竃南から検出。円形。 時期 埋土や出土遣物から8世紀初頭と考えられる。遺物 総数137点。そのうち土師  

杯2点、須恵蓋2点、土師璽1点を図示。  

H－15号住居跡  欠番  

H－16号住居跡（Fig．15）  

位置 Ⅹ118、Ylll・112グリッド 主軸方向 N－830－E 面積（8．94）㌦ 形状等（南北軸Bの長方形）。  

東西3．08m、南北3．36m、壁現高14cmを測る。 床面 平坦な床面。 竃 東壁やや南から検出され、主軸方向  

（N－770－E）であり、全長84cm、最大幅80crn、焚口部幅44cmを測る。 重複 H－17と重複し、新旧は本遺構  

→H－17の順。 時期 埋土や出土遺物から8世紀後半と考えられる。 遺物 総数163点。そのうち土師杯2  

点を図示。  

H－17号住居跡（Fig．15）  

位置 Ⅹ118、Ylllグリッド 竜 竃のみ検出され、主軸方向（N－750－E）であり、全長90cm、最大幅［54］cm、  
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焚口部幅18cmを測る。重複 H－16と重複し、新旧はH－16→本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から8世  

紀半後半以降12世紀初頭と考えられる。 遺物 総数163点。  

H－18号住居跡（Fig．16、PL．3）  

位置 Ⅹ117、Ylllグリッド 主軸方向 N－800－E 面積（11．19）㌦ 形状等（南北軸の長方形）。東西  

（2．24）m、南北（2．78）m、壁現高37cmを測る。 床面 平坦な床面。竃前は堅緻。 竃（東壁）から検出され、  

主軸方向（N－810E）であり、全長126cm、最大幅138cm、焚口部幅32cmを測る。煙道上部は撹乱のため不明。  

焚口部構築材に川原石を使用。 重複 H－20と重複し、新旧は本遺構→H－20の順。 時期 塩土や出土遺物  

から8世紀半ばと考えられる。 遺物 総数284点。そのうち土師杯1点を図示。  

H－19号住居跡（Fig．16、PL．4）  

位置 Ⅹ116、YllOグリッド  主軸方向 N－560－E 面積（2．33）㌦ 形状等（方形）。東西（2．4）m、南北  

（1．84）m、壁現高36cmを測る。 床面 平坦で堅緻。 竃 検出されず。 時期 埋土から6世紀後半～12世紀  

初頭以前と考えられる。 遣物 なし。  

H－20号住居跡（Fig．16、PL．4）  

位置 Ⅹ116・117、Ylllグリッド 主軸方向 N－950－E 面積（9．38）㌦ 形状等（長方形）。東西（3．44）  

m、南北（1．76）m、壁現高35cmを測る。 床面 平坦な床面。 竃（東壁）から一部検出され、主軸方向（N－  

97OrE）であり、全長（54）cm、最大幅60cm、焚口部幅46cmを測る。 重複 H－18と重複し、新旧はH－18→  

本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。 遣物 総数115点。そのうち土師嚢3点  

を図示。  

H－21号住居跡（Fig．16）  

位置 Ⅹ124、Yl12・113グリッド 主軸方向 N－640－E 面積（6．55）㌦ 形状等（方形）。東西（1．48）m、  

南北（2．24）m、壁現高21cmを測る。 床面 平坦な床面。 竃 検出されず。 重複 H－9と重複し、新旧は  

本遺構→H－9の順。 時期 埋土や出土遺物から7世紀後半と考えられる。 遺物 総数5点。そのうち土師  

杯1点を図示。  

H－22号住居跡（Fig．16）  

位置 Ⅹ118・119、Yl12・113グ1」ッド 主軸方向 N－620－E 面積［7．5］㌦ 形状等［方形］。東西  

（3．22）m、南北（3．2）mを測る。 床面 平坦な床面。 竃 後世の遺構（W－4・土坑）に壊され検出せず。  

重複 H－10と重複し、新旧は本遺構→H－10の順。 時期 埋土や出土遺物から8世紀前半と考えられる。  

遺物 総数86点。  

H－23号住居跡（Fig．17）  

位置 Ⅹ109、Yl14グリッド 主軸方向 N－1050－E 面積（4．46）m2 形状等［方形］。東西（2．16）m、南  

北（2．8）mを測る。 床面 大部分が撹乱され不明。 竜（東壁）南から検出され、主軸方向（N－1040－E）で  

あり、全長（40）cm、最大幅（60）cmを測る。 時期 埋土から6世紀後半～12世紀初頭以前と考えられる。 遺物  

なし。  

■ 弓  
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H－24号住居跡（Fig．17、PL．4）  

位置 Ⅹ108・109、Yl16グリッド 主軸方向 N－770－E 面積 6．47m2 形状等 方形。東西2．58m、南北  

2．7m、壁現高56．5cmを測る。 床面 地山を生かした平坦な床面。 竃 東壁やや南から検出され、主軸方向  

（N－860－E）であり、全長78cm、最大幅100cm、焚口部帽26cmを測る。両袖に瓦を使用。 貯蔵穴 竃南から検  

出。円形。 時期 埋土や出土遺物から9世紀代と考えられる。 遺物 総数346点。そのうち瓦2点を図示。  

（2）溝  跡   

W－1号溝跡（Fig．18・19、PL．5）  

位置 Ⅹ113・114、YllO～116グリッド  主軸方向 N【200－W 形状等 断面は逆台形。調査区を南北に走  

行。 重複 W2・3と重複し、新旧関係は本道構→W－2→W－3の順。 時期 埋土にAs－B（浅間山起  

源：1108年）を含むため、12世紀初頭以降と考えられる。 遺物 総数143点。そのうち土師杯1点、カワラケ  

1点を図示。  

W－2号溝跡（上、ig．18・19）  

位置 Ⅹ113～117、YllO～116グリッド 主軸方向 N－150－W 形状等 断面は逆台形。調査区を南北方向  

に走り、W－1とほほ並行する。 重複 Wrl・3と重複し、新旧関係はW－1→本遺構→W－3の順。 時  

期 埋土にAsB軽石（浅間山起源：1108年）を含むため、12世紀初頭以降と考えられる。 遺物 総数91点。  

そのうち土師杯1点、須恵杯1点を図示。  

W－3号溝跡（Fig．18・19）  

位置 Ⅹ113～116、YllO～113グリッド 主軸方向 N－300－E、N280W 形状等 断面は逆台形。調査  

区を東西に走り、北部でW－1・W－2と直交、ほぼ直角に曲がり南部へ向かい並行する。 重複 W－1・2  

と重複し、新旧関係はW－1→W－2→本遺構の順。 時期 埋土にAs－B（浅間山起源：1108年）を含むため、  

12世紀初頭以降と考えられる。 遺物 総数77点。  

W－4号溝跡（Fig．20、PL．5）  

位置 Ⅹ119～123、YllO～115グリッド 主軸方向 N－00－E 形状等 断面はⅤ字形。ローム層を掘り込  

む。平面は東西南北に巡る周溝状を呈する。 重複 H－14・22と重複し、新旧はH－14・22→本遺構の順。  

時期 埋土にAs－B（浅間LLJ起源：1108年）を含み、DL4を切り、墳墓群（14世紀後半～15世紀代）に切られ  

ることから、13世紀後半～14世紀半ばと考えられる。 遣物 総数121点。そのうち土師杯1点、カワラケ1点、  

鉄製品1点を図示。 備考 本遺構は元総社小見内Ⅲ遺跡（2000年調査）検出のW－1号溝跡に続く可能性が高  

く、方形に巡る堀状遺構であると推測される。小見内Ⅲ遺跡では溝の区画内における「′ト堂」存在の可能性が指  

摘されているが、本調査ではそのような遺構の検出には至らなかった。本遺構と墓城との関連についてはⅦ章に  

詳述するが、土墳墓は本遺構西側で集中的に検出されており、区画内での検出は少ない。また、土壌墓の内のい  

くつかは本道構に乗るかたちで検出されている。このことから本遺構が埋没した後に土壌墓が構築されたと推測  

される。  

W－5号溝跡（Fig．21）  

位置 Ⅹ124～129、YllO～112グリッド 主軸方向 N－750－E 形状等 断面はU字形。調査区を東西に走  
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行。 重複 H－5・6と重複し、新旧はH－5→H－6→本道構の順。 時期 埋土にAs－B（浅間山起源：  

1108年）を含まず、それ以前に埋没したとみられ、古代と考えられる。 遺物 総数66点。  

W－6号溝跡（Fig．22）  

位置 Ⅹ117～120、Yl15・116グリッド 主軸方向 N－1060－E 形状等 断面U字形。調査区を東西方向に  

走り、W－1・2とほぼ直交する。 時期 埋土に川砂を含むが、As－B（浅間山起源：1108年）も混じるか。  

詳細は不明。 遺物 総数10点。そのうちカワラケ1点を図示。  

W－7号溝跡（Fig．23）  

位置 Ⅹ116・117、Ylll・112グリッド 主軸方向 N－lO－E 形状等 断面逆台形。調査区を南北に走行。  

重複 H－18・20、WL8と重複し、新旧はH18→H－20→本遺構→W－8の順。 時期 埋土にAs－B（浅  

間山起源：1108年）を含むため、12世紀初頭以降と考えられる。 遺物 総数19点。そのうち銅銭2点を図示。  

W－8号溝跡（Fig．23）  

位置 Ⅹ116・117、Ylll・112グリッド 主軸方向 N－150－E 形状等 U字形。調査区を南北方向に走行。  

重複 H¶18・20と重複し新旧はHr18→H－20→W－7→本遺構の順。 時期 捜土にAs－B（浅間山起源：  

1108年）を含むため、12世紀初頭以降と考えられる。 遣物 総数53点。そのうち土師杯1点を図示。  

W－9号溝跡（Fig．23）  

位置 Ⅹ107、Yl16・117グリッド 主軸方向 N－00－E 形状等 断面は逆台形。調査区を南北方向に走行。  

時期 不明。 遺物 総数2点。  

（3）周溝状遺構   

1号周溝状遺構（Fig．23、PL．4）  

位置 Ⅹ107～110Yl14～116グリッド  主軸方向 N－100－W 形状等 断面はU字形、平面は正方形。  

重複 H－24と重複し、新旧はH－24→本遺構の順。 時期 住居との切合関係および埋土にAs－B（浅間山起  

源：1108年）を含むことから、12世紀初頭以降と考えられる。 遺物 総数298点。そのうち鉄製品2点を図示。  

備考 本遺構の北辺隅よりわずかながら馬歯を検出した。本遺構と類似する遺構が過年度調査により検出されて  

いる。（本遺構の南約100mに位置する元総社小見内Ⅳ遺跡・2001年調査検出の1号周溝状遺構）これらの遺構は  

祭祀遺構としての性格を有していたと推定される。  

（4）土坑・ピット   

土坑・ピットについては、Tab．4土坑・ピット計測表（P．23）を参照のこと。  

（5）土 塀 墓  

検出された土墳墓には、人骨が検出されたものとされなかったものがある。検出されなかったものについては、  

確認時の状況により土壌墓と判断した。  
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人骨は、全体に遺存の良好なものは少ない。胸部・脊椎部・腰部・手足の指部の遺存が悪いものが大半である。  

人骨についての所見は、楢崎修一郎氏（群馬県埋蔵文化財調査事業団）による。   

土壌墓・火葬墓もしくは土墳墓と思われる土坑は総数60基を数え、溝跡から出土したものを含めると、合計90  

個体の人骨が出土している。これらのうちで良好射犬態での人骨所見を得た。第Ⅵ章を参照されたい。   

これらの土壌墓・人骨は東区の西部、W－1～3号溝跡と、W－4号溝跡の間を中心に検出された。土墳墓・  

人骨の中にはこれらの溝が埋まった後に構築されたと見受けられるものもある。さらに複数重複するものもある  

ことから、この場所が「墓城」としてある程度永続的に存在していたと推測される。また、「墓域」の東に位置  

するW－4号溝跡は四辺をはば同じくする方形堀状を呈しており、この区画内における建物町存在が想定され、  

「墓域」と何らかの関係があったと考えられる。詳細は第Ⅶ章を参照されたい。  

DB－1号土墳墓（Fig．28）  

位置 Ⅹ115・116Ylll・112グリッド 主軸方向 不明 形状等 不明 重複 W－1～3と重複し、新旧関係  

はW－1～3→本道構の順。 時期 埋土や重複関係から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総  

数1点。 備考 胸部・脊椎部・指部の遺存が悪い。北西頭位右向屈葬。  

DB－2号土壌墓（Fig．28）  

位置 Ⅹ116Yl12グリッド 主軸方向 N－100－W 形状等 楕円形 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後  

半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数12点。そのうち銅銭2点を図示。 備考 頭部・胸部・脊椎部・指  

部の遺存が悪く、大腿部の一部のみを検出。北頭位右向屈葬。  

DB－3号土墳墓（Fig．28）  

位置 Ⅹ116Yl12グリッド 主軸方向 不明 形状等 不明 時期 埋土や出土遺物から、14～15世紀後半と考  

えられる。 遺物 総数4点。そのうち銅銭3点を図示。 備考 頭部・胸部・脊椎部・指部の遺存が悪い。北  

頭位屈葬と推定。  

DB－4号土頻墓（Fig．28）  

位置 Ⅹ117Ylllグリッド 主軸方向 N－100－W 形状等 隅丸長方形 時期 埋土や出土遺物から、14世  

紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数47点。 備考 頭部・胸部・脊椎部・指部の遺存が悪く、大腿  

部の一部のみの検出。  

DB－5号土壌墓（Fig．29）  

位置 Ⅹ117Yl12グリッド 主軸方向 不明 形状等 不明 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀  

後半と考えられる。 遺物 総数17点。 備考 わずかに骨片を検出するのみ。墓坑上に墓石と思われる石を配  

す。  

DB－6号土壌墓（Fig．29）  

位置 Ⅹ117Yl12・113グリッド 主軸方向 N－550－E 形状等 楕円形 重複 DB51と重複し、新旧関  

係は本遺構→DB－51の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遣物 総  

数25点。そのうち銅銭3点を図示。 備考 全体的に遺存が悪く、わずかに骨片を検出。  
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DB－7号土墳墓（Fig．29）  

位置 Ⅹ118Ylllグリッド 主軸方向 N00－E 形状等 楕円形 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後  

半～15世紀後半と考えられる。 遺物 なし。 備考 全体的に遺存が悪く、四肢骨の一部のみを検出。北頭  

位右向屈葬。  

DB－8号土壌墓（Fig．29）  

位置 Ⅹ118Yl12・113グl）ッド 主軸方向［N－330rw］ 形状等 不明 重複 DB9と重複し、新旧  

関係は本遺構→DB－9の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遣物  

総数55点。そのうちカワラケ1点、銅銭1点を図示。 備考 全体的に遺存が悪く、わずかに骨片を検出。北  

頭位右向屈葬。  

DB－9号土墳墓（Fig．30、PL．7）  

位置 Ⅹ118Yl12・113グリッド  主軸方向 N－800－E 形状等 楕円形 重複 DB－8と重複し、新旧関  

係はBD－8→本遺構の順。 時期 捜土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遣物 総  

数3点。そのうち板碑1点、銅銭1点を図示。 備考 脊椎部を除いて全体的に遺存は良好。東北東頭位右向屈葬。  

DB－10号土墳墓（Fig．30）  

位置 Ⅹ118Yl13グリッド 主軸方向 不明 形状等 不明 時期 坦土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀  

後半と考えられる。 遺物 総数13点。そのうち鉄製品1点を図示。 備考 頭部・胸部・脊椎部・指部の遺存  

が悪い。  

DB－11号土墳墓（Fig．30）  

位置 Ⅹ118Yl13グl）ッド 主軸方向 不明 形状等 不明 重複 DB－28と重複し、新旧関係はDB－28→  

本道構の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数9点。そのう  

ちカワラケ1点、銅銭6点を図示。 備考 全体的に遺存が悪く、わずかに骨片を検出する。北頭位右向屈葬。  

墓坑範囲は不明であるが、周辺に残る石は墓石と考えられる。  

DB－12号土壌墓（Fig．31）  

位置 Ⅹ117Yl13グリッド 主軸方向 不明 形状等 不明 重複 DB－13と重複するが、新旧関係は不明′。  

時期 塩土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遣物 総数58点。そのうちカワラケ1点  

（墨書土器片）、鉄製品1点、銅銭7点を図示。 備考 胸部・脊椎部・足部・指部の遺存が悪い。周辺に残る石  

は墓石と考えられる。北西頭位右向屈葬。  

DB－13号土壌墓（Fig．31）  

位置 Ⅹ117Yl13グリッド 主軸方向 不明 形状等 不明 重複 DB－12と重複するが、新旧関係は不明。  

時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数1点。そのうち鉄製品1点を  

図示。 備考 全体的に遺存が悪く、頭部の一部のみを検出。北頭位右向屈葬。周辺に残る石は墓石と考えられる。  

DB－14号土墳墓（Fig．31、PL．6）  

位置 Ⅹ118・119Yl13グリッド 主軸方向［N－190－W］ 形状等［隅丸長方形］ 重複 DB－55と重複  
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し、新旧関係はDB－55→本道構の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。  

遺物 総数33点。そのうち銅銭6点を図示。 備考 胸部・脊椎部・指部の遺存が悪いが、頭部の状態は比較的  

良好。北頭位左向屈葬。墓坑は隅丸方形と推測されるが、人骨本体に比してやや大きい。  

DB－15号土墳墓（Fig．31）  

位置 Ⅹ118・119Yl14グリッド 主軸方向（N－360－W） 形状等［楕円形］ 重複 DB－16・18・19  

と重複し、新旧関係はDB－18→DB－16→本遺構・DB－19の順である。 時期 埋土や出土遺物から、14世  

紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数1点。そのうらカワヲケ1点を図示。 備考 脊椎部・指部を  

除き、遺存状態は比較的良好。北北西頭位右向屈葬。  

DB－16号土墳墓（Fig．32）  

位置 Ⅹ118・119Yl14グリッド 主軸方向 N－270－W 形状等［隅丸方形］ 重複 DBr15・18・17と  

重複し、新旧関係はDB－18→本遺構・DB－17→DBr15の順である。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀  

後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数2点。そのうちカワラケ1点を図示。 備考 複数の墓坑と切り  

合っているため、全体に遺存が悪く、大腿部のみを検出。北頭位右向屈葬。  

DB－17号土壌墓（Fig．31）  

位置 Ⅹ118・119Yl14グリッド 主軸方向 不明 形状等 不明 重複 DB－16・18と重複し、新旧関係は  

DB－18→DB－16・本遺構の順である。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。  

遺物 なし。 備考 複数の墓坑と切り合っているため、全体に遺存が悪く、歯と頭部の一部のみを検出。  

DB－18号土壌墓（Fig．32）  

位置 Ⅹ118・119Yl14グリッド 主軸方向 N－160－W 形状等 楕円形 重複 DB－16・17と重複し、新  

旧関係は本遺構→DB－16・17の順である。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられ  

る。 遺物 総数26点。そのうち銅銭4点を図示。 備考 脊椎部・指部を除き、遺布状態は比較的良好。北頭  

位左向屈葬。墓坑は複数重複する墓坑の中で最も深く、地山を掘り込んで構築される。  

DB－19号土墳墓（Fig．31）  

位置 Ⅹ118Yl14グリッド 主軸方向 不明 形状等 不明 重複 DB15・18と重複し、新旧関係はDB－  

18→DB－15・本遺構の順である。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀～15世紀後半と考えられる。 遺物  

総数9点。そのうちカワラケ1点、銅銭7点を図示。 備考 複数の墓坑と切り合っているため、全体的に遺存  

が悪く、頭部の一部のみを検出。北頭位屈葬。  

DB－20号土墳墓（Fig．31）  

位置 Ⅹ119Yl14グリッド 主軸方向 不明 形状等 不明 重複 DB－19・21と重複するが、新旧関係は  

不明。時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数3点。そのうち銅銭3  

点を図示。 備考 複数の墓坑と切り合っているため、全体的に遺存が悪く、頭部の一部のみを検出。北頭位屈葬。  

DB－21号土壌基（Fig．33）  

位置 Ⅹ119Yl14グリッド 主軸方向［N－330－E］ 形状等 不明 重複 DBL22と重複するが、新旧関  
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係は不明。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数9点。そのうち  

カワラケ3点、銅銭6点を図示。 備考 脊椎部・腰部・指部を除き、遺存状態は比較的良好。北西頭位右向屈葬。  

DB－22号土壌墓（Fig．33）  

位置 Ⅹ119Yl14グリッド 主軸方向 形状等 不明 重複 DB－21と重複するが、新旧関係は不明である。  

時期 捜土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 なし。 備考 複数の墓坑と切り  

合っているため、全体的に遺存が悪く、歯と頭部の一部のみを検出。北頭位右向屈葬。  

DB－23号土壌墓（Fig．32、PL．8）  

位置 Ⅹ119Ylllグリッド 主軸方向 N－00－E 形状等 隅丸長方形 時期 埋土や出土遣物から、14世  

紀後半～15世紀後半と考えられる。 遣物 総数28点。そのうちカワラケ2点、銅銭4点を図示。 備考 脊椎  

部・指部を除き、遺存状態は比較的良好。北頭位右向屈葬。  

DB－24号土壌墓（Fig．33）  

位置 Ⅹ119Yl13グリッド 主軸方向［N－120－W］ 形状等［楕円形］ 重複 W－4と重複し、新旧関  

係はW－4→本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 給数  

9点。そのうち銅銭4点を図示。 備考 脊椎部・指部を除き、遺存状態は比較的良好。北北西頭位右向屈葬。  

DB－25号土墳墓（Fig．33）  

位置 Ⅹ118Yl14グリッド 主軸方向 N－20－W 形状等 隅丸長方形 時期 埋土や出土遺物から、14世  

紀後半～15世紀後半と考えられる。 遣物 総数12点。そのうちカワラケ1点、銅銭6点、板碑1点を図示。  

備考 脊椎部・指部・大腿部の遺存が悪く、頭部は下顎部がはずれた状態で、大腿部の骨は垂直に近い状態で検  

出されたことから、再葬墓の可能性あり。北北西頭位仰臥右向屈葬。  

DB－26号土墳墓（Fig．33）  

位置 Ⅹ119Yl13グリッド 主軸方向 N－20LW 形状等［楕円形］ 重複 DB－36と重複し、新旧関係  

はDB－36→本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数  

30点。そのうち鉄製品1点、銅銭7点を図示。 備考 脊椎部・指部を除き、遺布状態は比較的良好。北北西頭  

位傭臥右向屈葬。  

DB－27号土壌墓（Fig．34）  

位置 Ⅹ119・120Yl12グリッド 主軸方向 N－00－E 形状等 楕円形 時期 埋士や出土遺物から、14世  

紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数8点。そのうち銅銭6点を図示。 備考 全体的に遺存状態は  

比較的良好。北北西頭位怖臥屈葬。墓坑範囲内西側に偏って埋葬される。  

DB－28号土墳墓（Fig．34）  

位置 Ⅹ118Yl13グリッド 主軸方向 N－300－W 形状等 楕円形 重複 DB－11と重複し、新旧関係は  

DB－11→本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数18  

点。そのうち五輪塔2点（火輪・水輪）、板碑1点を図示。 備考 脊椎部・腰部・大腿部・指部の遺存が悪く、  

頭部と大腿部の一部のみの検出。北北西頭位仰臥屈葬。  
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DB－29号士魂墓（Fig．34）  

位置 Ⅹ117Yl14・115グリッド 主軸方向 N－200－W 形状等 不定形 時期 埋土や出土遺物から、14世  

紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数7点。そのうち銅銭6点を図示。 備考 脊椎部・大腿部・指  

部の遺存が悪い。北北西頭位仰臥左向屈葬。  

DB－30号土墳墓（Fig．35、PL．8）  

位置 Ⅹ117・118Ylll・112グリッド 主軸方向［N－70－W］ 形状等［楕円形］ 時期 埋土や出土遺  

物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数3点。 備考 脊椎部を除き過布状恕は比較的良  

好。北頭位右向屈葬。  

DB－31号土壌茎（Fig．35）  

位置 Ⅹ118Yl15グリッド 主軸方向 N－300－W 形状等 楕円形 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後  

半～15世紀後半と考えられる。 遣物 総数6点。そのうち銅銭6点を図示。 備考 脊椎部・大腿部・指部の  

遺存が悪い。北北西頭位傭臥屈葬。  

DB－32号土壌墓（Fig．35）  

位置 Ⅹ118Yl13グリッド 主軸方向 N－150－W 形状等 楕円形 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後  

半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数93点。そのうちカワラケ3点、銅銭6点、五輪塔（火輪）1点、板  

碑1点を図示。 備考 脊椎部・指部の遺存が悪く、埋葬状態に動かされた形跡があることから、再葬墓の可能  

性あり。北北西頭位右向屈葬。  

DB－33号土墳墓（Fig．35）  

位置 Ⅹ116Ylllグリッド 主軸方向 N－80－W 形状等［楕円形］ 時期 埋土や出土遺物から、14世紀  

後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数8点。そのうち銅銭3点を図示。 備考 指部を除き全体的に遺  

存状態は比較的良好。北北西頭位仰臥左向屈葬。  

DB－34号土壌墓（Fig．36、PL．9）  

位置 Ⅹ119Yl13グリッド 主軸方向 N－00－E 形状等 楕円形 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後  

半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数63点。そのうち銅銭7点を図示。 備考 頭頂部・脊椎部・指部を  

除き、遺存状態は比較的良好。北頭位右向屈葬。  

DB－35号土壌墓（Fig．36）  

位置 Ⅹ118・119Yl15グリッド 主軸方向 N－00－E 形状等 不定形 時期 埋土や出土遺物から、14世  

紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数6点。そのうち銅銭6点を図示。 備考 本遺構からは骨片等  

は検出されなかった。  

DB－36号土墳墓（Fig．36）  

位置 Ⅹ119Yl13グリッド 主軸方向 N－20－E 形状等 円形 重複 DB－26と重複し、新旧関係は本  

遺構→DB－26の順。 時期 塩土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数8点。  

そのうち銅銭8点を図示。 備考 頭部・脊椎部・大腿部・指部の遺布状態が悪い。北頭位右向屈葬。  
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DB－37号土壌墓（Fig．36、PL．9）  

位置 Ⅹ117Yl12グリッド 主軸方向 N－250－W 形状等 楕円形 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後  

半～15世紀後半と考えられる。 遣物 総数22点。そのうち鉄製品2点、銅銭8点を図示。 備考 頭部・脊椎  

部・指部の遣存が悪く、大腿部の一部のみを検出。北頭位右向屈葬。  

DB－38号土壌墓（Fig．37）  

位置 Ⅹ117Yl13グl）ッド 主軸方向［N－180－E］ 形状等［楕円形］ 重複 DB－49・50と重複し、  

新旧関係はDB－50→本遺構→DB－49の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えら  

れる。 遺物 総数15点。そのうちカワラケ3点、銅銭7点を図示。 備考 全体的に遺存状態が悪く、頭部の  

一部のみを検出。北頭位右向屈葬。  

DB－39号土墳墓（Fig．37）  

位置 Ⅹ117Yl14グリッド 主軸方向 N－50－E 形状等 隅丸長方形 時期 埋土や出土遺物から、14世  

紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 なし。 備考 本遺構からは骨片等は検出されなかった。  

DB－40号土壌墓（Fig．37）  

位置 Ⅹ117Yl12・113グl）ッド 主軸方向 NL390LE 形状等 円形 重複 DB－6・51と重複し、新旧  

関係は本道構→DB－6→DB－51の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。  

遺物 総数40点。そのうち鉄製品1点、銅銭6点、板碑1点を図示。 備考 全体的に遺存が悪く、頭部の一部  

と歯のみを検出。北頭位右向屈葬。  

DB－41号土墳墓（Fig．37）  

位置 Ⅹ117Yl12グ1）ッド  主軸方向 N－1000－E 形状等 楕円形 重複 DB－57と重複し、新旧関係は  

DB－57→本道構の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数7  

点。そのうちカワラケ1点、板碑1点を図示。 備考 本遺構からは骨片等は検出されなかった。  

DB－42号土墳墓（Fig．38）  

Jl 位置 Ⅹ117Yl13グリッド  主軸方向 N－500－E 形状等 楕円形 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後  

半～15世紀後半と考えられる。 遣物 総数6点。そのうち銅銭6点を図示。 備考 全体的に遺存が悪く、頭  

部の一部と歯のみを検出。  

DB－43号土壌墓（Fig．38）  

位置 Ⅹ118Yl14グリッド 主軸方向 N－170－W 形状等 楕円形 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後  

半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数3点。そのうち銅銭3点を図示。 備考 頭部・脊椎部・指部の遺  

存が悪く、大腿部の一部のみの検出。北北西頭位左向屈葬。  

DB－44号土墳墓（Fig．38）  

位置 Ⅹ118Yl14グリッド 主軸方向 N－530－E 形状等 楕円形 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後  

半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数22点。そのうちカワラケ1点、銅銭6点、五輪塔1点（地輪）、宝  

筐印塔1点（相輪）を図示。 備考 脊椎部・指部の遺存状態が悪く、頭部・上腕部の一部・大腿部のみを検出占  

西頭位左向屈葬。  
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DB－45号土壌墓（Fig．39）  

位置 Ⅹ117Yl14グリッド  主軸方向 N180－W 形状等 楕円形 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後  

半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数8点。そのうち銅銭4点を図示。 備考 全体的に遺存が悪く、頭  

部・大腿部の一部のみを検出。北西頭位屈葬と推定。  

DB－46号土壌墓（Fig．39）  

位置 Ⅹ118Yl14グリッド 主軸方向 N－30－W 形状等 隅丸長方形 時期 埋土や出土遺物から、14世  

紀後半～15世紀後半と考えられる。 遣物 総数3点。そのうら銅銭3点を図示。 備考 本遺構からは骨片は  

検出されなかった。  

DB－47号土墳墓（Fig．39）  

位置 Ⅹ119Yl14グリッド  主軸方向 N－20－E 形状等 隅丸長方形 時期 埋土や出土遺物から、14世  

紀後半～15世紀後半と考えられる。 遣物 総数3点。そのうち銅銭2点を図示。 備考 本遺構からは骨片は  

検出されなかった。  

DB－48号土墳墓（Fig．39）  

位置 Ⅹ119Yl13・114グリッド 主軸方向 N－80－W 形状等［隅丸長方形］ 重複 W－4と重複し、  

新旧関係はW－4→本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物  

総数5点。そのうち銅銭3点を図示。 備考 胸部・指部を除き、遺存状態は比較的良好。北北西頭位右向屈葬。  

DB－49号土壌墓（Fig．39）  

位置 Ⅹ117Yl13グl）ッド 主軸方向 N－220－W 形状等 楕円形 重複 DB－38と重複し、新旧関係は  

DB－38→本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数5  

点。そのうち銅銭3点を図示。 備考 胸部・指部を除き、遺布状態は比較的良好。北頭位僻臥左向屈葬。  

DB－50号土墳墓（Fig．37）  

位置 Ⅹ117Yl13・114グリッド  主軸方向 N－40－E 形状等［楕円形］ 重複 DBL39と重複し、新  

旧関係は本遺構→DB－38の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遣物  

総数1点。そのうちカワラケ1点を図示。 備考 全体に遺存が悪く、頭部の一部のみを検出。北頭位右向屈葬。  

DB－51号土壌墓（Fig．40）  

位置 Ⅹ117Yl13グリッド  主軸方向［N－180－E］ 形状等［楕円形］ 重複 DB－6・52と重複し、  

新旧関係は、DB－6・52→本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。  

遺物 給数31点。そのうち銅銭1点を図示。 備考 胸部・指部を除き、遺存状態は比較的良好。北北西頭位右  

向屈葬。  

DB－52号土壌墓（Fig．40）  

位置 Ⅹ117Yl13グl）ッド 主軸方向 N－150－E 形状等［楕円形］ 重複 DB－6・51と重複し、新旧  

関係はDB－51→本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物  

総数10点。 備考 全体に遺存が悪く、歯・四肢骨の一部のみを検出。  
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DB－53号土墳墓（Fig．40）  

位置 Ⅹ118Yl14グリッド  主軸方向 N10－W 形状等 不明 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半  

～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数6点。そのうちカワラケ2点、銅銭3点を図示。 備考 全体に遺存  

が悪く、四肢骨の一部のみを検出。  

DB－54号土壌墓（Fig．40）  

位置 Ⅹ119・120Yl13グリッド 主軸方向 不明 形状等 不明 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～  

15世紀後半と考えられる。 遺物 総数12点。そのうちカワラケ2点を図示。 備考 全体に遺存が悪く、頭部  

のみを検出。北頭位右向屈葬。  

DB－55号土墳墓（Fig．40、PL．10）  

位置 Ⅹ118Yl13グリッド 主軸方向 N－120－W 形状等 楕円形 重複 DB－14と重複し、新旧関係は  

DB－14→本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数9  

点。そのうち銅銭6点、五輪塔3点（火輪2・地輪1点）を図示。 備考 全体に遺存が悪く、頭部・匡朋支骨の  

一部のみを検出。北頭位右向屈葬。  

DB－56号土壌墓（Fig．41）  

位置 Ⅹ118Yl13グリッド 主軸方向 不明 形状等 不明 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀  

後半と考えられる。 遺物 総数1点。 備考 本遺構からは骨片は検出されなかった。また、墓坑範囲も不明。  

周辺に配された石は墓石と推測される。  

DB－57号土墳墓（Fig．41）  

位置 Ⅹ117・118Yl12グ1」ッド 主軸方向 N－280－W 形状等［楕円形］ 重複 DB－41と重複し、新  

旧関係は本遺構→DB－41の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物  

総数54点。そのうちカワラケ5点、板碑1点を図示。 備考 全体に遺存が悪く、歯のみを検出。北頭位右向  

屈葬。  

DB－58号土壌墓（Fig．41）  

位置 Ⅹ117・118Yl14グリッド 主軸方向 N－20－E 形状等 楕円形 時期 埋土や出土遺物から、14世  

紀後半～15世紀後半と考えられる。 遣物 なし。 備考 本遺構からは骨片は検出されなかった。  

（6） 火 葬 墓   

FB－1号土墳墓（Fig．41、PL．11）  

位置 Ⅹ119Ylll・112グリッド 主軸方向 N－lO－E 形状等 楕円形 重複 W－4と重複し、新旧関係  

はW－4→本遺構の順。 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数21  

点。そのうち銅銭3点を図示。 備考 顕著な被熱域は墓坑中央部で、灰の分布域とほぼ共通する。人骨も主に  

中央部より検出されており、各部分に重複するものが見受けられないことから、1個体を火葬したものと推測さ  

れる。この点から、本遺構は数次にわたるものではなく、単次火葬と判断される。さらに、完全に人骨を収集せ  

ずに廃棄している点で、火葬跡と墓を兼ねたものとも思われるが、主要な部分の骨が検出されていないことから、  

取り残しの骨と考えられる。北頭位右向屈葬。  
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FB－2号土壌墓（Fig．41、PL．11）  

位置 Ⅹ117Yl12グリッド  主軸方向 N－250－W 形状等 楕円形 時期 埋土や出土遺物から、14世紀後  

半～15世紀後半と考えられる。 遺物 総数3点。 備考 顕著な被熱域は墓坑中央部で、炭化物の分布域とほ  

ぼ共通する。さらに、東部の舌状部にも炭化物・灰が認められることから、この部分が焚口部と推定される。   

本遺構から検出された遺構には、各部分に重複するものが見受けられないことから、1個体を火葬したものと  

推測される。この点から、本遺構は数次にわたるものではなく、単次火葬と判断される。さらに、完全に人骨を  

収集せずに廃棄している点で、火葬跡と墓を兼ねたものとも思われるが、主要な部分の骨が検出されていないこ  

とから、取り残し〝J骨と考えられる。北頭位右向屈葬。  

（7） グリッド等出土遺物  

総数1，151点を検出。そのうちカワラケ10点（うち墨書土器片1点）、須恵高台椀1点、鉄製品4点、五輪塔  

3点（火輪3）宝筐印塔1点（相輪）、銅銭37点、瓦1点を図示。  

Tab．2 住居跡 一覧表  

（c皿）   

遺構名  位 置       面積 し山†  主軸方向   dヒ  E邑  n 位置 構築材   周 溝  主な出土遺物    旧番号               土師器  須恵器  その他  

H－1  Ⅹ128・129 Yl13  （0．78）  （0．98）  51．5  （0．48）  N920E  

H2   Ⅹ127～129 Yl12・113  3．10  （4．12）  56．0  （9．67）  N－750－E  
Ⅹ121・122  N－720E  士不  杯  

H－4  N－720－E   

H－5  士不  

（⊃   杯・璧  H6  
＿ （喜脚）  

H－7   Ⅹ126・127 Yl12・113  4．14  3．28  46．0  11．9  N－740E  東壁やや南  粘土・凝灰岩  （⊃  杯・璽  高台椀  

棄  H－8  
H－9   

r3・74   

東壁中央  杯  

東壁やや北   

H－12  
Ⅹ119・120  

H－13   杯  杯  

Ⅹ119・120  H－14   Yl12・113  ［3．6］  2．62  14．0  ［8．4］  N123DE  杯・要  蓋  

H15  欠  番  

H－16  N－830－E  

Ⅹ118  

H－17   
14．0   N－750－E   

Ⅹ117  

Ⅹ116  

H－19   YllO   くよ・・lい」  （l．卦Il  ：17．（I  （2．33）  N－560E  
H20  Ⅹ116・117 Ylll  （3．44）  （1．76）  36．0  （9．38）  棄  

杯  Ⅹ124  
（6．55）   

Yl12・113  ．  ．  

Ⅹ108・109 Yl16  2．58  2．70    6．47  N－770－E  東壁やや南  瓦・粘土  東壁やや南 （東壁）                          杯 ≒        Ⅹ118 Ylll・112  L＿三竺  3．36 （2．78）    （8．94）    Yl11                   H－18   Ylll      （11．19）  N－800－E  （東壁）  凝灰岩・石                                                       N－950－E N－640－E  （東壁）              H－21     （148）  （224） （3．20）                H－22  Ⅹ118・119 Vl12・113  （3．22）     ［7．5］  N－620－E          H－23  Ⅹ109 Yl14  （2．16）  （2．叩）    （4．46）  N－1050－E  （東壁）            西・H－1  H－24                         瓦  西・H－2   
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Tab．3 溝跡・周溝状遺構計測表  

遺構名  位 置  長さ  
（m）   

主軸方向  断面形  時  期  旧番号  

W－1  Ⅹ113・114  
（13．90）  177．0  125．0  N200W  逆台形  As－B降下後  

YllO～116  

W－2  Ⅹ113～117  
（13．60）  143．0  113．0  500．0  426．0  210．0  62．0  N－150－W  逆台形  As－B降下後  

YllO～116  

N－300－E   
W－3   Ⅹ113～116  逆台形  As－B降下後  

YllO～113   N－280－W   

W4  Ⅹ119～123  

YllO～115   
（20．10）  98．0  35．0  93．0  30．0  21．0  5．0  N－00－E  Ⅴ字形  AsB降下後  

（10．27）  34．0  5．0  53．0  26．0   

W－6  Ⅹ117～120  

Yl15・116   
t8．0］  42．0  4．0  104．0  60．0   

W7  Ⅹ116・117  

Ylll・112   
4．10  73．0  23．0  112．0  96．0  88．0  78．0  NlOE  逆台形  As－B降下後  

W－8  Ⅹ116・117  

Ylll・112   
（4．90）  ［150．0］  130．0  ［120．0］  90．0  N－150－E  U字形  AsB降下後  

W－9  Ⅹ107  
（1．94）  19．0  10．0  96．0  80．0  80．0  70．0  N－00－E  逆台形  不明   

Yl16・117  
西・W－2   

1号  
16．66  43．5  17．0  98．0  66．0  70．0  46．0  N－10ローW  U字形  As－B降下後  酉・W1   

周溝状   

Tab．4 士坑・ピット計測表  

遺構名  位 置   長軸 （cm）  短軸 （cm）  探さ （cm）  形 状  出ニヒ 遺物  旧番号  遺構名  位 置   
長軸  

（cr山）   
遺物   旧番号   

D1   
Ⅹ128  

140  （116）  29．0  楕円形  
Yl12  

D－23   
Ⅹ119  

［140］  96  63．0  楕円形  
Yl14・115  

D－2   D－24   

D－3   
Ⅹ118 Yl12   212  ［88］  38．0  不定形  D－25  Ⅹ120・121 Yl14  （218）  （54）  54．0  ［楕円形］  

D－4  Ⅹ128 Ylll・112  210  （173）  79．0  （正方形）  釘  D－26   Ⅹ119 Ylll・112  140  ［90］  16．5  ［楕円形］  
D－5   

Ⅹ118  

Ylll   
68  50  12．0  楕円形  D－27   

Ⅹ119 Yl12   176  （80）  3．5  ［長方形］  

D－6   
Ⅹ119 Yl12   ［140］  （125）  0．0  不定形  D28   欠  番   

D7   
Ⅹ121・122  

Yl13   
（100）  70  43．0  長方形  銅銭  D－29   

Ⅹ119 Yl13   ［100］  63  40．0  ［楕円形］  銅 銭  

Ⅹ124  
150  120  57．5  長方形  

Ⅹ119・120   186   
D－8  

Y121・122  
D30  

Yl13  
110  29．0  長方形  須恵杯  

D 9   
Ⅹ121  

［52］  ［48］  34．5  ［長方形］  
Yl13  

D－31   
Ⅹ119  

200  190  62．5  正方形  歳骨器  
Yl14  

D－10   
Ⅹ117  

76  48  17．0  楕円形  D－32   
Ⅹ118  

Yl13  Yl14   
89  57  32．5  楕円形  

D11   
Ⅹ118・119  

Ylll・112   
（260）  （220）  17．5  ［正方形］  D－33   

Ⅹ121 Ylll   

162  160  45．0  正方形   

D－12   
Ⅹ118  

Yl15  
26．0  D－34   

Ⅹ121 Yl12   194  134  53．0  長方形  

Ⅹ120・121  
192  170  53．0  長方形  

D13   Ylll・112  D－35  Ⅹ121 Ylll   
（168）  （100）  （33．0）  長方形  

D－14   Ⅹ120・121  
Yl13・114   

D36   
Ⅹ121 Ylll   

（218）  （130）  40．0  長方形  T－1   

D－37  Ⅹ121 Ylll・112  178  （120）  40．0  長方形    T－2   152  ［126］  45．0  長方形  
D16  Ⅹ120 Yl13・114  254  （150）  23．5  （楕円形）  土師杯  D－38＿  Ⅹ106 Yl14・115  344  86  40．0  長方形    西・D－1   
D－17   

Ⅹ119 Yl12   184  （180）  21．0  不定形  カワラケ  D－39   
Ⅹ106 Yl14   

100  72  43．0  楕円形  酉・D2   

D－18   
Ⅹ120 Ylll   

166  （112）  34．0  長方形  D－40  Ⅹ110 Ylll  60  42  28．0  楕円形    西・D－3   
D19  Ⅹ119 Ylll   122  92  31．0  楕円形  

D－41  Ⅹ110 Ylll   
（110）  110  25．0  円形  西・D－4   

D－20  Ⅹ117 Yl14  95  90  20．5  円形  五輪塔    P1  Ⅹ108 Yl15  100  60  33．5  楕円形  
D21   

Ⅹ120 Yl14   （238）  176  47．5  （楕円形）  P－2   
Ⅹ108  

［50］  ［40］  58．0  楕円形  
Yl16・117  

D－22   
Ⅹ123 Yl12   

112  94  48．0  楕円形  

23   



Tab．5 土墳墓一覧表  

番号  出土位置   
長軸  

形 状   
非 法  推定年齢 性 別   

出土遺物   旧番号   
（cn】）   

Ⅹ115・116  
不明   

［北西頭位  
不明  

右向屈葬1  
カワラケ   B6   

Ylll・112  

Ⅹ116  
110  105    N－100－W  楕円形   銅銭   B9   

Yl12  

不明   不明   
［北蘭位  

銅銭   BlO   
屈葬］  

Ⅹ117  
DB－4  124  110    N－10ローW  隅九方形   不明  B13  

Ylll  

Ⅹ117  
DB5  不明   不明   不明  B19  

Yl12  

Ⅹ117  
DB－6  130  70    N－550－E  楕円形   不明  銅銭   B20   

Yl12・113  

Ⅹ118  
90  60    N－00－E  楕円形   

［北頭位  
DB－7  B22   

Ylll  右向屈葬］  

Ⅹ118  
DB－8  ［84］  ［62］    ［N－330－W］  不明   不明  カワラケ・銅銭   B25   

Yl12・113  

Ⅹ118  
N800E  楕円形   

東北東頭位  
DB－9  板碑・銅銭   B25■   

Yl12・113   右向屈葬  

Ⅹ118  
DB－10  不明   不明   不明  鉄釘   R2R   

Yl13  

Ⅹ118  
DB－11  66．0   不明   不明   不明  カワラケ・銅銭   B28′   

Yl13  

Ⅹ117  
不明   不明   

北西頭位  
DB－12  カワラケ・銅銭   

屈葬  
B29   

Yl13  

Ⅹ117  
DB－13  不明   不明   不明  B29′   

Yl13  

銅銭   B31   

カワラケ   B32   

Ⅹ118・119  
DB－16  145  120  40．0  N－270－W  ［隅丸方形］  不明  カワラケ   B32   

Yl14  

Ⅹ118・119  
DB17  不明   不明   不明  B32   

Yl14  

Ⅹ118・119  
DB－18  135  90  65．0  N－16ローW  楕円形   B32   

Yl14  

Ⅹ118  
DB19  不明   不明   不明  カワラケ・銅銭   B32′   

Yu4  

Ⅹ119  
DB－20  不明   不明   不明  銅銭   B31′   

Yl14  

［62］  ［50］  29．0   カワラケ・銅銭   B31′   

B31′   

Ⅹ119  北頭位  
DB23  117  ［97］  ［20．5］  N－Od－E  隅丸長方形  

右向屈葬  
カワラケ・銅銭   B33   

Ylll  

Ⅹ119  
DB－24  ［N－120－W］  ［楕円形］   

北北西頭位  
銅銭   B35   

Yl13  右向屈葬  

Ⅹ118  
DB25  

北西頭位  
130  110  59．0  N－20W  隅丸長方形   仰臥右向屈葬  カワラケ・板碑・銅銭  B42   

Yl14  

Ⅹ119  
DB－26  

北北西頭位  
104  ［86］  31．0  N－20－W  ［楕円形］   怖臥右向屈葬  鉄製品・銅銭   B43   

Yl13  

Ⅹ119・120  
DB－27  167  110  20．5  N－00E  楕円形   

北北西頭位  
銅銭   

傭臥屈葬  
B44   

Yl12  

Ⅹ118  
130  ［128］  66．0  N－300－W  楕円形   

北北西頭位  
DB－28  五輪塔・板碑   B46   

Yl13  仰臥屈葬  

Ⅹ117  
DB－29  110  50    N200－W  不定形   

北北西頭位  
銅銭   B48   

Yl14・115  仰臥左向屈葬  

Ⅹ117・118  北頭位  
DB30  ［120］  84  22．0  ［N－70W］  ［楕円形］  

Ylll・112  
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番号  出土位置   
長軸  

形 状   
（cm）   葬 法  推定年齢 性 別   出土遺物   旧番号   

Ⅹ118  
DB－31  112  70    N－30DW  楕円形   

北北西蘭位  
銅銭   

Yl15  仰臥屈葬  
B50   

Ⅹ118  
DB－32  155  108  59．5  N－150－W  楕円形   

北北西頭位  カワラケ・五輪塔i   

Yl13  右向屈葬  板碑・銅銭   

Ⅹ116  
DB－33  

北北西頭位 

Ylll   
［118］  ［68］  25．5  N－80－W  ［楕円形］   銅銭   B53   

Ⅹ119  
DB－34  200  113  58．5  N－00－E  楕円形   

北頭位  

Yl13  右向屈葬  
銅銭   B55   

Ⅹ118・119  
DB－35  155  67  38．0  N－00－E  不定形   

Yl15  
不明  銅銭   B60   

Ⅹ119  
DB－36  90  78  13．5  N20E  楕円形   

北西頭位  
銅銭   

Yl13  右向屈葬  
B61   

Ⅹ117  
DB37  117  63  23．0  N－250－W  楕円形   

Yl12  
不明  鉄製品・銅銭   B62   

Ⅹ117  
DB－38  

Yl13   
［73］  ［65］  18．0  ［N－180－E］  ［楕円形］   不明  カワラケ・銅銭   B64   

Ⅹ117  
DB－39  116  60  9．5  N－50－E  隅丸長方形  不明  

Yl14  
B65   

Ⅹ117  
DB－40  103  90  28．0  N－39D－E  円形   

Yl12・113  
不明  板碑・鉄製品・銅銭  B66   

Ⅹ117  
DB－41  130  98  27．0   

Yl12  
板碑・カワラケ   B68   

D】ヨー42   
Ⅹ117  

108  84  18．0  N－50ローE  楕円形   
Yl13  

不明  銅銭   B69   

Ⅹ118  
DB－43  96  67  25．0  N－170－W  楕円形   

［北北西頭位  
銅鏡   

Yl14  屈葬］  

B70   

Ⅹ118  
DB－44  110  90  55．0  N－530－E  楕円形   

西南西頭位  カワラケ・五輪塔・    B71   

Yu4  仰臥屈葬  銅銭  

Ⅹ117  
DB－45  四  82  30．0  N18凸1W  楕円形   

［北西頭位  

Yl14  屈葬］  

銅銭   B72   

Ⅹ118  
DB46  

Yl14   
112  50  28．0  N－30－W  隅丸長方形  不明  カワラケ・銅銭   B74   

Ⅹ119  
DB－47  69  63  27．5  N－20－E  隅丸方形   

Yl14  
不明  銅銭   B75   

40．0  N－80－W   銅銭   B77   

Ⅹ117  
DB－49  98  60  19．0  N－220－W   

北頭位 

Yl13  楕円形   銅銭   B78   

Ⅹ117  
DB－50  ［92］  ［90］  19．0  N－40－E  ［楕円形］   

Yl13・114  
不明  カワラケ   B79   

Ⅹ117  
DB－51  ［105］  ［70］  45．0  ［N－180－E］  ［楕円形］   

北北東頭位  
銅銭   

Yl13  右向屈葬  
B80   

Ⅹ117  
DB－52  140  ［88］  24．0  N－15ローE  ［楕円形］   

Yl13  
不明  B81   

Ⅹ118  
DB－53  125  93  48．0  N－lO－W  不明   

Yl14  
不明  カワラケ・銅銭   B82   

Ⅹ119I120  
DB－54  18．0   不明   不明   

［北頭位  

Yl13  仰臥］  

カワラケ   B83   

Ⅹ118  
DB－55  

Yl13   
71  50  43．0  N－120－W  楕円形   不明  五輪塔・銅銭   B84   

Ⅹ118  
DB－56  

Yl13  
不明   不明   不明  B85   

Ⅹ117・118  
Dti－57  91  71  16．0  N－28D－W  ［楕円形］   

Yl12  
不明  カワラケ・板碑   B86   

Ⅹ117・118  
DB－58  62  52    N－20－E  楕円形   

Yl14  
不明  B89   

FB－1   
Ⅹ119  

165  115  25．0  N－lO－E  楕円形   
Ylll・112  

不明  銅銭   FB－1・2   

Ⅹ117  
FB－2  130  80  38．5  N－250－W  楕円形   

Yl12  
不明  B67  



Tab．6 土器観察表  
番号  過構番号 ／  器種  （カ口径 （む器高   Q胎土②焼成  

③色調（む過存度   
器種の特徴・整形・調整技術  

層位  
登録番号  備 考   

ロ  H－2  杯  ①［11．8］  ①細粒（訂良好   休部：ゆるやかに内湾、箆削り。口縁部：直立、横撫で。底部   堀方覆土  
埋土  土師器  （罰（3．5）  ¢）にぷい橙色凧1／2   ：浅い丸底、箆削り。内面撫で。   

2  H2  杯  （∋［14．8］  （丑中粒（訂良好   休部：ゆるやかに内湾、箆削り。】二l緑部：直立、横撫で。底部   28  
床直  土師器  （勤4．3  ③塩色（釘1／5   ：平底気味、箆削り∩ 内而撫で∩   

3  ‖－一 二  杯  ①［13．0】  ①細粒②良好   休部：ゆるやかに内湾、箆削り。口縁部：直立、横撫で。底部   20  
床直  土師器  （む3．8  （勤にぷい赤褐色（彰1／4   ：浅い丸底、箆削り。内面撫で。   

4  H－Z  杯  ①［11．0］  （訪問粒②良好   休部：ゆるやかに内湾、箆削り後撫で。口縁部：外傾、横撫で。   覆土  
岬十  土師器  ⑦2．6  ⑨にぷい橙色④5／6   底部：平底気味、箆削り後撫で。内面撫で。   

ロ  ‖－ ご  杯  ①12．0  ①細粒（勤良好   鞭租整形。休部：外傾。口綾部：外傾、糠軽撫で。底部：回転   17  
床直  須恵器  ②3．2  ③灰オリーブ色④4／9   箆切り後箆調整。内両軸租撫で。   

6  H－2  杯  （丑15．5  ①細粒②良好   鞭稚整形。休部：内湾気味。口緑郡：外傾、鞭軸撫で。底部：   10  
床1首  循帝器  （幻3．吊  何オリーブ黒色の2／5   回転箆切り後段調整。内面轍轄撫で。   

7  H－2  杯  （D［10．8］  ①珊粒②良好   糠輯整形。休部：外傾。口緑部：わずかに外反、輯醸撫で。底   覆土  
床直  須恵器  （卦3，】  ③灰色の1／5   部：回転系切り後箆調整。内面撼組撫で。   

8  H2  蕎  （D16．0  ①細粒（診良好   糠軽整形。天井部：膨らみを持ちながら傾斜、杜絶痕。口縁部   26  
床直  須恵器  ⑦3．6  （卦灰黄褐色（彰1／2   ：かえり。リング状つまみ、後付（   

9  H2  要  ①【21．幻  ①和粒②良好   休部：上半部は横位、中間吾βは斜位の箆刷り。口縁部：外反、   32  
床直  土師器  ⑦（12，7）  ⑨明赤褐色④口縁部1／4～体部一部  林撫で。底部欠損。内面撫で。   

体部：ゆるやかに内湾、箆削り後撫で。口緑部：外傾、横撫で。   複土  
底部欠損。内面撫で。   

n  H－3  杯  （丑14．8  ①細粒②良好   糎租整形。休部：外傾。口緑部：外傾、粗雑撫で。底部：回転   葎土  
床匡  須恵器  （可4．1  ③灰白色④1／2   箆削り後箆調整。内面醜態撫で。   

12  H－4  杯  ①13．6  ①細粒（多良好   椀種整  形。休部：外傾。口緑部：外傾、糎撞撫で。底部：回転  竃攫土  
寵  灰牙由陶器  ②4．0  ③灰白色①1／2   箆削り後箆調整。内面焼塩撫で。   

休部  ゆるやかに内湾、箆削り後撫で。口縁部：外傾、横撫で。  覆土  
13  H－5  杯  ①亡13．0］  ①細粒②良好           也土  土師器  ②3．5  ③橙色＠）1／2  底部  丸底、箆削り後段撫で。内面撫で。   
14  H5  杯  （∋［11．2］  ①細粒②良好   休部  ゆるやかに内湾、箆削り後撫で。口緑部：外反、械撫で。  領土  
埋土  土師器  ②［3．3］  （卦明赤褐色④1／3   底部  丸底、箆削り後段撫で。内面撫で。   

15  H6  杯  心［17．4］  ①細粒②良好   休部  ゆるゃかに内湾、箆削り後撫で。口緑部：直立、横撫で。  5  
床直  土師器  ②（3．2）  ⑨橙色（少1／3   底部  丸底、箆削り後箆撫で。内面撫で。   

16  H－6  I不  （∋［11．2］  ①細粒②良好   休部  ゆるやかに内滞、箆削り後撫で。口縁部：内傾、端部つ   65  

床直  土師器  （訓3．2）  ③橙色任）1／4  まみ出し、横撫で。底部：丸底、箆削り後箆撫で。内面撫で。   
休部：ゆるやかに内滞、箆削り後撫で。口緑部：外傾、横撫で、   ロ  

17  H－6  杯  ①［11．0］  ①細粒②良好          床直  土師器  （牟3．4  ③橙色④1／2  交換点に稜。底部：丸底、箆削り後箆撫で。内面撫で。   
18  H6  杯  （D［12．0］  ①細粒②良好   休部  ゆるやかに内湾、箆刷り後撫で。口緑部：外反、横撫で、  49  
床直  土師器  （勤（2．6）  ③にぷい鐙色都1／5   交換  ．に稜。底部：浅い丸底、箆削り後蒐撞で∩ 内面撫で。   

19  H－6  杯  （彰【13．0］  ①細粒②良好   体部  内湾気味、箆削り。口緑部：内湾、横撫で。底部欠損。  覆土  
埋土  土師器  ②（3．2）  ③にぷい橙色④1／5   内面撫で∩   

体部：内湾気味、箆削り。口縁部：内湾、横撫で。底部：浅い  20  H－6  杯  ①【11．4］  ①糾粒嘔）良好  丸底。内面撫で。   

21  H6  杯  ①11．1  ①細粒（む良好   休部：ゆるやかに内拷、箆削り後撫で。口緑部：直立、横撫で、   14  歪み  
床面  二l二師器  ②（3，1）  ⑨明赤褐色④1／4   交換点に積。底部：丸底、箆削り後箆撫で。内面撫で。   

22  H6  杯  ①［11．8］  ①細粒（診良好   体部  ゆるやかに内湾、箆削り後撫で。口緑部：直立、端郡外  彼土  
粗土  土師器  ⑧（2．7）  （割明赤褐色（弧1／4  反、横撫で。底部：浅い丸底、箆削り後箆撫で。内面撫で。   

休部  

23  H－6  杯  （D［11．8］  ①細粒（∋良好  し、   

内面撫で。   

24  H－6  杯  ①13．5  ①細粒②良好   休部  ゆるやかに内湾、箆削り。口緑部：内傾、横撫で。底部  45  内外而煤仙若  
床直  土師器  （郭4．1  （初棺色（む3／4   ：浅い丸底、箆削り後箆撫で。内面撫で。   

25  H－6   杯  ①11．6  ①酬粒（診良好   休部  ：内湾、箆削り。口緑部：直立、楠撫で。底郡：丸底、箆  60  
土師器  ⑧4．∩  ⑨明春褐色④7／8   刷り後箆撫で。内面撫で。   

26  H6  杯  ①［12．4］  （丑細粒（診良好   休部  内湾、箆削り。口緑部：外傾、横撫で、交換点に樺。底  覆土  
床直  土師器  彊）4．0  ③橙色（む3／5   部：  い丸底、箆削り後箆撫で。内面撫で。   

27  H－6  杯  ①［11．釦  ①細粒（多良好   休部  内湾、箆削り。口緑部：直立、横撫で、交換点に強い稜。  15  
床直  土師器  （勤3．9  ③明赤褐色（む1／2   底部  丸底、箆削り後箆迦で。内面撫で。   

休部  上半部に最大径、上半部は縦位、下半部は横位の箆削り。  58  
28  H－6  要  （む17．8  ①細粒（訂良好           床直  土師器  （参24．9  ③明黄褐色㊥4／5   口緑部：外反、械撫で。底部：平底。内面撫で。   

休部：上半部は横位の箆削り。口綾部：外反、横撫で。底部欠   18  
29  H－6  要  （D［23．6］  ①刺粒⑦良好          埋土  土師器  ②（6．5）  ③明赤褐色④口緑部1／5～休部一部  掴。内而撫で。   
30  H7  杯  ①11．5  ①紳粒②良好   体部  ゆるやかに内湾、箆削り後撫で。口緑郡：直立、横撫で。  覆土  
床直  l：師器  ⑦3．5  ③明褐色郵3／4   底部  浅い丸底、箆削り後箆撫で。内面撫で。   

31  H7  杯  ①［17．4］  ①細粒②良好   休部  ゆるやかに内湾、箆削り後撫で。口緑部：直立、横撫で。  8  
床直  土師器  ②3．8  旬明赤褐色何］／2   底部  浅い丸底、箆削り後箆撫で。内面撫で。   

32  H7  高自  ①17．4  ①細粒（多良好   軸撞整形。休部：内湾気味、顕著な根絶痕。口縁部：外反気味、   20  
床直  須恵器  ②4．4  （卦灰オリーブ也④4／5   粍蛭撫で。底部：回転箆切り、つまみ出し高台。   

33  H－7  竃  ①［17．4］   
5  

34   体部：上半部は斜位、中央部は横位の掩削り。口縁部：外反、   5  
床直  土師器  （む11．3  何にぷい橙色（初口綾部～休部1／4  端部つまみ出し、横撫で。底部欠損。内面撫で。   

35  H－9  杯  ①［11．2］  ①細粒（多良好   休部：内湾気味、箆削り後撫で。口縁部：直立、横撫で。底部   竃狸土  
竃  土師器  （劉（3．6）  ③にぷい黄褐色＠仁l縁部1／6  欠損∩内面撫で∩   

行基式。凹面：布目、糸切り痕。凸面：削り後回転台撫で。側   10  
36  H－9  丸瓦  長さ（22．0）  ①別粒②良好          埋土   厚さ（2．1）  ③灰色④広端部側面一部残存  而：切取後而耽り。   
37  H10  杯  （∋［10．幻  （彰細粒（彰良好   体部二内湾、箆削り後撫で。口縁部：ほぼ直立仁棟撫で。底部   B52－1  内外面煤付着  
床直  土師詐  ⑦3．5  （計橙色（弧2／3   ：浅い丸底、党別り後撫で。内面撫で。   

Q細粒②良好   体部  ゆるやかに内湾、箆削り後撫で。口緑部：外傾、横撫で。  ロ  
床直  土師器  ②4．3  （勤橙色（弟2／3   底部  丸底、箆削り後箆撫で。内面撫で。   

39  H－13  杯  （∋12．6  ①細粒②良好   休部  ゆるやかに内湾、箆削り後撫で。口縁部：直立、横撫で。  5  lコ縁部煤付着  
床直  土師器  （参3．6  Q）明赤褐色④完形   底部  丸底、箆削り後箆撫で。内面撫で。   

40  H13  杯  ①12．6  ①細粒（彰良好   休部  ゆるやかに内湾、箆削り後撫で。El緑郡：直立、横撫で。  16  
床再  土師器  ⑦3．2  （郭橙色径）1／2   底部  桟い丸底、段別り後箆撫で。内面撫で。   

26   



①胎土①焼成  
番号  迫枯番号 ／屑位  器種  ①仁l径 （参器高  ③色調①迫存蛙   器種の特徴・整形・調整技術  登録番号  備 考   

41  H－13  士不  ■  ①15．2  （力中粒（彰良好   休郡  ゆるやかに内湾、箆訂町御一触で。口履郡：外皮、横撫で。  

床直  土師器  ②3．2  ③明春褐色①2／3   底部  浅い丸底、箆削り後箆撫で。内而撫で。   7  

42  H－13  杯  ①（15．3）  ①細粒②良好  休部  外簡■、琵訓り複蜘で。口緑部：外債、杭撫で。底部：平  
43  H13  杯  （丑［15．2］  （動細粒（む良好   韓蘭整形。林部：舛慣。口綜部：わずかに外反、轟軽撫で。底  

床直  須恵益．  ⑦［3．9ユ  （丑灰白色（重1／3   部：回転糸切り。内両税租調整。   
14  

44  H13  杯  （D（10．0）  ①抑粒②良好 牲掟整形。休部：■外慣。口繹郡：外慣、鴨掟撫で。底部：回転  
庫直  貌恵器  ②（3．3）  ④灰白色④口緑部一部欠損  糸切り後箆調   。内面轍髄調整。   

18  

H－13  杯  ①11．9  ①細「粒⑦良好 韓程整形。林部：列間も 口羅部：外反気味、椀種撫で。底部：  
45  12  

46  fr14  町   ①鮒粒②良好  休部  ゆるやかに内湾、箆削り。仁l禄部：外傾気味、桃撫で。   3  
床直  土師器．  ②3．9  ③橙色④1／2   底部  浅い丸底、僅削り。l札面撫で。   

①Tll．2丁  ①打粒②良好  休部  ゆるや  かにl句湾、箆削り。口縁部：端部でわずかに内湾、  
（彰2．2  （歪別赤褐也（む1／4   械撫で。底部：浅い丸底、箆削り。内面撫で。   撹土  

48  rI14  蓄  ①17．5  ①細粒（訂良好   栴醍整形。天井部：膨らみを持ちながら傾斜、紙軸痕。［」縁部  

床直  須恵器  ②2．8  ③灰白色④1／2   ：かえり。   
2  

醜醒整形。天井部：膨らみを持ちながら傾斜、雑観痕。口縁部  

49  H－14  蓋  （∋【18．6］  ①細粒⑦良好  ：かえり。   
堀方覆土  

50  ロ14  饗  ①［18．8］  ①細粒②良好   休部：上半部は斜位の箆削り。口緑部：大きく外反、棟撫で．    ロ  口線外部職業  

床宙  土師器  （塾 －  ③明赤禍色④口綜郡1／3～休部上半  底部欠梢。内面撫で。  付着   
51  H－16  杯  （D12．8  （∋細粒筐）良好  休部：ゆるやかに内措、恩即勺。口綜郡：直立、横撫で。底部    2  

庫直  土帥器  ②3．5  ③にぷい赤褐色（彰一部欠損   ：浅い丸底、箆削り。内面撫で。   

52  H16  杯  ①［13．2］  ①祁粒⑦良好   休部：外囲、‾露阿り。口羅郡：わずかに外皮、秤撫で。底部：  

原画  土師器  ②（3．8）  ③橙色庄）1／4   平底気味、箆別l）。内面撫で、放射状暗文。   5  

53  ロー18  隼  ①T12．4丁  ①細粒②良好   休部：ゆるやかに内汚、箆削り。口緑部：外皮、横撫で。底部    7  
床直．  土師器  ⑦（3．5）  ⑨明赤褐色④1／3   ：浅いメL底、箆削り。内面撫で。   

54  H－20  聾   ①∃町粗②良好   休部：上半部は横位、下半郡は斜位の箆削り。口緑部：外反、    9  
床直  土師器  ②（27．3）  ③別赤褐也④1／3   林撫で。底部欠損。内面撫で。   

55  ⅠⅠ一20  彗  ①［10．7丁  （∋釧粒⑦良好   価部：上平部は析位、下ごl禍；は斜位の箆削り。にl緑郡：コの字 

床直  土師器  ②（14．5）  ①橙色④しl綾部1／10～休部  くずれ、横撫で。底部欠壬転旦月画趣で。   
20  

56  H－20  褒  ①［10．8］  ①細粒⑦良好   休部：上半部は横位の箆削り。口緑部：外反、輪横痕、横撫で．    ロ  
埋土  土師器  （訓7．8）  ③橙色④口縁部1／3～休部上半  底部欠損。内面撫で。   

57  Ⅰ▲Ⅰ21  呵こ  ①［16．0］  ①釧粒②良好  休部：内湾、   箆削り後撫で。口緑部：直立、桃撫で。底部：九   内外面煤付着  

60  W－1   カワラケ  ①11．8  ①細粒②良好   醜軽整形。休部：外反。口緑部：外帆醜醍撫で。底部：平底、  
吐土  （訂2．9  ．③橙色④ほぼ完形   回転糸切り未調整。内両税槻撫で。   

覆土  

休部  内乱  箆削り。口緑部：内傾、械撫で、交換点に弱い櫻。  W1  
底部  浅い丸  底、箆削－）後撫で。内而撫で。   トレンチ   
価部  内湾、  箆削り。口緑部：内湾、横撫で。底部：丸底、箆 

62  W－2  杯  ①t13．6］  （∋細粒⑦良好  削り後撫で。内而撫で。   
覆土  

純醍整1杉。イ   ：内湾気味、顕著な鴨軸痕。口緑部：外傾、蛸  ロ  
63  W2  司：  ①14．0  ①細粒②良好            地上  須恵器  ②4．1  ③灰也（む9／10   姐撫で9血書   回転糸切り後塵．諷盤。＿内面敵組放で。   

64  W－4  杯  （D【16．0］  ①細粒⑦良好   休部：内湾昂   、箆削り。口緑部：内湾、横撫で、交換点に礪   

埋土  土師器・  ②（4．5）  ③明赤褐色④1／8   い稜。底部：丸底、箆削り後撫で。内面撫で。   覆土  

醜組整形。休部：外反。口縁部：外帆 地租撫で。底部：平底、    ロ  

カワラケ  ．  回転糸切り末   整。内両軸槻撫で。   

間組整形。イi   ：外見 口語郡：外反、冊で。底部：平底、  ロ  
66  11r6  カワラケ  ①11．0  ①釧粒（計良好             址土   ②3．3  （卦にぷい鵬橙 色（彰完形   回転糸切り末   整。囚佃鴨担撫で。   

67  1V－8  杯  〔訂t9．4J  ①細粒⑦良好   休部：ゆるやかに内湾、箆削り。口緑部：外帆横撫で、交接    覆土  
姓土  土師器  （む2．8  ．③明赤褐色（む1／3   点に稜。底部：浅い丸底、箆nりり。内面撫で。   

①13．0  ①細粒②良好   休部  ゆるやかに内湾、箆削り。日縁部：内湾、横撫で。底部  
5   外面煤多足付  

②4．3  ③にぷい赤褐色④9／10   ：丸  ：、箆肖l  り。内面撫で。  羞   

69  D－16  巧  ①［13．8］  （∋糾粒⑦良好  休部  ゆるやかに内湾、箆削り。口縁部：ほほ直立、桃撫で。  底部  浅い九  底、鬼且l川。1月画趣で。   
捜土  

70  D－16  杯  （∋9．0   ①細取⑦良好   醜組整形。休部：外傾。口縁部：外反、醜軸撫で。底部：回転  

規土  須恵器  ②3．8  喧）灰色④ほほ完形   箆切り後箆調   。内而枇軸撫で。   

71  D17  カワラケ  （∋10．4  ①細粒④良好  枕・櫨整形。ヰ   ：外傾、新著な轍雄娘。口緑部：外反、靴醍撫   ②2．7  ③橙色径）3／10   
72  D30  坪  ①6．9  ①細粒②良好   
粗土  頴謹呈呈  （む4．0  ③灰也①1／4   で。底部：回転箆切り後箆調整。内両地軸撫で。   

①6．6  ①細粒壇）良好   
醇野整形。体   部：内湾気味、顕著な杜絶痕。口緑部：外反、醜   

73  D33  カワラケ  覆土  
箆細工。   

74  DB8  カワラケ  ①7．5  ①訂粒②良好   坪野整形。体   訂：外慣。口緑郡：外周、寵姫撫で。底部：平底、   
床直  ②1．8  （丑にぷい基橙色（む完形   回転糸切り末   整。内面牲観劇で。   

B252  

75  Dlヨー11  カワラケ  ①10．5  ①郡粒②良好   純租整形。休部：外傾。口縁郡：舛傾、梶蛙撫で。底部：平底、  

床直  ②2．3  ③浅黄橙色④ほぼ完形   回転糸切り末   調整。内面・腕・随撫で、墨杏。   B288  

76  DB－12   
カワラケ   

T －  ①柵粒⑦良好   椀種整形。体   部～底部破片。醜櫨撫で。内面撫で、内面に   

床直  ② －  ⑨橙色④休部～底部破片   「・窓」の墨乱   B29覆土  

①【11．6丁  ①細粒⑦良好   糎醍整形。イ   ：外傾。□縁部：外傾、馳槻撫で。底部：平底、  B32－14  
77  DB－15  カワラケ  ■              床直   ②亡2．q  壇）にぷい橙色（む1／8   回転系切り未   整。内面醜拉撫で。   

①11．1  （敵組粒（診良好   糠・醒整形。体   ：外反。仁l緑部：外傾、雑観撫で。底部：平底、  B322  
78  DB16  カワラケ                床直   ②2．6  ③橙色④完形   回転糸切り末   整。内而雑観撫で。   

79  DB－19  カワラケ  （∋11．4  ①釧粒②良好   ‾碓醍整形。倖部：‾外夜気味。口緑郡：舛慣■、爾霜撫で。底部：    B32′1  
床直  （彰3．0  ③橙色④完形   平底、回転糸切り後箆調整。内両輪脚線で。   

80  DB－21  カワラケ  ①14．5  ①細粒⑦良好   鰻拉整形。体   郡：外反気味。口緑部：外傾、雑程撫で。底部！・  B31′－11  
麻直   ②3．5  ．③橙色④7／8   平底、回転糸切り未調整。内面鞄髄撫で。   

81  DB－21  カワラケ  ①11．1  ①細粒②良好   椀種整形。休部：外反。口緑部：外傾、糎醍撫で。底部：平底、    B31′7  
床直  （む2．6  ⑨橙色④ほほ完形   回転糸切り未調整。内面轍・岨撫で。   
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番号  ■■遺構番号 ／層位  器種  ①口径 ②器高   ①胎土②焼成  
（卦色調（む遺存度   

器種の特徴・整形・調整技術   登録番号  備 考   

82  DB－21  カワラケ   庄）［10．6］  （∋細粒（丑良好   統轄整形。休部：外傾。口緑部：外傾、鴨轍撫で。底部：平底、  B31ノー9  
②2．4  ③現先色④1／2   回転糸切り禾調＿鑑。内両地塩撫で。   

83  D】ヨー23  カワラケ  ①10．8  ①細粒②良好   醜輯整形。休部：外傾。口緑部：外傾、鞭撞撫で。底部：平底、  B332  
床直  （塾2．6  ③橙色④9／10   回転糸切り未調整。内面蛇粗放で。   

84  DB－23  カワラケ   
①比0  ①細粒②良好   振槻整形。体部：外侮。口縁部：外傾、穂轄撫で。底部：平底．  B33－1  
②2．6  ①橙色（む完形   回転系切り未調整。内面雑報撫で。   

85  DB－25  カワラケ  ①8．0  ①細粒②良好＝  醒醸整形。体詐：外債。口緑部：外慣、偶撫で。底部：平底、  B42－1  内外面煤付着   床直   ①1．8  （∋にぷい橙色（彰完形  回転糸切り未調整。内面梅粗撫で。   
86  DB－32   ①t12．釘  ①細粒（彰良好   内外両煤多量  

カワラケ  付着   

87  DB32  カワラケ   ①7．9  ①細粒②畏好   椀種整形。体部：外傾。口緑部：外傾、癖抵撫で。底部：平底、  B52－2  
床j亘  圧）2．3  ⑨鐙色④9／10   及位扱で調整後回転糸切り未調＿整♪ 内面晩姐撫で。   

梅軸整形。体部：外傾。口緑部：外傾、鴫担撫で。底部：平底・．  B52－4  
回転系切り未調整山内雨蛙毯膣で。   

底部：平底、回転系切り未調整。内面糠轄撫で。   

鯨直垂形。借部：内務気味。口緑部■：外反、疎醍撫で。底部・：   

②2．6  ③明黄褐色④完形   平底、回転糸切り未調整。内面糠醍撫で。   B64－2  

91  DB38  カワラケ  ①11．0  （動肌粒（罫良好   機種整形。体部：内湾気味。口緑部：外反、両輪撫で。底部：  B643  
床直  （参2．9  ③明黄褐色④完形   平底、回転糸切り未調整。内面根絶撫で。   

92  DB41  カワラケ   ①臥0  ①細粒①良好   椒堆整形。休部：外傾。口縁部：直立気味、韓絶無で。底部：  B685  
床直＿  ②1．9  ⑨灰白色④ほほ完形   平底、回転糸切り未調整。内面軸塩撫で、底部に膨らみ。   

（∋11．4  （丑細粒（∋良好   糎埴整形。休部：外傾。口綾部：外反気味、槻醍撫で。底部．：  B71－1  
（む2．7  ⑤にぷい箆褐色④2／3   93  DB－44  カワラケ             埋士       平底、回転糸切り未誼軌内面牲粗扱で。   
①6．4  ①細粒⑦良好   輯輯整形。休部：外傾。口綾部：外反気味、根絶撫で。底部：  B79覆土  

94  DB－50  カワラケ             埋土   ．（Dl．8  ③橙色④9／10   平底、回転系切り未調整。内面輌堆撫で。   

槻整形。林部：外何。口縁郡：外同、韓韓撫で。底部：平底、  B82－5  
95  DB－53  カワラケ  ①10．6  ①細■粒②良好 ②2．9  （勤にぷい黄褐色④完形   回転糸切り未調整。内面碑埴撫で。   

96  リB53  カワラケ  ①8．2  ①糾粒②良好   槻撼整形。休部：外帆 ∪緑部：外侮、地租撫で。底部：平底、  B824  
床直   ②2．3  ③栓色④完形  回転系切り未調整。内面披拉撫で。   

（丑8．2  穣軸整形。体部：外傾。口縁部：外傾、糠報撫で、内外面ほぼ  
97  DB54 床直  カワラケ   壇）1．9  ①細粒②良好 ③橙色（む7／8  同じ位置に「；Tt」と「ヾ′」の墨乱底部：平底、回転  

糸切り未調整。内面梅確撫で。   

98  DB54   カワラケ  ①11．0  醸埴整形。価部：外傾。口縁部：外傾、蠣埠撫で、対極にT蒔」  

（む2．7   
と「浄？」の墨書。底部：平底、回転系切り後箆調整。内面堆  

床直  
櫨撫で。   

101  DB－57  カワラケ   ①8．3  ①細粒②良好   枇埴整形。体部：外傾。口緑部：外傾、鞭輯撫で。底部：平底、  B86－4  
床直  ②2．4  ◎にぷい萌橙色④完形   回車云糸切り未調整。内面地軸撫で。   

糎軸整形。体部：外傾。口縁部：外傾、糠櫨撫で。底部：平底、   

回転糸切り未調整。内面輌馳で。   
B86－6  

糠担整形。休部：外傾。口縁部：大きく外傾、糠軽撫で。底部  B86rl  
：平底、回転糸切り後箆調整。内面頬粗撫で。   

104  B24 埋土  カワラケ  ① ②－   
①訂粒②良好  
③にぷい韮橙色（む休部破片   輯鞄整形口休部破片∴轍拉撫で。内面撫で「震別の粗  B24覆土  

醜穐整形。体部：外皮気味。口緑部：外傾、雨槻撫で。底部：  B24′一2  
平底、回転糸切り後箆撫で調整。内面推撞撫で。   
椀粗整形。体部：外傾。口縁部：大きく外反、鞭埠撫で。底部  B45－1  
：平底、回転糸切り未調整。内面醜粗撫で。   

梅植整形。休部：内湾気味。口縁部：外傾、純醍撫で。底部：  B45－1  
平底、回転糸切り未調整。内面組組也で。   
糠租整形。休部：外反気味。口綾部：外傾、樅埴撫で。底部三  B473  

108  B47  カワラケ  ①10．9  ①細粒（多良好         床直   堰）2．4  ③にぷい橙色 ④3／5   平底．ゝ回転糸切り未調整。内面蚊盤旗で。   

鞭悼整形。体部：外反気味。□緑郡‾：膨■らみながら外慣、稿埠  B47－2  109  B47  カワラケ  ①10．3  ■①郡粒②良好         床直   （参2．4  ③にぷい環色 ④完形   撫で。．底部：平底、回転糸切り未調整。内面根絶撫で。   

（DlO．6  ①欄粒⑦良好  韓確整形。休部：外反気味。□緑部：外債、韓拉撫で。底部：  B87－1   内外南に煤付  
110  B87  カワラケ             床直   ②2．7  ③にぷい黄橙色④完形   平底、回転系切り後箆調整。内面雑櫨撫で。  着   

椀種整形。休部：外傾。口緑郡：外傾、根粒撫で。底部：平底、  H区－1  
皿  東区覆土  カワラケ  ①7．6  ①細粒②良好         埋土   珍1．9  （塾にぷい檻色④口綾部一部欠損  回転糸切り未調整。内面触轍撫で。   

椀粗整形。休部：外傾。口綾部：外傾、轍埠撫で。底部：平底、  Ⅹ117  

Yl15   

113  東区覆土  カワラケ  ①t8．6丁  ①細粒②良好   挽埠整形。休部：外傾。口緑部：外傾、軸粗撫で。底部：平底、  H－16－3  
埋土  （参2．0  Q）橙色圧）1／2   回転糸切り未調整。内面韓租撫で。   

轄韓整形。休部：内滑。口商都：外債、堆醍撫で。底■部：回転   114  西‾区覆土  高台塊  ①T17．8］  ①珊鞋②良好  箆切り後箆調整、付高台。内面椀租撫で。   
酉覆土  

115  西区覆土   九瓦  長さ（25．0）  行基式。凹面：布目、刷毛目。凸面：平行線叩き後撫で。   西領土  
埋土     厚さ（2．5）   

往）（丑層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より10cmを越える層位からの検出とした。   

②最大長・最大幅・最大厚の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）で示した。   

（卦胎土は、細粒（0．9m皿以下）、中粒（1．0～1．9m皿）、祖粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名を記載した。   

④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。   

（9色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。  
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Tab．7 石造物観察表  

五騎塔   26．8    16．1  6．8  角閃石安山岩  完形   1  上面の径20．Oc臥底面の径17．4cm。   

2  D－31   蔵骨蓋  40．5  28．6  28．8  25．8  輝石安山岩  完形   ロ  上方に穴。探さ12．2cm、径16．8cm。穴内  

面に工具痕。   

34．8  34．9  18．6  21．1  輝石安山岩  完形  B46－5   
上方に深さ7．2c【］、径9．3cmの柄穴。柄穴  

内面に工具痕。底面に放射状の工具痕。 

上面の径19．7cm、底面の径19．5c【刀。上面  
27．2  27．6  20  11．5  角閃石安山岩  完形  B46－3   に工具痕△   

5  DB32   
上方に探さ3．3cm、径6．5cmの柄穴。柄穴  

五輪塔 火輪  34．9  3乙4  18．5  19．5  角閃石安山岩  完形  B529   内面、＿側・底面に工具痕。被熟。   
6  DB44   五輪塔   30．9  32．9  25．2  30．1  角閃石安山岩  完形  B712   上面中央に窪み、工具痕。正面上方が南  

地輪  取り。   

7  DB－44   （12．8）  0．8  輝石安山岩  一部残存  B71－3  宝珠と請花のみ残存。請花下面は摩耗。   

8  DB－55  五輪塔 火輪．  33．8  34．2  19．9  24．2  輝石安山岩  完形  B84－6  側・底面に工具痕。   
9  DB－55  五輪塔 火輪  40．3  30．9  17．1  13．9  角閃石安山岩  完形  B84－7  被熱。   

五輪塔 地輪．  28．6  28．7  21．6  22．3  角閃石安山岩  完形  召848  底面に工具痕。被熟。   
田  東区鍵土  五輪塔 火輪  （29．3）  （31．8）  17．7  10．3  角閃石安山岩  一部残存  束区フク土  上方に探さ4．6cm、径10．1cmの和犬。私大 内面に工具痕。   

12  東区覆土  五輪塔 火輪  30．4  30．3  16．4  11．8  角閃石安山岩  完形  東区フク土  
五輪塔  上面が長方形、16．0×8．Ocm。側・底面に  

13  束区覆土   火輪   31．7  30．2  15．2  14．9  輝石安山岩  完形  東区フク土   工具痕。   

14  束区覆土   
宝隆印塔  

租鈴   
10．0    （19．0）  1．4  輝石安山岩  完形  東区フク士  九輪の途中から請花・伏鉢・柄まで残存。   

往）幅・厚さ・高さの単位はcmであり、正さの単位はkgである。現存値を（）で示した。  

Tab．8 板碑観察表  

往）幅・厚さ・高さの単位はcmであり、正さの単†立はkgである。現存値を（）で示した。  

Tab．9 石製品観察表  

蕎費・  ■遺構・層位  語笹  ・・・蜘：  ■爵・弛岨・■  ∴  Lニ■  重さ    石材■  ■壇諒度：  ‾塵榊曙   

4  H6・埋土  管玉 ＝  2．1  0．8  0．8  1．9  匝  露灰岩   完形■  覆土   
5  H－10・姓土  砥石 ■  5．白  ■1．7  1．7  21．4  転  旋灰岩  一部残存．  B62緩土 
往）（∋層位は、「床画」：床而より10c□1以内の層位からの検出、「塩二」二」：床面より10cmを越える層位からの検山とした。   
①最大長・最大幅・最大惇の単位はcmであり、郭さの隼位はgである。硯存値を（）で示した。  

Tab．10 鉄製品観察表  
番号   遺構・眉位   器柾   長さ  幅  厚さ  重さ  遺春慶  登録番号   備  考   

H－2・床直  刀子  11．6  1．3  0．5：  23．2  ほほ完．形   8  

2   H2・埋土  刀子   4．0  一郎残存  複土  

W－4・塩土   」上め旦＿  5．4二  二二⊥0  0．5  6．0  ほほ完形   
4  1号周溝状遺構・埋土  角釘  10．1  0．8  0．6  13．6  完形  西W1覆土  
5  1号周洗状遺構・埋土  ．角釘  4．1  0．6  0．3  3．5  二完形  西W－1覆土  
6   D－4・粗土  ．角釘  6．5  1．0  0，5  5．1  完影   

7  DB－10・床直  紡錘車  15．3  4．0  0．4  12．6  ■ 完形  B28－1  
8  ♪B－u・址土  角釘  4．7  0．4  0．4  2．2  ■ 完形  D区－2  
9  DB－13・垣土  匁釘  （3．7）  0．5  0．5  2．2  一部残存  D区－9  
10  DB－26・床直   刀子  19．5  1．5  0．3  44．6  完形  B43－5  
u  ♪B37・盤上  刀子  
12  DB－37・埋土   0．4  22．4  一部残存  B62覆土  藁付着   
田  DB－40・床直  角釘   0．4  5．6  完形  B66一4  L字状■に屈曲   
14   東区・埋土   

: 15 東区・埋土   角釘  （3．5）．  ＿ 0．4  ■ 0．3  1．5  一部残存  D区－3  
16   東区・姐土  角釘  8．0  4．5  3．5  6．5  完形  E区覆土  L字状に屈曲   

区・埋土   径   17  束    （5．7．）  4．5  0．2  15．2  ■一部残存  一東庄産土  
注）（丑層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床両より10cmを越える屑位からの検山とした。   
⑦最大長・最大幅・最大厚の単位はcmであり、正さの単位はgである。現存佃を（）で示した。  
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Tab．11銅銭一覧表  
登録番号  No．  遺構名  銭名  西暦  備 考   登録番号   

B9－3  64  DB－26  洪武通宝   B43【1   

B9－4  65  DB26  洪武通宝   
BlO－1  66  DB26  元豊通宝  1078  B433   

BlO－2  67  DB26  皇宋通宝  1039  4  m－3  皇宋通宝  1039  B43－6   

5  DB－3  不明  BlO3  68  DB－26  開元通宝  966  B43－7   

6  DB－6  皇宋通宝  1039  B201  69  DB－26  聖宋元宝  1101  B43－8   

7  DB－6  聖米元宝   1101  B202  70  DB－26  札元重宝  759  B43－9   

8  DB－6  鷹寧元宝  10由  B20－8  71  DB丁27  聖宋元宝  uOl  B44－1   

9  DB－8  洪武通宝 ■  1368  ■裏面「－－・銭」．  B25－1  72  D王う27  憮寧元宝  1068  B442   

10  DB－9  洪武通宝  136呂  裏面「福」  D25′ 2  73  DD 27  大聖元宝  1023  D44 3   

田  DB－11  無寧元宝  1068  B28′－1  74  DB27  大走通宝   1178  B444   

12  DB－11  乱徳元宝  920  B28′－2  75  DB27  天聖元宝  1023  B445   

13  DB－11  至道元宝  995  B28′－3  76  DB27  聖宋元宝  1101  B446   

u  Dβ－11  洪武通宝   1368  B28′－4  77  DB29  永楽通宝  1408  B481   

15  DB－11  聖宋元宝  1101  B28′一5  78  DB－29  永楽通宝  1408  B482   

16  DB11  閃元通宝  966  B28′一6  79  DB－29  永楽通宝  1408  B48－3   

17  DB12  太平通宝  976  B292  80  DB－29  永楽通宝  1408  藁紐付着   B48－4   

18  DB－12  開元通宝  966  B293  81  DB－29  永楽通宝  1408  B48－5   

B291  82  DB－29  永楽通宝  1408  
19  DB－12  元（⊃（⊃宝  

B48－6   

20  DB－12  大祓通宝  1017  B294  83  DB－31  永楽通宝  ．1408  B50－1   

21  DB－12  洪武通宝  1368  B29－5  B50－2   

1078  B29－6   84に接着   B50－3   

23  DB－12  祥符通宝  1009  B29－7  86  DB31  永楽通宝  1408  B50－4   

24  DB－14  000宝  B31－2  87  DB31  永楽通宝   1408  B50－5   

25  DB－14  不明  B31－3  88  DB31  永楽通宝  1408  B50－6   

26  DB－14  洪武通宝  1368  B31－4  89  DB32  洪武通宝  1368  B52－5   

27  DB－14  紹聖通宝  1094  B31－7  90  DB32  紹聖元宝  1094  B52－6   

28  DB－14  不明  B31－9  91  DB32  不明  B52－7   

29  DB－14  元豊通宝   1078  B31－10  92  DB32  紹聖元宝  1094  B528   

3（）  DB－18■  唐幽通宝．  985  B32－1  93  D】〕32  政利通宝  1111  B5211   

31  m－18  開元通宝．＝．  966  B32－15  94  D］〕32  不明  B5212   

32  DB－18  永楽通宝  1408  B531   

33  DB－18  永楽通宝  1408  95に接着   B53－2   

34  DB－19  不明  B533   

35  DB－19  B551   

36  DB－19  B552   

37  DIi－19  太平通宝  976  B553   

38  DB－19  46に接着  B32′－7  101  DB－34  政和通宝  1111  100に接着  B553   

39  DB－19  47に接着  B32′－8  102  DB－34  不明  B554   

40  DB－19  （⊃（⊃元宝  B32′－9  103  DB【34  脛寧元宝  1068  B555   

4ユ  ♪B－20  至道元宝■■  995  B31′－1  104  ．DB－34  政和通宝  1111  B557   

42  DB－20  政和通宝  1111  B31′－2  105  DB－35  皇宋通宝  1039  B601   

43  DB－20  元豊通宝  1078  B31′－3  106  DB－35  105に接着  B602   

44  DB21  不明  B31■一4  107  DB－35  永楽通宝   

45  DB21  鼎寧元宝  1068  B31′5  108  DB－35  
46  DB21  至利通宝 二  1054  B31′6  109  DB－35  
47  DB21  元豊通宝：  1078  B31′12  110  DB－35  

48  DB21  天聖元宝  1023  B31’13  111  DB－36  天聖元宝  1023  

49  DB【21  元豊通宝  1078  B31′14  112  DB－36  元待避宝  1098  

B33－3  113  DB36  天聖元宝  1023  B61－3   

B33－4  114  DB36  元符通宝  1098  B61－4   

B33－ 5  115  DB－36  寮祐通完  1056  藁紐付着登録  B615   

53  DB－23  治平元宝  1064  ．藁紐付着   B33－7  116  DB－36  ○平元宝  B616   

54  DB24  皇宋通宝  1039  B351  117  DB－36  開元通宝  966  B61－7   

55  DB24  大中通宝  1361  藁組付着   B352  118  DB－36  聖宋元宝  1101  B61－8   

56  DB24  元豊通宝  1078  B353  

57  DB24  政和通宝：  1111  B354   

58  DB－25  不明  B423   

59  DB－25  59に接着   B424   

60  DB25  開元通宝  966  B42 5   

61  DB25  永楽通宝  1408  B426   

62  DB25  洪武通宝  1368  B427   

63  DB－25  不明  和紙付着   B42－8   
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No．  遺構名  銭名  西暦  備 考   登録番号  No．  遺構名  銭名  西暦    備 考  登録番号   

119  DB－37  永楽通宝   1408  B62－2  180  FB－1  聖宋元宝  1101  FBl－3   

120  DB－37  元豊通宝  1078  B623  181  FB－1  政利通宝  1111  FBl－4   

121  DB37  開元通宝  966  B62－5  182  FB1  憮寧元宝  1068  FBl－5   

122  DB－37  永楽通宝  1408  B62－6  183  B－57  祥符通宝  1009  B57－1   

123  DB－37  景徳元宝  1004  B62－7  184  B－58  治平元宝  1064  B58－1   

124  DB－37  聖宋元宝  1101  B62覆土  185  B－58  元豊通宝  1078  B58－2   

125  DB37  永楽通宝  1408  B62複土  186  B－58  永楽通宝  1408  B58－3   

126  DB37  永楽通宝．  1408  B62複⊥  187  B58  正隆元宝   B584   

127  DB38  政和通宝  11u  B64－4  188  B58  永楽通宝   
128  DB－38  永楽通宝  1408  B64－5  189  B－58  元祐通宝   

129  DB－38  永楽通宝   1408  B64－6  190  B－58  皇宋通宝  1039  B58覆土   

130  DB－38  永楽通宝   1408  B64－7  191  ■ B73－4   

131  DB－38  永楽通宝  1408  B64－8  192  B－73  大観通宝  1107  B73－5   

132  DB－38  永楽通宝  1408  B649  193  B－73  至道元宝  995  B73－6   

133  DB－38  永楽通宝  1408  B6410  194  B－76  照i寧元宝  1068  B76報土   

134  DB－40  元豊通宝  1078  B666  195  B－76  政利通宝  1111  B76榎土   

135  DB－40  不明  B667  196  B－76  元豊通宝  1078  B76校土   

136  DB－40  憮寧元宝  1068  B668  197  B－76  開繕通宝  1201  B76複土   

137  DB40  抑聖元宝  1094  B669  198  B－76  嘉祐通宝  1056  B76覆土   

138  DB40  大中通宝  1361  B66－10  199  B－88  皇宋通宝  1039  B881   

139  DB－40  治平元宝  1064  B66－11  200  D7  永楽通宝  1408  D71   

140  DB－42  成平元宝  998  藁組付着   B69－1  201  D7  永楽通宝  1408  D－7 2   

D－7－3   

D－7 －4   

143  DB－42  太平通宝  976  B69－4  204  D－7  永楽通宝  1408  D－7 －5   

144  DB－42  永楽通宝  1408  B69－6  205  D－29  政和通宝  1111  D－29－1   

145  ＿DB－42．  不明  B69－5  206  D－29  皇宋通宝  1039  D－29－2   

146  DB－43  洪武通宝  1368  B701  207  D－29  皇宋通宝  1039  D－29－3   

147  DB43  皇宋通宝  1039  B702  208  W－7  永楽通宝  1408  W【7－5   

148  DB43  147に接着麻酔付着  B703  209  W－7  宣徳通宝  1433  W7－6   

149  DB44  洪武通宝  1368  B714  210  東区禎土  不明  東区1   

150  DB－44  政和通宝  1111  B71－5  211  束区禎土  永楽通宝 ■  1408  束区2   

151  DB－44  脛寧元宝  1068  B71－6  212  束区覆土  永楽通宝  1408  東区3   

152  DB－44  不明  B71－7  213  束区覆土  不明  東区4   

153  DB－44  不明  B71－8  214  乗区覆土  不明  東区－5   

154  DB－44  153に接着  B71－9  215  乗区覆土  開元通宝  966  束区－6   

155  DB－45  元豊通宝二  1078  B72－1  216  束区覆土  皇宋通宝  1039  東区－7   

156  ■DB－45  元豊通宝  1078  B72－2  217  束区績土  洪武通宝  1368  東区－8   

B72－3  218  束区覆土  217に接着   東区－9   

B72－4  219  束区複土  永楽通宝  1408  東区－10   

B74－1  220  束区覆土  淳鷹元宝  1174  東区－11   

160  DB－46  （⊃（⊃元宝  B74－4  221  束区覆土  僻事元宝  1068  束区－12   

束区－13   

D区－4   

D区一5   

D区－8   

D区一10   

166  ．DB－48  開元通宝  966  B77－3  227  東区禎土  至和元宝  1054  G区覆土   

167  ■Dち－49  ■ 元豊通宝  1078  B78－1  228  東区覆土  政和通宝  1111  G区覆土   

168  DB－49  不明  B782  229  東区擾土  永楽通宝  1408  G区覆土   

169  DB－49  元豊通宝：  1078  B78－3  230  東区覆土  元豊通宝  1078  溝   

170  DB51  元祐通宝  1086  B801  注）銭名の判別は、実物、拓本、Ⅹ線撮影より行った。   

171  DB53  政和通宝  1111  B82－1   

172  DBr53  開元通宝  966  B82【2   

173  DB【53  元符通宝  1098  B82－3   

174  DB－55  祥符通宝  1009  B84－1   

175  DB－55  閉元通宝  966  B84－1   

176  DB－55  皇宋通宝  1039  B84－2   

177  DB155  皇宋通宝  1039  B84－3   

178  DB55  憮寧元宝  1068  B84－4   

179  DB55  祥符通宝  1009  B84－ 5   
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Tab．13 銅銭出土枚数順一覧  Tab．12 出土銅銭年代別一覧  

遺構   銭 名   西暦   枚数   

乱元重宝   759   2   

2   乱徳元宝   920   

3   開元通宝   966   12   

4   太平通宝   976   3   

5   唐囲通宝   985   

6   至道元宝   995   4   

7   成平元宝   998   2   

8   景徳元宝   1004   2   

9   祥符通宝   1009   4   

10  天祓通宝   1017   

天聖元宝   1023   6   

12  景祐元宝   1034   3   

13  皇宋通宝   1039   14   

14  至和元宝   1054   2   

15  至和通宝   1054   

16  嘉祐通宝   1056   2   

17  治平元宝   1064   5   

18  鷹寧元宝   1068   12   

19  元豊通宝   1078   19   

20  元祐通宝   1086   2   

21   紹聖通宝   1094   5   

22  元符通宝   1098   4   

23   聖宋元宝   1101   8   

24  大観通宝   1107   

25   政和通宝   1111   12   

26  紹興通宝   1131   

27  正隆元宝   1158   

28  淳脛元宝   1174   

29  大志通宝   1178   

30   開稽通宝   1201   

31   大中通宝   1361   2   

32  洪武通宝   1368   15   

33  永楽通宝   1408   40   

34  五徳通宝   1433   

不明  39   

総  数  230  

遺構   銭 名   西暦   枚数   

永楽通宝   1408   40   

2   元豊通宝   1078   19   

3   洪武通宝   1368   15   

4   皇宋通宝   1039   14   

5   開元通宝   966   12   

5   鷹寧元宝   1068   12   

5   政和通宝   1111   12  

8   聖宋元宝   1101   8  

9   天聖元宝   1023   6   

10   治平元宝   1064   5   

10  紹聖通宝   1094   5   

12  至道元宝   995   4   

12  祥符通宝   1009   4   

12  元符通宝   1098   4   

15  太平通宝   976   3   

15  景祐元宝   1∩34   3   

17  乱元重宝   759   2   

17  成平元宝   998   2   

17  景徳元宝   1004   2   

17  至和元宝   1054   2   

17  嘉祐通宝   1056   2   

17  元祐通宝   1086   2   

23  乱徳元宝   920   

23  唐園通宝   985   

23  天祓通宝   1017   

23  至和通宝   1054   

23  大観通宝   1107   

23  紹輿通宝   1131   

23  正隆元宝   1158   

23  淳鷹元宝   1174   

23  大走通宝   1178   

23   関宿通宝   1201   

23  大中通宝   1361   2   

23  宣徳通宝   1433   

不明  39   

総  数  230   
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元総社蒼海遺跡群（5）出土人骨：遺構編  

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団  楢崎 修一郎  

はじめに   

元総社蒼海遺跡群（5）は，群馬県前橋市元結社町に所在する。前橋市埋蔵文化財発掘調査団による発掘調査が，  

2005（平成17）年9月～同年12月まで行われた。人骨は，東区の西側に位置するW2号溝と東区のほぼ中央に  

位置するW－4号溝に囲まれた区域に密集して検出された。この区域から，中世の人骨60体が出土したので以下  

に報告する。出土人骨は，清掃後，可能な限り接合及び復元を行い，観察・計測・写真撮影を行った。なお，出  

土頭蓋骨の計測方法はマルティン［MARTIN］（馬場，1991）に従い，出土歯の計測方法は，藤田（1949）に従った。  

また，出土頭蓋骨計測値の比較は，中世人骨は鈴木他（1956）を用い近世人骨は鈴木（1967）を用いた。また，歯の  

歯冠計測値の比較は，中近世人骨はMATSUMURA［松村］（1995）を用い，現代E］本人は権田（1959）を用いた。なお，  

出土人骨は2005年12月末に本報告者の手元に届いたが，出土人骨の数が膨大であることと，人骨を乾燥させる  

期間及び清掃・接合復元・観察・計測・写真撮影等をすべて一人で行っているため，約3ケ月という短い期間で  

はすべてを報告することは不可能であった。以下の報告は，主に頭蓋骨及び歯に限り，四肢骨等についてはまた  

別の機会に譲りたい。  

1．1号土塀墓出土人骨［旧6号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，規模不明の土壌から出土している。人骨は，長径約80cm・短径約30cmの範囲から検  

出されている。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北西で，顔面部を南西に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。被葬者は，約4歳の女性であると推定されている。1975年の現代  

日本人の統計では4歳女子の身長は101．7cmであるので，土壌の大きさからも屈葬であると推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，カワラケが検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態はあまり良くなく，頭蓋骨及び四肢骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土永久歯の歯冠計測値が比較的小さいため，被葬者の性別は女性（女児）であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の萌出状態から，被葬者の死亡年齢は約4歳であると推定される。  

2．2号土壌墓出土人骨［lH9号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約110cm・短径約105cmの楕円形土塀から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，右側を下にした横臥（側臥）屈葬で埋  

葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨2点［至和元宝（1054年）1点・憮寧元宝（1068年）1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，遊離歯及び四肢骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値が比較的大きいため，被葬者の性別は男性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗度を観察すると，象牙質が面状に露出するマルティンの3度の状態であるが，  

一部それほど岐耗していない歯もあるので，総合的に被葬者の死亡年齢は約40歳代であると推定される。  

3．3号土墳墓出土人骨［旧10号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，規模不明の土壌から出土している。人骨は，長径約70cm・短径約60cmの範囲から出  

土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，右側を下にした横臥（側臥）屈葬で埋  

・Jj■  
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葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨3点［皇宋通宝（1039年）1点・洪武通宝（1368年）1点・不明1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態はあまり良くなく，四肢骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：四肢骨片が比較的小さく聾者であるため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：死亡年齢推定の指標となる部位が出土していないが，恐らく成人であると推定される。  

4．4号土塀墓出土人骨［旧13号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約124cm・短径約110cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，四肢骨片が出土している。  

本土嬢出土人骨は，残存状態が悪いため，被葬者の個体数・性別・死亡年齢は不明である。  

5．5号土塀墓出土人骨［lH19号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，規模不明の土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，遊離歯及び四月支骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：上顎大臼歯の歯冠計測値が比較的小さいため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：遊離歯の上顎右第3大臼歯の岐耗度を観察すると，象牙質が全面に露出するマルティンの  

3度の状態である。したがって，被葬者の死亡年齢は約50歳前後であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：遊離歯の上顎右第2大臼歯は，歯冠部が薗細虫により完全に崩壊して残板状態になったC4の  

状態である。  

6．6号土塀墓出土人骨［lH20号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約130cm・短径約70cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため、被葬者の頭位及び埋蔵状態は不明である。  

J・ （3）副葬品＝副葬品は，銭貨3点［皇宋通宝（1039年）1点●脛寧元宝（1068年）1点・聖栄元宝（1101年）1点］が検出  

されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片・四肢骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値が比較的小さいため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗度を観察すると，象牙質が点状あるいは線状に露出するマルティンの2度の  

状態であるので，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

7．7号土塀墓出土人骨［旧22号土塊墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約90cm・短径約60cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，遊離歯及び四肢骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  
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（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値が大きいため，被葬者の性別は男性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の眩耗皮を観察すると，象牙質が点状及びある程度面状に露出するマルティンの2  

度及び3度の中間の状態であるので，被葬者の死亡年齢は約40歳代であると推定される。  

8．8号土壌墓出土人骨［旧25号土塊墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約84cm・短径約62cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，カリヲケ及び銭貨1点［洪武通宝（1368年）］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片・四肢骨片が出土している。   

本土境出土人骨は，残存状態が悪いため，被葬者の個体数・性別・死亡年齢は不明である。  

9．9号土壌墓出土人骨［l日25’土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約105cm・短径約60cm・深さ約24cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は東北東側で，顔面部を北側に向け仰臥屈葬で  

埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，板碑及び銭貨1点［洪武通宝（1368年）］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は比較的良く，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値が比較的大きく，四肢骨も比較的大きく頑丈であるため，被葬者の性別は  

男性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗皮を観察すると，象牙質が点状・線状及びある程度面をなして露出してい  

る，マルティンの2度及び3度の中間の状態である。総合的に，被葬者の死亡年齢は約40歳代であると推定さ  

れる。  

10．10号土墳墓出土人骨［旧28号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，規模不明の土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，右側を下にした横臥（側臥）屈葬で埋  

葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品ではないが，鉄釘が検出されている。木棺に使用したものと推定される。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，四肢骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土右寛骨に前耳状面溝が認められたため，被葬者の性別は女性であると推定される。この前  

耳状面前溝は，経産婦に認められるという研究があるため，被葬者は経産婦であった可能性が高い。  

（7）被葬者の死亡年齢：死亡年齢推定の指標となる部位が出土していないため，被葬者の死亡年齢は不明であるが，  

少なくとも経産婦であるため，成人であると推定される。  

11．11号土塀墓出土人骨［旧28’土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，規模不明の土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，カワラケ・銭貨6点［乱徳元宝（920年）1点・開元通宝（966年）1点・至道元宝（995年）・！璧寧  

元宝（1068年）1点・聖宋元宝（1101年）1点・洪武通宝（1368年）2点］が検出されている。   

本土壌出土人骨は，残存状態が悪いため，被葬者の個体数・性別・死亡年齢は不明である。  
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12．12号土塀墓出土人骨［旧29号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，規模不明の土噴から出土している。人骨は長径約70cm・短径約35cmの範囲から出土  

している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北西側で，顔面部を西側に向け右側を下にし  

た横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。被葬者は，約9歳の男性であると推定されている。1975年の現代  

日本人の統計では9歳男子の身長は131．6cmであるので，土壌の大きさからも屈葬であると推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，瓦及び銭貨7点［開元通宝（966年）1点・太平通宝（976年）1点・祥符通宝（1009年）1点・天  

繕通宝（1017年）1点・元豊通宝（1078年）1点・洪武通宝（1368年）1点・不明1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪いが，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土永久歯の歯冠計測値が比較的大きいため，被葬者の性別は男性（男児）であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の萌出状態から，被葬者の死亡年齢は約9歳であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：出土歯の下顎右第2乳臼歯の近心面にC2の状態の朗触が認められた。  

13．13号土墳墓出土人骨［旧29’土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，規模不明の土塀から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片及び乳歯と永久歯の遊離歯が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土永久歯の歯冠計測値が比較的小さいため，被葬者の性別は女性（女児）であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の萌出状態より，被葬者の死亡年齢は約10歳であると推定される。  

14．14号土塀墓出土人骨［旧31号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約140cm・短径約80cm・深さ約50cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭  

位は北側で，顔面部を東側に向け左側を下にした横臥（側臥）屈  

葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，布及び銭貨6点［元豊通宝（1078年）1点  

・紹聖通宝（1094年）1点・洪武通宝（1368年）1点・不明3点］  

が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態はあまり良くないが，頭蓋  

骨・遊離歯・四肢骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，  

被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：頭蓋骨の厚さが比較的厚く，出土歯の計測値  

も比較的大きいため，被葬者の性別は男性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合・矢  

状縫合・ラムダ（人字）縫合を観察すると，どれも内板及び外板  

が癒合しておらず開放の状態である。したがって，被葬者の死  

亡年齢は約30歳代であると推定される。  

J  

出土人骨  

［頭蓋骨上面観］   
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15．15号土塀墓出土人骨［旧32号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約107cm・短径約53cm・深さ約20cmの楕円形土塀から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者  

の頭位は北北西側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は，比較的良く，ほぼ  

全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められない  

ため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：頭蓋骨の厚さは比較的厚い。また，出土  

歯の歯冠計測値が比較的大きいため，被葬者の性別は男性  

であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：上顎骨の切歯縫合は癒合し，消失し  

た状態である。また，出土歯の岐耗度を観察すると象牙質  

が点状に露出したマルティンの2度の状態であるので，被  

葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：下顎右第2大臼歯は，歯冠が崩壊した  

C4の状態の朗触である。また，同左第1大臼歯の遠心歯  

冠部は崩壊したC4の状態であり，同第3大臼歯は頬側歯  

写真2．元総社蒼盲毎遺跡群（5）15号土墳墓出土人骨  

［上：上顎歯校合面観，下：下別脚新刊Ii親］  

冠部はC3の状態の齢触が認められた。さらに，下顎右第  

3大白歯は、恐らく生前脱落をしており、歯槽も閉鎖し退縮した状態である。  

16．16号土塀墓出土人骨［lH32号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約145cm・短径約120cm・探さ約40cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，下顎骨が出土  

している。  

（5）被葬者の個体数：出土歯には重複部位が認められないた  

め，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値が比較的大きいため，  

被葬者の性別は男性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗度を観察すると，象牙  

質が線状及び点状に露出するマルティンの2度の状態であ  

る。また，下顎左第1及び第2大臼歯は，岐耗がエナメル  

質のみである。さらに，同第3大臼歯は萌出しておらず未  

萌出の状態である。総合的に，被葬者の死亡年齢は約20歳  

代であると推定される。  写真3．元総社蒼渦題跡肝（5）16号土壌墓出土人骨  

［上：左下顎骨側面観，下：左下顎骨眩合面観］   
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17．17号土壌墓出土人骨［旧32号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，規模不明の土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

出土人骨の残存状態が悪いため，被葬者の個体数・性別・死亡年齢は不明である。  

18．18号土壌墓出土人骨［旧32号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約135cm・短径約90cm・深さ約65c川の楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭  

位は北側で，顔面部を東側に向け左側を下にした横臥（側臥）屈  

葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨4点［開元通宝（966年）1点・唐囲通  

宝（985年）1点・永楽通宝（1408年）2点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は比較的良く，ほぼ全身骨  

格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，  

被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：頭蓋骨及び四肢骨が大きく頑丈であるため，  

被葬者の性別は男性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合・矢  

状縫合・ラムダ（人字）縫合を観察すると，内板及び外板共に癒  

合しておらず開放の状態である。また，上顎骨の切歯縫合を観  

察すると，癒合して消失した状態である。出土歯の岐耗度を観  

察すると，象牙質が線状■点状に露出するマルティンの2度の  

状態である。総合的に，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると  

推定される。  

人骨頭骨前面観  

・』  

写真6．扇社蒼海還琵羊（5）18号土壌墓出土  
人骨頭骨上面観   
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（8）被葬者の古病理：出土歯には，歯石の付着が認められた。  

一部破損しているため確かではないが，上顎左右第1大臼  

歯は生前脱落をおこし歯槽も閉鎖し，退縮した状態である。  

第2及び第3大臼歯部は破損しているため，不明である。ま  

た，上顎左第1切歯は，異常萌出か異常磨耗の状態である。  

写真8．元総社蒼海遺跡群（5）18号土壌墓出土人骨岐合面観  写真7．元総社蒼海遺跡群（5）18号土壌墓出土人骨上下歯前面観   

19．19号土塀墓出土人骨［旧32’土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：規模不明の土壌から出土しているが，長径約30cm・短径約20cmの範囲から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨7点［太平通宝（976年）1点・不明6点］が検出されてレ＼る。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，乳歯の遊離歯が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：永久歯が出土しておらず，歯冠を計測することが不可能であるので，被葬者の性別は不明であ  

る。しかしながら，乳歯の歯冠が比較的小さいため，被葬者の性別は女性である可能性が高い。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土乳歯の歯根が破損しているため，被葬者の死亡年齢推定は困難である。しかしながら，  

乳歯には岐耗が認められないので，乳歯が萌出直後であると推定される。したがって，被葬者の死亡年齢は，約  

1歳半～2歳であると推定される。  

20．20号土壌墓出土人骨［旧31’土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：規模不明の土壌から出土しているが，長径約30cm・短径約20cmの範囲から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，屈葬で埋葬されたと推定される。被  

葬者は，約3歳の男性であると推定されている。1975年の現代日本人の統計では3歳男子の身長は95．3cmである  

ので，土壌の大きさからも屈葬であると推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨9点［至道元宝（995年）1点・元聖元宝（1023年）1点・至和通宝（1054年）1点・J璧寧  

元宝（1068年）1点・元豊通宝（1078年）3点・政和通宝（1111年）1点・不明1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，乳歯及び永久歯の遊離歯が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土歯には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  
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（6）被葬者の性別：出土永久歯の歯冠計測値が比較的大きいため，被葬者の性別は男性（男児）であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：歯の萌出状態から，被葬者の死亡年齢は約3歳であると推定される。  

21．21号土塀墓出土人骨［旧31’土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約62cm・短径約50cm・探さ約29cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北西側で，顔面部を西側に向け右側を下にし  

た横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨6点［天聖通宝（1023年）1点・鷹寧元宝（1068年）1点・元豊通宝（1078年）2点・不明  

2点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の保存状態は比較的良く，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：頭蓋骨の乳様突起は小さく，出土歯の計測値は比較的小さく，下顎骨も比較的華奪であるため，  

被葬者の性別ほ女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗度を観察すると，象牙質が線状・点状・ある程度面をなして露出するマルテ  

ィンの2度及び3度の中間の状態である。頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合・矢状縫合・ラムダ（人字）縫合を  

観察すると，いずれも内板及び外板共に癒合せず開放の状態である。一方，上顎骨の切歯縫合は癒合した状態で  

ある。総合的に，被葬者の死亡年齢は，約40歳代であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：上顎右第2／ト臼歯は歯冠が崩壊したC4の状態であり，同左右第1大臼歯近心部はC3の状  

態の齢触である。また，下顎右第3大臼歯の近心歯頚部にC2の状態の歯醐虫が認められた。  

Jl  

写真9．元総社蒼海遺跡群（5）21号土墳墓出土人骨頭蓋骨［左：右側面観、右：上面観］  

写真10．元総社蒼海遺跡群（5）21号土墳墓出土人骨上下顎骨［左：上顎歯岐合面観、右：下顎歯眩合面観］  
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22．22号土墳墓出土人骨［旧31’土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，規模不明の土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片及び遊離歯が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計洲直は比較的小さいため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：歯の萌出状態から，被葬者の死亡年齢は約9歳であると推定される。  

23．23号土塀墓出土人骨［旧33号土塊墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約117cm・短径約97cm・  

深さ約21cmの隅丸長方形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬  

者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，カワラケ及び銭貨4点［至道元宝  

（995年）1点・景徳元宝（1004年）1点・治平元宝（1064年）  

2点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の保存状態はあまり良くないが，  

ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められな  

いため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土頭蓋骨を観察すると，骨の厚さは  

比較的厚い。しかしながら，前頭結節が認められ乳様突  

起も小さい。また，下顎骨も小さく華香であり出土歯の  

歯冠計測値も比較的小さいので，被葬者の性別は女性で  

あると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫  

合及び矢状縫合は，内板及び外板共に癒合しておらず開  

放の状態である。また，上顎骨の切歯縫合は癒合して消  

失している。さらに，出土歯の岐耗度を観察すると，象  

牙質が点状・線状・ある程度面を持って露出するマルテ  

ィンの2度及び3度の中間である。総合的に，被葬者の  

死亡年齢は約40歳代であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：上顎右第1大臼歯の遠心面歯頚部は  

C3の状態の齢触である。また，下顎左右第2大臼歯は  

生前脱落をしており，歯槽も閉鎖し退縮が認められる。  

第3大臼歯は，生前脱落なのか先天性欠如なのかは判定  

できない。  

写真11．元結社蒼海遺跡群（5）23号土壌墓出土人骨  

上下顎前面観  

写真12．元結社蒼海遺跡群（5）23号土墳墓出土人骨上下顎歯  

［上：上顎歯眩合面観，下：下顎歯暁合面観］   
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24．24号土塊墓出土人骨［lH35号土塊墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，規模不明の楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北北西側で，顔面部を西側に向け右側を下に  

した横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨4点［皇宋通宝（1039年）1点・元豊通宝（1078年）1点・政和通宝（1111年）1点・大中  

通宝（1361年）1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は比較的良く，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土頭蓋骨の骨の厚さは比較的厚く，乳様突起も比較的発達している。しかしながら，出土歯  

の歯冠計測値は比較的小さく，下顎骨も華奪で小さい  

ため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗度を観察すると，  

象牙質が点状あるいは線状に露出するマルティンの2  

度の状態であるので，被葬者の死亡年齢は約30歳代で  

あると推定される。  

（8）被葬者の古病理：上顎右第1小臼歯～第1大臼歯の  

3本は，生前脱落をし歯槽も閉鎖し退縮した状態であ  

る。上顎右第1切歯の近心にC2がまた遠心にC3の  

状態の齢触が認められた。また，下顎右第2大臼歯は，  

近心及び頬側歯頚部にC2が，遠心頬側岐頭にC2の  

状態の齢触が認められた。さらに，同右第2大臼歯は，  

歯冠部が崩壊したC4の状態の朗触が認められた。  写真13．元結社蒼海遺跡群（5）24号土壌墓出土人骨上下顎骨  

［右側面観］  

25．25号土墳墓出土人骨［旧42号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約130cm・短径約110cm・探さ約59cmの隅丸長方形土壌から出土している。  

』 （2）被葬者の頭位・姓葬状態：人骨の出土状況から・被葬者の頭位は北北西側で，顔面部を西側に向け右側を下に  

した横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，板碑・カワラケ・銭貨6点［開元通宝（966年）1点・洪武通宝（1368年）1点・永楽通宝（1408  

年）1点・不明3点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は比較的良く，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：頭蓋骨及び四肢骨は，全体的に大きく頑丈である。また，寛骨大座骨切痕の角度が狭いため，  

総合的に被葬者の性別は男性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合・失状縫合・ラムダ（人字）縫合は，内板及び外板共に  

癒合しておらず開放の状態である。上顎骨の切歯縫合は，癒合しており消失している。歯の岐耗度を観察すると，  

象牙質が線状・点状に露出するマルティンの2度の状態である。総合的に，被葬者の死亡年齢は約30歳代である  

と推定される。  

（8）被葬者の古病理：上顎右第1大臼歯は，生前脱落をしており歯槽も閉鎖し退縮した状態である。左側は破損し  

ており，不明である。  
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［左上：頭蓋骨右側面観，右上：頭蓋骨左側面観，左中：頭蓋骨前面観，左下：頭蓋骨上面観，右中：上下顎骨右側面観  

（上顎第1大臼歯の生前脱落に注意）、右下：上下顎歯校合面観］  
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26．26号土塊墓出土人骨［lH43号土塊墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約104cm・短径約86cm・深さ約31cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため、被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（3）副葬品：副葬品は，刀子及び銭貨7点［乱元重宝（759年）1点・開元通宝（966年）1点・皇宋通宝（1039年）1点・  

元豊通宝（1078年）1点・聖宋元宝（1101年）1点・洪武通宝（1368年）2点］が検出されている。  

出土人骨の残存状態が悪いため、被葬者の個体数・性別・死亡年齢は不明である。  

27．27号土塀墓出土人骨［旧44号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約167cm・短径約110cm・深さ約21cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨6点［天聖元宝（1023年）2点・脛寧元宝（1068年）1点・聖宋元宝（1101年）2点］・大志  

通宝（1178年）1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は比較的良く，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：頭蓋骨の厚さは比較的薄く，出土歯の歯  

冠計測値は比較的小さいため，被葬者の性別は女性である  

と推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗度を観察すると，象牙  

質が点状に露出するマルティンの2度の状態であり，頭蓋  

骨の主要縫合も癒合していない状態である。総合的に，被  

葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：出土歯には，歯石の付着が認められた。  

朗蝕は，認められなかった。下顎左第2及び第3大臼歯は，  

生前脱落をしており歯槽も閉鎖し退縮した状態である。  
写真15．元総社蒼海遺跡群（5）27号土壌墓出土左下顎骨  

28．28号土塀墓出土人骨［旧46号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約130cm・短径約128cm・深さ約66c皿の楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，五輪塔・板碑・銭貨が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態はあまり良くなく，頭蓋骨片・遊離歯・四肢骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値は比較的小さいため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の眩耗度を観察すると，象牙質が点状・線状・面状に露出するマルティンの2度と  

3度の中間の状態である。総合的に，被葬者の死亡年齢は約40歳代であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：上顎右第2大臼歯の頬側面及び遠心面の菌類部にC2の朗触が認められた。  

29．29号土塀墓出土人骨［旧48号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約110cm・短径約50cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を東側に向け左側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨6点［永楽通宝（1408年）6点］が検出されている。  
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（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態はあまり良くないが，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土頭蓋骨の乳様突起は比較的小さく，出土歯の歯冠計測値が比較的小さいため，被葬者の性  

別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合・矢状縫合・ラムダ（人字）縫合は，内板及び外板共に  

癒合しておらず開放の状態である。また，出土歯の岐耗度を観察すると，エナメル質に限定される歯と象牙質が  

点状に露出する歯とがあり，マルティンの1度及び2度の中間であるので，被葬者の死亡年齢は約20歳代である  

と推定される。  

30．30号土墳墓出土人骨［旧49号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約120cm・短径約84cm・探さ約22cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，板碑が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は比較的良く，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値が比較的大きく，四肢骨も比較的大きく頑丈であるため被葬者の性別は男  

性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗度を観察すると，象牙質が点状に露出するマルティンの2度の状態であるの  

で，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

31．31号土塀墓出土人骨［旧50号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約112cm・短径約70cmの楕円形土塀から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨6点［永楽通宝（1408年）5点・不明1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態はあまり良くないが，ほほ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値が比較的大きく，四肢骨も大きく頑丈であるため被葬者の性別は男性であ  

ると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗虔を観察すると，象牙質が点状に露出するマルティンの2度の状態であるの  

で，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

32．32号土壌墓出土人骨［lH52号土塊墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約155pm・短径約108cm・探さ約60cInの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，五輪塔・板碑・カワラケ・銭貨6点［紹聖元宝（1094年）2点・政和通宝（1111年）1点・洪  

武通宝（1368年）1点・不明2点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態はあまり良くないが，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土頭蓋骨の厚さが比較的薄く，出土歯の歯冠計測値が比較的小さいので被葬者の性別は女性  

であると推定される。  
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（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗度を観察すると，象牙質が点状に露出するマルティンの2度の状態であるの  

で，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

33．33号土墳墓出土人骨［旧53号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約118cm・短径約68cm・深さ約26cnlの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，仰臥屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，不明の銭貨3点が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨は比較的残存状態が良く，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値は比較的大きいが，四肢骨が華著で小さいため，被葬者の性別は女性であ  

ると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗度を観察すると，エナメル質のみであるマルティンの1度の状態であるので，  

被葬者の死亡年齢は約20歳代であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：出土歯には，全体的に歯石の付着が認められた。朗触は，上顎右第1′ト臼歯の舌側岐頭は崩  

壊したC4の状態であり，同左第1大臼歯の近心側岐頭は崩壊したC4の状態である。  

34．34号土塀墓墓出土人骨［旧55号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約200cm・短径約113cm・深さ約59cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨7点［卓L元重宝（759年）1点・景祐元宝（1034年）1点・鷹寧元宝（1068年）1点・元符通  

宝（1098年）1点・政和通宝（1111年）2点・不明1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：出土人骨の残存状態はあまり良くないが，  

ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないた  

め，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値が比較的小さいため，  

被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：上顎骨の切歯縫合を観察すると，癒合  

した状態であるので，約30歳以上であると推定される。また，  

出土歯の岐耗度は，象牙質が線状及び点状に露出するマルテ  

ィンの2度の状態であるので，被葬者の死亡年齢は約30歳代  

であると推定される。  
写真16．元総社蒼海遺跡群（5）34号土壌墓出土  

（8）被葬者の古病理：上顎左右第2切歯は，栓状歯である。   上顎歯前面観  

35．35号土墳墓出土人骨［旧60号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約155cm・短径約67cm・深さ約38cmの不定形土境から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨6点［皇宋通宝（1039）年1点・永楽通宝（1408年）1点・不明4点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，乳歯の遊離歯が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土歯には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：永久歯が出土しておらず乳歯のみなので，被葬者の性別は不明である。  

（7）被葬者の死亡年齢：歯の萌出状態から，被葬者の死亡年齢は約18ケ月（1歳半）であると推定される。  
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36．36号土塀墓出土人骨［旧61号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約90cm・短径約78cm・探さ約14cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨8点［開元通宝（966年）1点・天聖元宝（1023年）2点・嘉祐通宝（1056年）1点・天符通  

宝（1098年）2点・聖宋元宝（1101年）1点・不明1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は良くないが，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：歯冠計測値が比較的大きいため，被葬者の性別は男性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：歯の岐耗度を観察すると，上顎大臼歯は象牙質が面をなすほどに露出するマルティンの3  

度の状態である。しかしながら，下顎歯の岐耗度は象牙質が線状あるいは点状に露出するマルティンの2度の状  

態である。上顎大臼歯の岐耗は恐らく異常岐耗であると推定されるが，総合的に被葬者の死亡年齢は約40歳代で  

あると推定される。  

（8）被葬者の古病理：下顎骨右第1～第2大臼歯及び同左第2小臼歯は生前脱落をしており，歯槽も閉鎖し退縮した  

状態である。なお，第3大臼歯は，生前脱落か先天性欠如かは不明である。上顎骨及び下顎骨左は，破損している  

ため不明である。酎触は，上顎右犬歯近心面歯頚部にC3が，同右第1大臼歯の近心面歯頚部にC3が認められた。  

また，下顎右第1小臼歯の近心面・昏倒面・遠心面歯頸部にC2が，さらに，下顎左第し小臼歯は歯冠が完全に崩  

壊して歯根しか残存していないC4の状態である。歯石の付着は，下顎左右第1切歯～犬歯の舌側面に認められた。  

写真17．元総社蒼海遺跡群（5）36号土墳墓出土人骨［左：下顎骨右側面観、左：下顎歯校合面観］   

37．37号土塊墓出土人骨［旧62号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約117cm・短径約63cm・深さ約23cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者  

の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした横臥  

（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨8点［開元通宝（966年）1点・景  

徳元宝（1004年）1点・元豊通宝（1078年）1点・聖宋元宝  

（1101年）1点・永楽通宝（1408年）4点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は，比較的良く，ほぼ  

全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められない  写真18．元総社蒼海遺跡群（5）37号土墳墓出土下顎骨  

ため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  左側面観  
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（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値が比較的大きいため，被葬者の性別は男性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の瞭耗度を観察すると，象牙質が点状に露出するマルティンの2度の状態であるの  

で，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：出土歯には，歯石の付着が認められた。  

38．38号土塀墓出土人骨［旧64号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約73cm・短径約65cm・深さ約18cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。被葬者は，約4歳の女性であると推定されている。1975年の現代日  

本人の統計では4歳女子の身長は101．7cmであるので，土壌の大きさからも屈葬であると推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，カワラケ及び銭貨7点［政和通宝（1111年）1点・永楽通宝（1408年）6点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片及び乳歯と永久歯の遊離歯が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土永久歯の歯冠計測値が比較的小さいため，被葬者の性別は女性（女児）であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の萌出状態から，被葬者の死亡年齢は約4歳であると推定される。  

39．39号土壌墓出土人骨［旧65号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約116cm・短径約60cm・深さ約10cmの隅丸長方形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

出土人骨の残存状態が悪いため，被葬者の個体数・性別・死亡年齢は不明である。  

40．40号土塀墓出土人骨［旧66号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約103cm・短径約90cm・探さ約28cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。被葬者は，約3歳の女性であると推定されている。1975年の現代日  

本人の統計では3歳女子の身長は95．4cmであるので，伸展葬の可能性もあるが，頭蓋骨の出土位置が南側寄りで  

あるので屈葬であると推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，板碑及び銭貨6点［治平元宝（1064年）1点・憮寧元宝（1068年）1点・元豊通宝（1078年）1  

点・紹聖元宝（1094年）1点・大中通宝（1361年）1点・不明1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片及び乳歯と永久歯の遊離歯が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土永久歯の歯冠計測値は比較的小さいので，被葬者の性別は女性（女児）であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の萌出状態から，被葬者の死亡年齢は約3歳であると推定される。  

41．41号土墳墓出土人骨［旧68号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約130cm・短径約98cm・探さ約27cmの楕円形土噴から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪し1ため，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（3）副葬品：副葬品は，板碑及びカワラケが検出されている。  

出土人骨の残存状態が悪いため，被葬者の個体数・性別・死亡年齢は不明である。  

42．42号土塊墓出土人骨［旧69号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約108cm・短径約84cm・深さ約18c川の楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で塩葬されたと推定される。被葬者は，約4歳の女性であると推定されている。1975年の現代日  
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本人の統計では4歳女子の身長は101．7cmであるので，伸展葬の可能性もあるが，頭蓋骨の出土位置が南側寄りで  

あるので屈葬であると推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨6点［太平通宝（976年）1点・成平元宝（998年）1点・元豊通宝（1078年）1点・永楽通  

宝（1408年）2点・不明1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片及び乳歯と永久歯の遊離歯が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土永久歯の歯冠計測値が比較的小さいため，被葬者の性別は女性（女児）であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：山⊥歯の萌山状態より，被葬者の死亡年齢は約4歳であると推定される。  

43．43号土塀墓出土人骨［旧70号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約96cm・短径約67cm・深さ約25cnlの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を東側に向け左側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨3点［皇宋通宝（1039年）1点・洪武通宝（1368年）1点・不明1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は良くないが，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：山土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：頭蓋骨を観察すると，眉弓は発達しておらず，乳様突起も発達していない。また，四肢骨も小  

さく華著であるため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

写真19．元総社蒼海遺跡群（5）43号土墳墓出土人骨頭蓋骨［上左：前面観，上右：上面観、下左：右側面観，下右：左側面観］  
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（7）被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である冠状縫合・矢状縫合・ラムダ（人字）縫合を観察すると，内板及び  

外板共に癒合しておらず開放の状態である。また，歯の岐耗度を観察すると，象牙質が線状あるいは点状に露出  

するマルティンの2度の状態である。総合的に，被葬者の死亡年齢は，約30歳代であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：歯餉虫は，上顎右第1小臼歯の遠心面歯頚部にC2・同第1大臼歯の近心面歯頚部にC2・同  

第3大臼歯の頬側面にC2が認められた。歯石は，全体的に軽度の付着が認められた。  

44．44号土壌墓出土人骨［旧71号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約110cm・短径約90cm・深さ約55cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は西側で，顔面部を北側に向け左側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，五輪塔及び銭貨6点［脛寧元宝（1068年）1点・政和通宝（1111年）1点・洪武通宝（1368年）  

1点・不明3点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態はあまり良くないが，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため、被葬者の固体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：頭蓋骨の厚さは比較的薄く，下顎骨も華馨である。また，歯の歯冠計測値も比較的小さいため，  

被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗度を観察すると，象牙質が線状あるいは点状に露出するマルティンの2度の  

状態である。しかしながら，一部には象牙質が全面的に現れている3度の状態の歯も認められる。総合的に，被  

葬者の死亡年齢は，40歳代であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：酎触は，上顎左犬歯の近心面にCl・下顎右第レト臼歯遠心面にC2・同第2小臼歯近心面  

にCl・下顎左第3大白歯校合面にC2の状態で認められた。なお，歯石の付着は認められなかった。  

写真20．元総社蒼海遺跡群（5）44号土壌墓出土人骨［左：下顎骨左側面観，右：下顎骨校合面観］   

45．45号土塀墓出土人骨［旧72号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約111cm・短径約82cm・深さ約30cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を東側に向け左側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨4点［天聖元宝（1023年）1点・治平元宝（1064年）1点・元豊通宝（1078年）2点］が検出  

されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片・遊離歯・四肢骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土歯には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値が比較的小さいため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗度を観察すると，象牙質が面をなして露出するマルティンの2度と3度の中  
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間の状態である。したがって，被葬者の死亡年齢は約40歳代であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：歯種の同定は困難であるが，恐らく下顎右あるいは左の第1あるいは第2小臼歯の歯冠は完  

全に崩壊したC4の状態の朗触である。  

46．46号土壌墓出土人骨［旧74号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約112cm・短径約50cm■深さ約28cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（3）副葬品：副葬品は，カワラケ及び銭貨3点［元豊通宝（1078年）1点・洪武通宝（1368年）1点・不明1点］が検出  

されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：人骨の残存状態が悪いため，被葬者の性別は不明である。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土頭蓋骨片は，小さく骨の厚さも薄いため，恐らく未成年であると推定されるが，残念  

ながら歯が出土していないため，被葬者の死亡年齢は不明である。  

47．47号土塀墓出土人骨［l日75号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約69cm・短径約63cm・探さ約28cmの隅丸長方形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨2点［開元通宝（966年）1点・紹聖元宝（1094年）1点］が検出されている。  

出土人骨の残存状態が悪いため，被葬者の個体数・性別・死亡年齢は不明である。  

48．48号土壌墓出土人骨［旧77号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約114cm・短径約62cm・探さ約40cmの隅丸長方形土塀からHJr土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨3点［開元通宝（966年）1点・洪武通宝（1368年）1点・永楽通宝（1408年）1点］が検出  

されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は比較的良く，ほぼ全身  

骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないた  

め，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：頭蓋骨を観察すると，前頭結節が認められ乳  

様突起も小さいので，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合・  

矢状縫合・ラムダ（人字）縫合を観察すると，冠状縫合及びラ  

ムダ縫合は，内板及び外板は癒合しておらず開放の状態であ  

る。ところが，失状縫合を観察すると，内板及び外板共に癒  

合した状態である。また，出土歯の岐耗度を観察すると，象  

牙質が線状及び点状に露出するマルティンの2度の状態であ  

る。また，上顎骨の切歯縫合は癒合して消失している。総合  

的に，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。 写真2  

（8）被葬者の古病理：下顎右第1大臼歯の歯冠遠心部に，C4の状態で歯冠が崩壊した酎触が認められた。頭蓋骨  

早期癒合症の疑いがある。  

52   



写真22．元総社蒼海遺跡群（5）48号土壌墓出土人骨頭蓋骨［左：前面観，右：右側面観］  

写真23．元総社蒼海遺跡群（5）48号土墳墓出土人骨上下顎骨［左：上顎歯岐合面観，右：下顎歯校合面観］  

49．49号土墳墓出土人骨［旧78号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約98cm・短径約60cnl・探さ約19cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を下に向けた傭臥屈葬で埋葬  

されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨3点［元豊通宝（1078年）2点・不明1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態はあまり良くないが，ほぼ全身骨格が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値が比較的小さく，下顎骨等も小さく華著であるため，被葬者の性別は女性  

であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の佼耗度を観察すると，象牙質が点状に露出するマルティンの2皮の状態であるの  

で，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：上顎右第1大臼歯の遠心面及び同左第2大臼歯の近心面に，C3の餉触が認められた。  
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［左上：右下顎骨眩合面観、左下：右側面観，右上：左下顎骨眩合面研，右下：左側面観］  

50．50号土墳墓出土人骨［旧79号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約92cm・短径約90cm・深さ約19cmの円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。被葬者は，約3歳の男性であると推定されている。1975年の現代日  

本人の統計では3歳男子の身長は95．3cmであるので，土壌の大きさからも屈葬であると推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，カワラケが検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，遊離歯が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土永久歯の歯冠計測値が大きいため，被葬者の性別は男性（男児）であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の萌出状態から，被葬者の死亡年齢は約3歳であると推定される。  

51．51号土塀墓出土人骨［旧80号土墳墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約105cm・短径約70cm・探さ約45cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。被葬者は，約12歳の女性であると推定されている。1975年の現代日  

本人の統計では12歳女子の身長は149．6cmであるので，土壌の大きさからも屈葬であると推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨1点［元祐通宝（1086年）］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，遊離歯及び四肢骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土永久歯の歯冠計測値が比較的小さいため，被葬者の性別は女性（女児）であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯には岐耗があまり認められず，上顎第3大臼歯の歯根がまだ未完成であるため，被  

葬者の死亡年齢は約12歳であると推定される。  

52．52号土塀墓出土人骨［旧別号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約140cm・短径約88cm・探さ約24cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いので，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片・四肢骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

54   



（6）被葬者の性別：性別推定の指標となる部位が出土していないが，わずかに出土している下顎左第2大臼歯の歯  

冠計測値は，近遠心径9．5m・頬舌径9．6mであり小さいので，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：下顎左第2大臼歯の岐耗度を観察すると，エナメル質のみに限定されるマルティンの1度  

の状態であるので，被葬者の死亡年齢は約20歳代であると推定される。  

53．53号土塀墓出土人骨［lH82号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約125cm・短径約93cm・探さ約48cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（3）副葬品：副葬品は，カワラケ及び銭貨3点［開元通宝（966年）1点・元符通宝（1098年）1点・政和通宝（1111年）  

1点］が検出されている。   

出土人骨の残存状態が悪いため，被葬者の個体数・性別・死亡年齢は不明である。  

54．54号土塀墓出土人骨［lH83号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径及び短径不明で深さ約18cmの土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，カワラケが検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片・遊離歯・四肢骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土歯の歯冠計測値が比較的大きいため，被葬者の性別は男性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の眩耗度を観察すると，象牙質が線状・点状に露出するマルティンの2度の状態で  

あるので，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：出土歯には，歯石の付着が認められた。  

55．55号土壌墓出土人骨［旧84号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約71cm・短径約50cm・深さ約43cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。被葬者は，約4歳の男性であると推定されている。1975年の現代日  

本人の統計では4歳男子の身長は102．3cmであるので，土壌の大きさからも屈葬であると推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，五輪塔及び銭貨6点［開元通宝（966年）1点・祥符通宝（1009年）2点・皇宋通宝（1039年）2  

点・鷹寧元宝（1068年）1点］が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片・遊離歯・四肢骨片が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土永久歯の歯冠計測値が比較的大きいため，被葬者の性別は男性（男児）であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯を観察すると，乳歯と永久歯の混合歯列である。歯の萌出状態から，被葬者の死亡  

年齢は約4歳であると推定される。  

56．56号土墳墓出土人骨［l日85号土塊墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，規模不明の土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：出土人骨の残存状態が悪いため，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（3）副葬品：副葬品は，板碑及び瓦が検出されている。   

出土人骨の残存状態が悪いため，被葬者の個体数・性別・死亡年齢は不明である。  

57．57号土塀墓出土人骨［旧86号土塀墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約91cm・短径約71cm・探さ約16cmの楕円形土壌から出土している。  
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（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  

横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。被葬者は，約4歳の男性であると推定されている。1977年の現代日  

本人の統計では3歳男子の身長は95．3cmであるので，土壌の大きさからも屈葬であると推定される。  

（3）副葬品：副葬品は，板碑・カワラケ及び銭貨［不明］1点が検出されている。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片及び乳歯及び永久歯の遊離歯が出土している。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：出土永久歯の歯冠計測値が比較的大きいため，被葬者の性別は男性（男児）であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：出土歯の萌出状態より，被葬者の死亡年齢は約3歳であると推定される。  

58．58号土塀墓出土人骨［旧89号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約62cm・短径約52cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（4）人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片及び遊離歯が出土している。   

出土人骨の残存状態が悪いため，被葬者の個体数・性別・死亡年齢は不明である。しかしながら，頭蓋骨の厚  

さが薄いため，タヒ亡年齢は子供であるロ」能性が高い。  

59．FBl号火葬跡出土人骨［旧FBl・FIi2］  

（1）火葬人骨の出土状況：人骨は，長径約165cm・短径約115cm・深さ約25cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）火葬人骨の出土部位：人骨の出土量は非常に少ないが，頭蓋骨片・四肢骨片・中節骨片が出土している。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨3点［鷹寧元宝（1068年）1点・聖宋元宝（1101年）1点・政和通宝（1111年）1点］が検出  

されている。  

（4）被火葬者の頭位・埋葬状態：出土火葬人骨の出土量が少ないため，被火葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（5）火葬方法：火葬人骨を観察すると，人骨には亀裂・歪み・捻れが認められるため，白骨化させたものを火葬に  

ふしたのではなく，死体をそのまま火葬にふしたと推定される。なお，人骨のほとんどは灰白色を呈しているた  

め焼成温度は約900℃以上であると推定される。  

（6）収骨方法：火葬人骨の残存量は非常に少ないので，恐らく丁寧に収骨したものと推定される。これは，現在に  

まで続く，東日本タイプの収骨方法であると推定される（楢崎，2002）。  

（7）被火葬者の個体数：火葬人骨の残存量が非常に少ないので，被火葬者の個体数は不明である。  

（8）被火葬者の性別：出土頭蓋骨片の厚さは，火葬による収縮を考慮しても比較的厚いので，被火葬者の性別は男  

性であると推定される。  

（9）被火葬者の死亡年齢：死亡年齢推定の指標となる部位が出土していないため，被火葬者の死亡年齢は不明であ  

る。しかしながら，恐らく，成人であると推定される。  

60．FB2号火葬跡出土人骨［旧67号土壌墓］  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約130cm・短径約80cm・深さ約39cmの楕円形土壌から出土している。  

（2）火葬人骨の出土部位：人骨の出土呈はFBl号火葬跡出土人骨に比べれば量は多いが全体的に少なく，頭蓋骨  

片・歯根片・四肢骨片等が出土している。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貨3点［鷹寧元宝（1068年）1点・聖宋元宝（1101年）1点・政和通宝（1111年）1点］が検出  

されている。  

（4）被火葬者の頭位・埋葬状態：出土火葬人骨の出土量が少ないため，被火葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

（5）火葬方法：火葬人骨を観察すると，人骨には亀裂・歪み・捻れが認められるため，白骨化させたものを火葬に  

ふしたのではなく，死体をそのまま火葬にふしたと推定される。なお，人骨のほとんどは灰白色を呈しているた  
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め焼成温度は約900℃以上であると推定される。  

（6）収骨方法：火葬人骨の残存量は比較的少ないので，恐らく丁寧に収骨したものと推定される。これは，現在に  

まで続く，東日本タイプの収骨方法であると推定される（楢崎，2002）。  

（7）被火葬者の個体数：火葬人骨の残存量が少ないので，被火葬者の個体数は不明である。  

（8）被火葬者の性別：出土頭蓋骨片の厚さは，火葬による収縮を考慮しても比較的薄い。また，上顎骨片の犬歯部  

の歯槽は小さいので，被火葬者の性別は女性であると推定される。  

（9）被火葬者の死亡年齢：死亡年齢推定の指標となる部位が出土していないため，被火葬者の死亡年齢は不明であ  

る。しかしながら，上顎骨及び下顎骨の歯槽部の一部が残存しており，歯槽部が閉鎖したものは見あたらない。  

また，歯根片がある程度まとまって出土しているため，老齢ではないと推定される。総合的に，被火葬者の死亡  

年齢は成人であると推定される。  

まとめ   

元総社蒼海遺跡群（5）の土墳墓58基及び火葬跡2基から，人骨が60休出土した。土墳墓58基の被葬者の内，  

成人は，男性13体・女性19体の合計32体であった。また，土墳墓の被葬者の内，未成年は，男性（男児）5体・女  

性（女児）8体，性別不明で死亡年齢約1歳半1体・性別死亡年齢不明1体の合計15体であった。さらに，性別及  

び死亡年齢不明個体が11体あった。これまで，群馬県内の遺跡出土人骨は圧倒的に成人が多く，未成年個体は少  

ないことが知られていた（楢崎・石守，2005）。楢崎・石守のデータによると，出土総数727体の内，死亡年齢不  

明個体100体を除くと，627体の内，成人は548体で87．4％をしめるが，未成年は79体で12．6％である。文献記録  

及び発展途上国の人口学的データからは，未成年の死亡率が高いことが知られているが，考古学的情報との軌  

酷が生じていた。この解釈は，未成年の人骨は薄くもろいために遺跡で残存しにくいこと，歯しか残存しない場  

合が多いので遺跡での発掘の際に取りこぼしが多いこと，文献記録から未成年の場合墓に埋葬せずに遺棄葬が多  

かった等の理由が考えられていた。ところが，本遺跡出土人骨の場合，土墳墓58基出土人骨58体の内，成人は  

32体で55．2％であるが，未成年は15体で25．9％であり，未成年の出土率が高く，実際の人口学的データとかな  

り符号する。これは，今回の発掘が墓地の中心部にあたったために回収率が高かったためと推定される。  
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表1．元総社蒼海遺跡群（5）出土人骨まとめ  

成人   50歳代  40歳代■1  30歳代  20歳代  合 計   

成人男性  4体  8体   1体  13体   
1体   成人女性  2体    5体  8体  3体  19体  
10歳   9歳   4歳   3歳  2歳～1．5歳  年齢不明  合 計   

1体   1体   3体  5体   

1体   1体   3体  1体   1体  8体   

性別不明  1体   1体   1体   

表2．元総社蒼海遺跡群（5）出土人骨リスト（一覧）  

Ⅰ〈u  ⊥塊茎蓉冒   l口上囁番冒   固体粁   性 別   死亡年齢   備   考   

n  1号土塀墓   6号土塊墓   1個体  女性〔女児）  約4歳  

2  2号上境墓  9号土塊墓  1個■体  男性  約40歳代  
3  3号土塊墓  10号土壌墓  1個体  女性  成人  

13号土壌墓  不明  不明  不明  
19号土鳩墓  1個．伴  女性  約50歳代  
20号土壌墓  1個体  女性  約30歳代  
22号土墳墓   1個体  男性   約40歳代  

8  8号土俵墓  25号土塀墓  不明  不明  不明  
9  9号土現墓  25′号土墳墓   1■個‾体  二貫怪   二‾約40鼠代．  
10  10号土塀墓  28号土塀墓   1個体  女性   経産．婦   

田  11号土壌墓  287号土塀墓   不明  ■不同 本坑 

12  12号土塀墓  29号土塀墓   1個■体  男性モ界児〉  約9嵐   剋蝕   
13  13号王族墓   29’■号土堺墓  1個体   
14  14苛土塀墓  31号土塀墓  1個■体   
15  15号土塀墓  32号土塊墓  1個体   
16  16号土塀墓  32号土壌基  1胆体  男性   
17  17昔土班墓  ＝32号土塊墓   

18  18号土塊墓  32号土塊墓   
1β ＿  19号土塊墓  32′．号土塊墓   1個■伴  女性 約1蔵半～2歳  

20  20号土塊墓  31′号土壌墓   1個体．  男性（男児）  約3歳  
21  21号土塊墓  ■31′号土塀墓   1個体  女性   約40歳代   酎蝕   
22  22号土墳墓  31r号土壌墓   1個体  女性   約9歳  
23  23号土塀墓  ■．33号土塀墓   1個体  女性   約40歳代   軸蝕・生前脱落   
24  24号土墳墓  35号土壌墓   1個体  女性   約30歳代   幽蝕・生前脱落   

4Z号土塀墓  1強伴  ■男性   約30成代  生前脱落   

約30歳代  歯石・生前脱落   
離蝕   

歯石・耐蝕   

歯石・醜蝕・生前脱盗   

37  37号土塀萎  62号土塀墓  1個体  男性  約30歳代・  歯石   
38  ．38号土塀墓  64号王囁墓   1他体■   ■＿女性【女児■I  約＿4威  

39  39号土塀墓   65号土塀墓   不明 不明  
40  ．40号土塀墓   66号土塀墓   1個体・  女性（女児〕  約3嵐  
41  41号土塀墓  鎚号土壁富  不明  不明   不明  
42  42号王囁墓   69号土壌墓  1個体  女性胤む  約4歳  

70号土壌墓  1個体  女性   約30歳代  歯石・朗蝕   
1．個体  女性   約40歳代   菌丙徴   

45  45号土瓶墓  72号土壌墓   1個体．  女性   約40歳代   朗蝕   
46  亜号土塊基  ■■74号土壌．墓  1個体  不明  未成年？  
47  47号土墳墓  75号土墳墓   不明  不明  不明  
48  ．48号土鳩墓  77号土墳墓  1個体■  女性  約30歳代   朗蝕   
49  49号土塀基  78号土塊墓   1個体二  女性   約30歳代   酌蝕   
50  50号土壌墓  79号土塀墓  1個体  男性（男児）  約3歳  
51  51号土壌基  80号土塀墓  1個体  女性（女児）  約12歳  
52  52号土墳墓  81号土塀墓   1個体  女性．  約20歳代  
53  53号土塀墓  82号土壌墓  不明  不明  不明  
54  ：54号土塀墓  83号土壌墓   1個体・■  男性   約30歳．代  歯石   
55  55号土塀墓   84号土壌墓  1個体．  昇位牌■児）・  約■4嵐  
56  56号土塀葛  85号土塀苫‾  不倒  不明  不明  
57  57号土塀墓  86号土塊墓   1個特  男性（男児）  約3歳  

58  ．58号土塀墓  89号土壌墓   不明  不明   不明  
59  FBl号火葬跡  FBl・FB2   1個体  男性   成人  
60  FI∋2号火葬跡  67号土塀墓   1個体：■  女性   成人  
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表4．元結社蒼海遺跡群（5）出土人骨頭蓋骨非計測的形質観察表  

18号土壌墓  21号土壌墓  25号土墳墓  43号土壌墓  48号土墳墓  

観察項目  旧B32号土壌墓  旧B31′号土壌墓  旧B42号土壌墓  旧B70号土壌墓  旧B77号土壌墓  

右  中央  左  右  中央  左   

前頭縫合  

眼裔上孔   破損  ＞く  ＞＜  △  ＋    ＋    ＞＜  ＋    ＞く  

副眼南下孔   破損      破損    破損  破損    破損  破損    破損  破損  ＞く   破損   

副院孔  破損  ＞く  破損  破損  ＞く  破損   

内側口蓋管骨橋  破損  ＞く    破損  ＞く  破損   

第3後頭顆  破損    ＞＜二  破損          ＞＜  破損    ＞く  ＞く  
前顆結節   破損  X  破損  破損    破損  破損  破損  破損  ＞く  破損   

卵円孔練達続   破損  ＞く  ＞＜  破損  破損  破損  

鼓室骨裂孔   破損  ＞＜  破損  
破損  破損  破損  破損  

十   破損    ＞く  破損   

頸静脈孔二分   破損  破損    ＞く    破損  ＞く  破損  破損  ＞く  破損   

顆管開存   破損    被損  破損  ＞＜：  破損  破損  ＞く  破損  破損    破損  破損  ＞く  破損   

横頬骨縫合痕跡   ＞く    破損    破損  破損    破損  破損  ＞く  破損   
頭頂切痕骨   破損  ＞＜二  破損   

アステリオン骨   破損  破損  ＞く  破損   

外耳道骨腫   

横後頭縫合痕跡  

註1：「＋」は有ることを、「－」は無いことを、「△」はわずかに有ることを示す  

註2：「破損」は、人骨が破損していて観察不能であることを示す  
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元総社蒼海遺跡群（5）出土人骨：遺構外編  

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団  楢崎 修一郎  

はじめに   

元総社蒼海遺跡群（5）は，群馬県前橋市元結社町に所在する。前橋市埋蔵文化財発掘調査団による発掘調査が，  

2UU5（平成1′／）年9月～同年1∠月まで行われた。人骨は，果区〝J西側に位置するW2号溝と来区のほほ中央に  

位置するW－4号溝に囲まれた区域に密集して検出された。この区域から，中世の人骨12体が出土したので以下  

に報告する。出土人骨は，清掃後，可能な限り接合及び復元を行い，観察・計測・写真撮影を行った。なお，出  

土頭蓋骨の計測方法はマルティン［MARTIN］の方法にい従い，出土歯の計測方法は，藤田（1949）に従った。ま  

た，出土頭蓋骨計測値の比較は，中世人骨は鈴木を用い近世人骨は鈴木を用いた。また，歯の歯冠計測値の比  

較は，中近世人骨はMATSUMURA［松村］（1995）を用い，現代日本人は権田（1959）を用いた。  

1．旧4号土塀墓出土人骨   

人骨の残存状態は比較的悪く、頭蓋骨及び永久歯の遊離歯が出土している。出土歯には、重複部位が認められ  

ないため、被葬者の個体数は1個体であると推定される。出土上顎左第1大臼歯の歯冠計測値が比較的大きいた  

め、被葬者の性別は男性であると推定される。出土歯の眩耗度を観察すると、岐耗はエナメル質のみに限定され  

る、マルティンの1皮の状態である。したがって、被葬者の死亡年齢は約20歳代であると推定される。  

2．旧18号土墳墓出土人骨   

人骨の残存状態は悪く、乳歯及び永久歯の遊離歯が出土している。出土歯には、重複部位が認められないため、  

被葬者の個体数は1個体であると推定される。出土上下第1大臼歯の歯冠計測値が比較的小さいため、被葬者の  

性別は女性（女児）であると推定される。歯の萌出状態から、被葬者の死亡年齢は約4歳であると推定される。  

3．旧26号土壌墓出土人骨   

人骨の残存状態は悪く、乳歯及び永久歯の遊離歯が出土している。出土歯には、重複部位が認められないため、  

被葬者の個体数は1個体であると推定される。永久歯の歯冠がまだ未完成であり、計測不能であるので、被葬者  

の性別は不明である。しかしながら、乳歯の歯冠が比較的小さいので、被葬者の性別は女性（女児）である可能性  

が高い。歯の萌出状態から、被葬者の死亡年齢は約2歳であると推定される。  

4．旧45号土塀墓出土人骨   

人骨の残存状態は悪く、乳歯の遊離菌が出土している。出土遊離歯には、重複部位が認められないため、被葬  

者の個体数は1個体であると推定される。永久歯が出土していないので、被葬者の性別は不明である。歯の萌出  

状態から、被葬者の死亡年齢は生後約9ケ月であると推定される。  

5．旧56号土墳墓出土人骨   

人骨の残存状態は悪く、乳歯及び永久歯の遊離歯が出土している。出土遊離歯には、重複部位が認められない  

ため、被葬者の個体数は1個体であると推定される。出土永久歯の歯冠計測値が比較的小さいため、被葬者の性  

別は女性（女児）であると推定される。歯の萌出状態から、被葬者の死亡年齢は約2歳であると推定される。  

6．1日57号土壌墓出土人骨   

人骨の残存状態は悪く、頭蓋骨片及び遊離歯が出土している。出土遊離歯には、重複部位が認められないため、  

被葬者の個体数は1個体であると推定される。出土永久歯の歯冠計測値が比較的小さいため、被葬者の性別は女  

性であると推定される。出土歯の岐耗度を観察すると、エナメル質に限定されるマルティンの1度の状態である。  

したがって、被葬者の死亡年齢は約20歳代であると推定される。  
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7．旧58号土塊墓出土人骨   

人骨の残存状態は悪く，遊離歯が出土している。出土遊離歯には，重複部位が認められないため，被葬者の個  

体数は1個体であると推定される。出土歯の歯冠計測値が比較的大きいため，被葬者の性別は男性であると推定  

される。出土歯の岐耗度を観察すると，象牙質が点状に露出するマルティンの2度の状態である。したがって，  

被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

8．1日59号土壌墓出土人骨   

人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片及び遊離歯が出土している。出土遊離歯には，重複部位が認められないため，  

被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

9．旧73号土墳墓出土人骨   

人骨の残存状態は悪く，乳歯の遊離歯が出土している。出土遊離歯には，重複部位が認められないため，被葬  

者の個体数は1個体であると推定される。永久歯が出土していないので，被葬者の性別は不明である。歯の萌出  

状態から，被葬者の死亡年齢は約18ケ月（1歳半）であると推定される。  

10．旧87号土墳墓出土人骨   

人骨の残存状態は悪く，乳歯及び永久歯の遊離歯が出土している。出土歯には，重複部位が認められないため，  

被葬者の個体数は1個体であると推定される。出土永久歯の歯冠計測値が大きいため，被葬者の性別は男性（男  

児）であると推定される。歯の萌出状態から，被葬者の死亡年齢は約2歳であると推定される。  

11．旧88号土墳墓出土人骨   

人骨の残存状態は悪く，乳歯の遊離歯が出土している。出土遊離歯には，重複部位が認められないため，被葬  

者の個体数は1個体であると推定される。永久歯が出土していないので，被葬者の性別は不明である。歯の萌出  

状態から，被葬者の死亡年齢は生後約9ケ月であると推定される。  

12．旧90号土墳墓出土人骨   

人骨の残存状態は悪く，下顎骨及び遊維歯が出土している。出土遊離歯には，重複部位が認められないため，  

被葬者の個体数は1個体であると推定される。下顎骨が比較的大きく頑丈で，歯冠計測値も比較的大きいため，  

被葬者の性別は男性であると推定される。出土歯の岐耗度を観察すると，象牙質が点状あるいは面状に露出する  

マルティンの2度の状態である。したがって，被葬者の死亡年齢は約40歳代であると推定される。出度歯には，  

歯石の付着が認められたが，齢触は認められなかった。  

まとめ   

元総社蒼海遺跡群（5）の遺構外から、12体の人骨が出土した。遺構編の土墳墓出土人骨58体と合わせると、合  

計70体となる。この70体の内、性別及び死亡年齢不明個体の12体を除くと58体となる。この58体の内、成人は36  

体（男性15体、女性21体）で全体の62．1％をしめ、未成年は22体で全体の37．9％をしめる。このように、未成年  

の出土率が高く、実際の人口学的データとかなり符号する。  

表1．元結社蒼海遺跡群（5）遺構外出土人骨リスト（一覧表）  

3  26号土墳墓  1個体  女性（女児）  約2歳  9  73号土墳墓  1個体  不明   約18ケ月   

4  45号土塊墓  1個体  不明   約9ケ月二  10  ．87号土塀墓  1個体  男性（男児）  約2歳   

5  56号土塀墓  1個体  女性（女児）  約2歳  田  88号土壌墓  1個体  不明   約9ケ月   

約20歳代  12  90号土塀墓  1個体  女性   6  57号土塀墓  1個体  女性            約40歳代   
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元総社小鬼内Ⅲ遺跡出土人骨  

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団  楢崎 修一郎  

はじめに   

元総社小見内Ⅲ遺跡は，群馬県前橋市元結社町に所在する。前橋市埋蔵文化財発掘調査団による発掘調査が，  

2001（平成13）年9月～2002（同14）年3月まで行われた。なお，発掘調査報告書は，前橋市埋蔵文化財発掘調査  

団により2001年に『元結社蒼海遺跡群 元総社小見内Ⅲ遺跡』として出版されているが，諸般の事情から，自然  

科学分析は掲載されていない。本遺跡の1区から6基・6区から8基・9区から2基・18区から8基・19区から  

1基の合計25基の土壌墓より人骨が出土した。また，15区の4号溝から2体の人骨が出土したので併せて報告  

する。なお，土墳墓の時代は，主に副葬品より中近世に比定されている。以下に，元総社小見内Ⅲ遺跡出土人骨  

を報告する。  

1．1区出土人骨  

1区では，1号～6号の6基の土壌塞から人骨が出土している。  

（1）1号土壌墓出土人骨［中世］  

①人骨の出土状況：報告書中には，規模不明と記載されている。平面図では，人骨は現状で長径約60cm・短径約  

64cmの推定不整円形土壌から出土している。本土墳の東側は，  

トレンチにより破損しているため，正確な規模は不明である  

が長径は約80cmはあったと推定される。  

（∋人骨の出土部位：出土人骨の保存状態は非常に悪く，僅か  

に右上下顎骨が出土している。  

③副葬品：銭貨の黙寧元宮（北宋1068年）2点・元祐通賓（北  

宋1086年）1点・成平元宮（北宋998年）2点の合計5点が検出  

されている。  

（彰被葬者の頭位・埋葬状態：不明である。被葬者の死亡年齢  

は，約3歳であると推定されている。1975年の現代日本人の統  

計では，3歳の男児の身長は95．3cm・女児の身長は約95．4cm  

と報告されている（鈴木，1996）。したがって，土壌の規模から  

伸展葬は不可能であるので，屈葬で埋葬されたと推定される。  

（9被葬者の個体数：出土歯には重複部位が認められないため，  

被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

⑥被葬者の性別：上下右第1大臼歯の歯冠計測値が，比較的  

小さいため，被葬者の性別は女性（女児）であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：歯の萌出状態から，被葬者の死亡年齢  
写真1．元結杜小見【机Ⅲ追跡1区1i；・＿Ⅰ二城謝Il1二人甘  

［上から，」澗脚蛇介面観・右側面観・卜’胡胸峡含面触］  
は，約3歳であると推定される。  

④被葬者の古病理：乳臼歯に，一部，歯石の付着が認められた。菌醐虫（虫歯）は，認められなかった。  

（2）2号土塊墓出土人骨［近世］  

①人骨の出土状況：報告書中には，規模不明と記載されている。平面図では，人骨は現状で長径約1．4m・短径約  

1．2mの規模である。本土墳の西側は，調査区外であるため，全容は不明である。  

②人骨の出土部位：出土人骨の保存状態は極めて悪く，僅かに大腿骨骨幹部破片のみ出土している。  
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③副葬品：副葬品は，検出されていない。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：不明である。被葬者は，成人女性と推定されているので，土壌の規模から屈葬で埋  

葬されたと推定される。  

⑤被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

⑥被葬者の性別：大腿骨の大きさは比較的小さいため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：成人であるとしか，推定は不可能である。  

（3）3号土墳墓出土人骨［中世］  

①人骨の出土状況：報告書中には，規模不明と記載されている。平面図では，人骨は現状で長径約70cm・短径約  

60cmの不整円形土壌から出土している。  

②人骨の出土部位：出土人骨の保存状態は非常に悪く，僅かに歯及び頭蓋骨片が出土している。  

③副葬品：銭貨の嘉祐通賓（北宋1056年）1点・政通和賓（北宋1111年）1点の合計2点が検出されている。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土位置から，被葬者の頭位は南東であると推定される。被葬者の死亡年齢  

は，約6歳であると推定されている。1975年の現代日本人の統計では，6歳男児の身長は114．3cm・女児の身長は  

113．4cmと報告されている（鈴木，1996）。したがって，土壌の規模から伸展葬は不可能であるので，屈葬で埋葬さ  

れたと推定される。  

⑤被葬者の個体数：出土歯には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

⑥被葬者の性別：出土永久歯の歯冠計測値が比較的小さいため，被葬者の性別は女性（女児）であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：出土歯の萌出状態から，被葬者の死亡年齢は，約6歳であると推定される。  

⑨被葬者の古病理：歯石及び歯踊虫（虫歯）は，認められなかった。  

M2  C I2   III2 C PI P2 Ml   

m2ml   mlm2   

m2 ml   m2   

M2 MI P2 PI C I2 Il  IlI2 C PI P2 MI M2  

写真2．元結社小見内Ⅲ遺跡1区3号土墳墓出土人骨［出土乳歯及び永久歯］   

（4）4号土頻墓出土人骨［中世］  

①人骨の出土状況：人骨は，現状で直径約1．1m・短径約60cm・探さ約23cmの土壌から出土している。土壌の南  

側は調査区外であるため，全容は不明である。  

（か人骨の出土部位：頭蓋骨及び四肢骨が出土している。  

③副葬品：銭貨の元祀通宝（1017年）1点・元豊通宝（北宋1078年）1点・不読の銭貨1点の合計3点が出土している。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者は顔面部を北に向けた座葬で埋葬されたと推定される。  
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⑤被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないた  

め，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（む被葬者の性別：頭蓋骨は全体的に大きく頑丈で，乳様突起  

も発達している。また，歯も大きいため，被葬者の性別は男  

性であると推定される。  

（う被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合・  

矢状縫合・ラムダ（人字）縫合を観察すると，冠状縫合は内板  

は癒合し閉鎖しているものの外板は開放の状態であり，矢状  

縫合及びラムダ縫合は内板及び外板共に開放の状態である。  

また，歯の岐耗度を観察すると，象牙質が線状及び点状に露  

出するマルティンの2度の状態である。総合的に，被葬者の  

死亡年齢は，約30歳代～40歳代であると推定される。  

（沙被葬者の古病理：出土歯には，一部歯石の付着が認められ  
写真3．元結社小見内Ⅲ遺跡1区4号土壌墓出土人骨  

［頭蓋骨左側面観］  

た。また，歯拍虫（虫歯）は認められなかった。さらに，下顎左  

第1大臼歯は，生前脱落をしており歯槽も閉鎖し吸収されている状態である。  

（5）5号土壌墓出土人骨［中世］  

①人骨の出土状況：人骨は，長径約1．1m・短径約80crn・深さ47cmの土塀から出土している。報告書中には，短  

径が18cmと記載されているが記載ミスであろう。  

②人骨の出土部位：出土人骨は比較的残存状態が良く，全身骨格が残存している。  

③副葬品：銭貨の元祓通宝（1039年）1点・嘉麒通賓（南宋1237年）1点・洪武通宝（明1368年）2点・不読2点の合  

計6点が検出されている。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，埋葬状態は顔面部を西側に向け，右  

側を下にした横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（9被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

⑥被葬者の性別：頭蓋骨を観察すると，ある程度大きく頑丈に見えるが，乳様突起はそれほど発達していない。  

一方，下顎骨は願部が比較的発達しており男性的である。歯は，比較的小さく女性的である。ところが，左寛骨  

大座骨切痕の角度が鋭角なので，被葬者の性別は男性であると推定される。また，四月支骨も大きく頑丈である。  

⑦被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合・矢状縫合・ラムダ（人字）縫合の3縫合は，内板は癒  

合して閉鎖している状態である。外板は，一部癒合して閉鎖  

しているものの，ほとんどは開放の状態である。また，下顎  

歯の岐耗虔を観察すると，象牙質が面状あるいは点状に露出  

する，マルティンの2皮～3度の状態である。総合的に，被  

葬者の死亡年齢は，約40歳代であると推定される。  

⑧被葬者の古病理：下顎骨を観察すると，下顎左第1及び第  

2切歯は，生前脱落をしており，歯槽も閉鎖し吸収されてい  

る状態である。また，下顎左第2及び第3大臼歯部は，生前  

脱落をしているが，歯槽は，閉鎖吸収される途上の過程であ  

る。したがって，本被葬者が亡くなる数ヶ月前に生前脱落を  

したと推定される。出土歯には，歯石及び朗触（虫歯）は認め  

られなかった。古病理ではないが、インカ骨が認められた。  

写真4．元総社小見内Ⅲ遺跡1区5号土壌墓出土人骨  

［下顎骨瞭合面観］   
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写真5．元総社小見内Ⅲ遺跡1区5号土墳墓出土人骨頭蓋骨［左から，右側面観・後面観・左側面観］  

（6）6号土塀墓出土人骨［中世］  

（∋人骨の出土状況 人骨は，長径約1．2m・短径約80cm・深  

さ約27cmの土壌から出土している。西側は、不明である。  

②人骨の出土部位：出土人骨の残存状態は，あまり良くない  

が，全身骨格が出土している。  

（∋副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（む被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の  

頭位は北側で，埋葬状態は顔面部を西側に向け，右側を下に  

した横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（む被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないた  

め，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（釘被葬者の性別：歯の歯冠計測値は，比較的小さく女性的で  

ある。しかしながら，下顎骨は頑丈で臨も発達しているため，  

被葬者の性別は男性であると推定される。  

（う被葬者の死亡年齢：歯の岐耗度を観察すると，エナメル質  

が線状あるいは点状に露出するマルティンの2度の状態であ  

る。また，上顎骨の切歯縫合は，ある程度痕跡的である。こ  

の切歯縫合は，30歳以降では癒合して消失することが知られ  

ているので，被葬者の死亡年齢は，約20歳代後半～30歳代で  

あると推定される。  

写真6．元総社小見内Ⅲ遺跡1区6号土墳墓出土人骨   

［上：上顎菌校合面観，下：下顎歯岐合面観］  

⑧被葬者の古病理：検出された28本の歯には，歯石及び歯拍虫（虫歯）は認められなかった。  

2．6区出土人骨   

6区では，1号～8号までの8基の土墳墓から人骨が出土している。しかしながら，全体的に人骨の残存状態  

は悪く，3号土墳墓のみ全身骨格が出土している。  

（1）1号土墳墓出土人骨［近世］（2001年10月25日出土）  

①人骨の出土状況：人骨は，長径約1m・短径約74cm・深さ約20cmの隅丸長方形土塀から出土している。  

②人骨の出土部位：人骨の残存状態は非常に悪く，わずかに頭蓋骨片及び遊離歯片みが出土している。  

③副葬品：副葬品は，検出されていない。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため，不明である。  

（9被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される∩  
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⑥被葬者の性別：頭蓋骨片の骨の厚さは薄く，歯も小さいため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（D被葬者の死亡年齢：遊離歯の岐耗度を観察すると，象牙質が点状に露出するマルティンの2度の状態である。  

したがって，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

（2）2号土墳墓出土人骨［近世］（2001年11月28日出土）  

①人骨の出土状況：人骨は，長径及び短径不明で，探さ約20cmの土壌から出土している。  

②人骨の出土部位：人骨の残存状態は非常に悪く，わずかに頭蓋骨片のみ出土している。  

（勤副葬品：副葬品は，検出されていない。   

出土人骨の残存状態が非常に悪いため，被葬者の頭位・埋葬状態・個体数・性別・死亡年齢は，不明である。  

しかしながら，頭蓋骨の厚さはかなり薄いため，未成年である可能性が高いが正確な死亡年齢は不明である。  

（3）3号土壌墓出土人骨［近世］（2001年12月3日～5日山土）  

（∋人骨の出土状況：人骨は，長径約1．9m・短径約70cm・深さ約20cmの隅丸長方形土壌から出土している。  

②人骨の出土部位：人骨の保存状態は，6区出土人骨では一番良く，ほぼ全身骨格が出土している。  

（D副葬品：副葬品は検出されておらず，釘が検出されている。木棺に埋葬されたものと推定される。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で，顔を西に向け右側を下にした横臥（側  

臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

⑤被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

⑥被葬者の性別：頭蓋骨の大きさは比較的小さく女性的である。しかしながら，乳様突起は大きく，骨の厚さも  

厚く眼宿縁も厚いため，被葬者の性別は男性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合・失状縫合・ラムダ（人字）縫合を観察すると，これら  

3縫合とも，内板は癒合して閉鎖している状態である。外板は， 部痕跡的で癒合している部分もある。歯の眩  

耗度を観察すると，象牙質が面状に露出するマルティンの3度の状態である。総合的に，被葬者の死亡年齢は，  

約40歳代であると推定される。  

⑧被葬者の形態：頭蓋骨の顔面部及び左半分は破損しているが，狭顔型であると推定される。  

⑨被葬者の古病理：下顎右第1大臼歯～第3大臼歯は，生前脱落をしており，歯槽も閉鎖し退縮が認められる。  

出土歯には，わずかに歯石の付着が認められた。菌再触は認められなかった。残存していた上顎左右第1大臼歯の  

岐耗は，頼側の方が舌側よりも進んでおり，歯を道具として使用した疑いがある。上顎右第1大臼歯の頬側面に  

は，根尖膿瘍による顎骨の溶解が認められた。  

写真7．元総社小見内Ⅲ遺跡6区3号土墳墓出土人骨頭蓋骨［左：右側面観，右：後面観］  
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写真8．元結社小見内Ⅲ遺跡6区3号土壌墓出土人骨下顎骨［左：右側面観，右：上面観］  

（4）4号土壌墓出土人骨［近世］（2001年12月5日出土）  

人骨は，長径約1．9m・短径約73cm・深さ約25cmの隅丸長方形土壌から出土している。人骨の残存状態は非常  

に悪く，わずかに四肢骨片しか出土していない。また，副葬品は，検出されていない。土壌の形状及び規模から  

は，伸展葬の可能性もあるが，不明である。人骨の残存状態が非常に悪く，被葬者の個体数・性別・死亡年齢等  

を推定することは不可能であるため不明である。  

（5）5号土壌墓出土人骨［近世］（2001年12月7日出土）  

①人骨の出土状況：人骨は，長径及び短径不明で，深さ約29cmの土噴から出土している。  

（む人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，頭蓋骨片及び遊離歯が出土している。  

（∋副葬品：副葬品は，検出されていない。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：土壌の南側が調査区外であるため，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。  

⑤被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

⑥被葬者の性別：頭蓋骨の厚さは比較的厚く，歯の大きさも大きいため被葬者の性別は男性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：出土歯の岐耗度を観察すると，象牙質が点状あるいは面状に露出するマルティンの2度及  

び3度の状態である。また，頭蓋骨の縫合も閉鎖していない。総合的に，被葬者の死亡年齢は約30歳代である  

と推定される。  

⑧被葬者の古病理：出土遊離歯には，歯石の付着及び朗触が認められた。  

LJ （6）6号土壌墓出土人骨［近世］（2001年12月12日出土）  

（∋人骨の出土状況：人骨は，径約85cm・深さ約92cmの正方形土壌から出土している。  

②人骨の出土部位：人骨の残存状態はあまり良くなく，下顎骨片及び四肢骨片が出土している。  

③副葬品：寛永通宝6点，煙管1点，陶磁器1点が検出されている。また，人骨整理中に釘も追加検出された。  

恐らく，木棺に埋葬されたと推定される。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況より，被  

葬者は顔を北に向けた座葬で埋葬されたと推定される。  

⑤被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められ  

ないため，被葬者の個体数は1個体であると推定され  

る。  

（釘被葬者の性別：頭蓋骨の厚さは，比較的薄い。また，  

出土左下顎骨は小さく華奪である。さらに，寛骨の大  

座骨切痕部の角度が大きいため，総合的に被葬者の性  

別は女性であると推定される。  写真9．元総社小見内Ⅲ遺跡6区6号土墳墓出土人骨下顎骨左  
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（丑被葬者の死亡年齢：歯の岐耗度を観察すると，象牙質が点状に露出するマルティンの2皮の状態である。した  

がって，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

（む被葬者の古病理：出土歯には，歯石及び酎触は認められなかった。  

（7）7号土墳墓出土人骨［近世］（2001年12月12日出土）  

①人骨の出土状況：人骨は，長径不明で，短径約88cm・探さ約73cmの長方形土壌から出土している。  

②人骨の出土部位：人骨の残存状態は非常に悪く，排骨片や距骨片が出土している。  

（∋副葬品：陶磁器が1点検出されている。  

（少被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため，頭位及び埋葬状態は不明である。  

（9被葬者の個体数：人骨の残存状態が非常に悪いため，被葬者の個体数は不明であるが，出土状況から恐らく1  

個体であると推定される。  

（む被葬者の性別：排骨片の大きさが小さいため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：年齢指標となる部位が出土していないため，被葬者の死亡年齢は不明である。恐らく，成  

人であると推定される。  

（8）8号土壌墓出土人骨［近世］（2001年12月12日出土）  

（∋人骨の出土状況：人骨は，長径約97cm・短径約90cm・探さ約75cmの正方形土壌から出土している。  

（∋人骨の出土部位：人骨の残存状態は，極めて悪く，わずかな頭蓋骨片のみが出土している。  

（∋副葬品：副葬品は，検出されていない。   

人骨の残存状態は，極めて悪いため，被葬者の頭位・捜葬状態・個体数・性別・死亡年齢等は不明である。  

3．9区出土人骨   

9区では，1号及び2号の2基の土墳墓から人骨が出土している。  

（1）1号土壌墓出土人骨［9世紀中頃］  

①人骨の出土状況：人骨は，長径約2．4m・短径約70cm・深さ約30cmの楕円形土壌から出土している。  

②人骨の出土部位：人骨の残存状態は，あまり良くない。主に，遊離歯及び大腿骨片が出土している。  

（∋副葬品：須恵器碗が1点検出されている。  

（む被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況より，被葬者の頭位は北東で，伸展葬で埋葬されたと推定される。  

（9被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（む被葬者の性別：歯の歯冠計測値及び大腿骨片が比較的大きいため，被葬者の性別は男性であると推定される。  

（う被葬者の死亡年齢：歯の岐耗度を観察すると，象牙質が点状に露出したマルティンの2度の状態である。した  

がって，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

⑧被葬者の古病理：出土遊離歯には，歯石の付着及び朗触は認められなかった。  

（2）2号土墳墓出土人骨［9世紀中頃］  

（∋人骨の出土状況：人骨は，8世紀前期の住居内に掘りこまれた，規模不明の土噴から出土している。  

（か人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く，四月支骨片が出土している。  

（勤副葬品：須恵器碗が1点検出されている。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の頭位は北側で顔を西側に向け右側を下にした横臥（側  

臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

⑤被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

⑥被葬者の性別：出土四肢骨の大きさが比較的小さいため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：死亡年齢推定の指標となる部位が出土していないので，不明である。しかしながら，恐ら  

く成人であろう。  
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4．15区出土人骨  

15区では，W4号溝の埋土から2体の人骨が出土している。このW－4号溝の規模は，検出された規模で長  

さ約6．5m・幅約2m～2．7m・深さ約1．8mである。これら2体の人骨は約1．6m離れて出土している。1号人骨  

及び2号人骨共に，頭蓋骨が検出されているが下顎骨が検出されていない。溝の北側から出土したものが1号人  

骨であり，南側から出土したものが2号人骨である。  

（1）1号人骨（時代は不明であるが，人骨の状態からは近世であると推定される）  

（∋人骨の出土状況：人骨は，W4号溝の北側から出土している。出土状況の図面及び写真では，土塀に埋葬さ  

れたようにも見える。大きさは，長径約1．2m・短径約80cm  

である。  

（∋人骨の出土部位：人骨の残存状態は悪く頭蓋骨片及び，四  

肢骨片が出土している。  

（∋副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（弧被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の  

頭位は北側で顔を南側に向けた仰臥屈葬で埋葬されたと推定  

される。しかしながら，下顎骨が検出されていないので，改  

葬であると推定される。  

（9被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないた  

め，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  写真10・元結社小見内Ⅲ遺跡15区W－4号溝出土人骨  

1号人骨［頭蓋骨後面観］  
（む被葬者の性別：頭蓋骨の乳様突起は比較的大きく頑丈であ   

り，さらに出土遊離歯の歯冠計測値も大きいため，被葬者の性別は男性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：観察可能な頭蓋骨のラムダ（人字）縫合は，内板は癒合して閉鎖しかかっている状態である。  

外板も一部癒合しかかっている状態である。また，上顎骨の切歯縫合は，痕跡的である。さらに，出土遊離歯の  

上顎犬歯の岐耗度を観察すると，象牙質が点状に露出するマルティンの2度の状態である。総合的に，被葬者の  

死亡年齢は，約40歳代であると推定される。  

（沙被葬者の古病理：観察可能な，右上顎骨の第1大臼歯部は生前脱落をしており，歯槽も閉鎖し退縮した状態で  

ある。第2及び第3大臼歯部は，破損しており不明である。また，左上顎骨は出土していないため不明である。  

（2）2号人骨（時代は不明であるが，人骨の状態からは近世であると推定される）  

（∋人骨の出土状況：人骨は，W－4号溝の南側から出土している。出土状況の図面及び写真では，土壌に埋葬さ  

れたようにも見えるがその規模は不明である。  

（か人骨の出土部位：頭蓋骨片が出土している。  

（9副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（む被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者の  

頭位は北側で顔を南東側に向けた状態である。しかしながら，  

下顎骨が検出されていないので，改葬であると推定される。  

（9被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないた  

め，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（む被葬者の性別：頭蓋骨は全体的に小さく華看であり，乳様  

突起は小さいため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：ラムダ（人字）縫合の内板はある程度閉  

鎖しているが，外板は開放の状態である。その他の主要縫合  

写真11．元結社小見内Ⅲ遺跡15区W－4号溝出土人骨  

2号人骨［頭蓋骨後面観］   

71  



である，冠状縫合部及び矢状縫合部は破損しており観察不能である。また，口蓋部の横口蓋縫合は，癒合してい  

ない状態であるので，50歳以下であると推定される。さらに，歯の暖耗度を観察すると，象牙質の一部が露出す  

るマルティンの2度の状態である。したがって，総合的に，被葬者の死亡年齢は約40歳代であると推定される。  

（む被葬者の古病理：上顎右第2大臼歯は生前脱落をしており，歯槽も閉鎖し退縮している。上顎左第2大臼歯は  

出土していないが，歯槽は開放している。上顎左右第3大臼歯部は，歯槽が閉鎖して退縮しているが，生前脱落  

なのか先天的欠如なのかは判断できない。上顎右第1大臼歯の遠心面歯顛部に，象牙質に達する歯餉虫（虫歯）が認  

められた。  

5．18区出土人骨  

18区では，1号～8号の8基の土墳墓から人骨が出土している。これらの土墳墓は，近接している。  

（1）1号土壌書出土人骨［近世］  

（∋人骨の出土状況：人骨は，長径約90cm・短径約84cm・探さ約9cmの正方形土壌から出土している。  

（∋人骨の出土部位：頭蓋骨及び四肢骨片が出土している。  

（∋副葬品：副葬品は，寛永通宝11点・不読の銭貨6点・陶磁器が検出されている。  

（彰被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，頭位は北側で，仰臥屈葬で埋葬されたと推定される。なお，報  

告書中では座臥屈葬と報告されているが，訂正が必要である。  

（9被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないた  

め，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（む被葬者の性別：頭蓋骨を観察すると，乳様突起は小さく，  

下顎骨も華著である。上顎骨は，出土していない。総合的に，  

被葬者の性別は女性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，矢状縫合及  

びラムダ（人字）縫合は，内牧は癒合し閉鎖している状態であ  

る。外板は，癒合していない状態である。冠状縫合部は，破  

損しており，観察不能である。また，歯の岐耗度を観察する  

と，エナメル質のみに岐耗が認められるマルティンの1度の  

状態である。総合的に，被葬者の死亡年齢は約30歳代である  

と推定される。  

⑧被葬者の古病理：出土歯には，小臼歯部に歯石の付着がわ  

ずかに認められた。また，歯納虫（虫歯）は，認められなかった。  

（2）2号土壌墓出土人骨［近世］  

写真12．元総社小見内Ⅲ遺跡18区1号土壌墓  

出土人骨［頭蓋骨後面観］  

（∋人骨の出土状況：人骨は，長径約75cm・短径約74cm・深さ約67cmの正方形土壌から出土している。  

⑦人骨の出土部位：出土人骨の残存状態はあまり良くなく，下顎骨及び四肢骨片が出土している。  

③副葬品：副葬品は，陶磁器及び漆片が検出されている。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，被葬者は座臥屈葬で埋葬されたと推定される。  

（9被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（釘被葬者の性別：出土下顎骨及び出土四肢骨は小さく華著であり，歯の歯冠計測値も比較的小さいため，被葬者  

の性別は女性であると推定される。  

（∋被葬者の死亡年齢：歯の岐耗度を観察すると，象牙質が点状に露出するマルティンの2度の状態である。しか  

しながら，上顎骨の左右第1切歯及び右第2切歯は生前脱落をしており歯槽も閉鎖し退縮した状態である。同様  

に，下顎骨の右第2大臼歯及び左第1・第2大臼歯は生前脱落をしており歯槽も閉鎖し退縮した状態である。そ  
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うすると，歯の岐耗度は岐合を起こさずにあまり磨り減らなかった可能性もある。下顎左右第3大臼歯は，生前  

脱落をしたのか未萌出なのかは不明である。上顎骨の切歯縫合は，閉鎖している。総合的に，被葬者の死亡年  

齢は，約40歳代であると推定される。  

⑧被葬者の古病理：本人骨の頚椎は，3個が癒合した状態であり，広汎性特発性硬化性骨化過剰症症候群（DISH）  

であると推定される。このDISHは，脊椎骨の執帯が骨化することにより起こる。通常，頚椎及び胸椎下部がお  

かされる場合が多い。また，50歳以上の男性によく認められるという。残念ながら，人骨の保存状態は悪く脊椎  

骨の後部は破損しているために，部位同定も困難である。しかしながら，脊椎骨椎体の大きさから，恐らく頚椎  

であると推定される。なお，出土歯には，全体的にわずかな歯石の付着が認められた。また，歯謁歯は認められな  

かった。  

写真13．元総社小見内Ⅲ遺跡18区2号土墳墓  

出土人骨［下顎骨眩合両親］  

出土人骨DISH［頚椎前面観］  

（3）3号土墳墓出土人骨［近世］  

①人骨の出土状況：人骨は，長径約57cm・短径約55cm・探さ約63cmの正方形土壌から出土している。  

②人骨の出土部位：頭蓋骨片・下顎骨・大腿骨等が出土している。  

③副葬品：癒着した銭貨が多数検出されている。人骨整理中にも，銭貨（判読不能）が1点追加検出された。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，顔を北に向けた座臥屈葬で埋葬されたと推定される。なお，  

釘が検出されていることから，木棺を使用したと推定される。  

⑤被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

⑥被葬者の性別：出土永久歯の内，上顎右第2大臼  

歯及び下顎右第1大臼歯の歯冠計測値が比較的大き  

いため，被葬者の性別は男性（男児）であると推定  

される。  

⑦被葬者の死亡年齢：出土脛骨の骨端部は，癒合が  

完了していない状態である。また，下顎骨の歯の萌  

出状態から，被葬者の死亡年齢は約9歳であると推  

定される。  

⑧被葬者の古病理：出土歯には，歯石及び菌丙触（虫歯）  

は認められなかった。  

写真15．元総社小見内Ⅲ遺跡18区2号土壌墓  

出土人骨［下顎骨校合面観］   
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（4）4号土墳墓出土人骨［近世］  

①人骨の出土状況：人骨は，長径約90cml短径約60cm・深さ約44cmの長方形土壌から出土している。  

②人骨の出土部位：頭蓋骨及び四肢骨が出土している。  

③副葬品：副葬品は，寛永通宝1点・不読の銭貨45点・陶磁器が検出されている。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，頭位は北側で顔面部を東側に向け，左側を下にした横臥（側  

臥）屈葬で埋葬されたと推定される。報告書中では，座臥屈葬と記載されているが，訂正が必要である。  

⑤被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

⑥被葬老の性別：頭蓋骨を観察すると，乳様突起はノJ、さく華著である。また，頭頂結節が認められた。さらに，  

下顎骨は，小さく華奮である。総合的に，被葬者の性別は女性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合・矢状縫合・ラムダ（人字）縫合は，内根はすべて癒合  

し閉鎖している状態である。外板は，一部癒合しているものの基本的に開放の状態である。また，下顎歯の眩耗  

度を観察すると，象牙質が線状あるいは点状に露出しているマルティンの2度の状態である。総合的に，被葬者  

の死亡年齢は，約30歳代であると推定される。  

⑨被葬者の古病理：出土歯には，歯石及び菌銅虫（虫歯）は，認められなかった。上顎左第3大臼歯は，未萌出であ  

る埋伏歯の状態である。右側は，破損しており不明である。また，下顎左第2大臼歯は生前脱落しており，歯槽  

も閉鎖し退縮した状態である。右側は，破損しており不明である。  

写真17．元総社小見内Ⅲ遺跡18区4号土壌墓出土人骨  

［左：左上顎骨岐合面観・第3大臼歯の埋伏に注意，右：下顎骨左側面観・第2大臼歯の生前脱落に注意］  

机  
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（5）5号土壌墓出土人骨［近世］  

（∋人骨の出土状況：人骨は，長径及び短径約1m・深さ約60cmの正方形土壌から出土している。  

（∋人骨の出土部位：頭蓋骨及び四肢骨が出土している。  

（∋副葬品：副葬品は，癒着した銭貨19点・陶磁器・漆片が検出されている。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，頭位は北側で，顔を東側に向け，左側を下にした横臥（側臥）  

屈葬で埋葬されたと推定される。報告書中では，座臥屈葬と記載されているが，訂正が必要である。  

⑤被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

⑥被葬者の性別：頭蓋骨を観察すると，乳様突起は大きく頑丈である。また，下顎骨も同様に大きく頑丈である。  

総合的に，被葬者の性別は，男性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合・央状縫合・ラムダ（人字）縫合は，内板はすべて癒合  

し閉鎖している状態である。外板は，一部癒合しているものの基本的に開放の状態である。また，下顎歯の岐耗  

度を観察すると，象牙質が線状あるいは点状に露出しているマルティンの2度の状態である。総合的に，被葬者  

の死亡年齢は，約40歳代であると推定される。  

⑧被葬者の古病理：出土歯には，歯石の付着は認められなかった。歯餉虫（虫歯）は，上顎左第1大臼歯及び同第2  

大臼歯に認められた。上顎左第1大臼歯は，歯冠が崩壊して歯根しか残存していない状態の第4度酎触症（C4）  

の状態である。また，上顎左第2大臼歯の近心面歯頚部には，象牙質にまで達した第2度菌餉虫症（C2）の状態で  

ある。さらに，下顎左第3大臼歯は，埋伏歯であり，水平に萌出しかかっている状態で，同第2大臼歯の歯根部  

に歯冠部があたって萌出できない状態である。  

写真18．元総社小見内Ⅲ遺跡18区5号土壌墓出土人骨頭蓋骨［左：左側面観，中：後面観，右：上面観］   

（6）6号土墳墓出土人骨［近世］  

（∋人骨の出土状況：人骨は，長径及び短径約1m・探さ約80cmの正方形土壌から出土している。  

（∋人骨の出土部位：頭蓋骨及び四肢骨片が出土している。  

③副葬品：煙管が1点検出されてい・る。さらに，釘も検出されており，木棺に埋葬されたと推定される。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，顔面部を北に向けた座臥屈葬で埋葬されたと推定される。  

⑤被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

⑥被葬者の性別：出土人骨の頭蓋骨を観察すると，乳様突起は小さく，厚さも薄く華奮である。また，下顎骨も  

小さく華奪である。総合的に，被葬者の性別は女性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：上顎骨は，歯がすべて生前脱落し，歯槽も閉鎖し吸収された無菌顎の状態である。下顎骨  

は，すべての歯が出土しているわけではないが，左右犬歯・左右第1小臼歯・右第2／ト臼歯を除く歯は，すべて  
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生前脱落し，歯槽も閉鎖し吸収された状態である。総合的に，被葬者の死亡年齢は約50歳代であると推定される。  

なお，頭蓋骨の主要縫合の内，わずかに冠状縫合の泉門部だけが観察可能であるが，内板及び外板共に癒合して  

おらず開放の状態である。しかしながら，頭蓋縫合の未癒合は，稀に高齢でも認められる。  

（沙被葬者の古病理：これは，古病理ではないが，本人骨の頭蓋骨には，前頭縫合が認められた。  

写真19．元総社小見内Ⅲ遺跡18区6号土墳墓出土人骨［左：頭蓋骨前面観，右：下顎骨上面観］  

（7）7号土墳墓出土人骨［近世］  

①人骨の出土状況：人骨は，長径約90cm・短径約70cm・探さ約75cmの長方形土壌から出土している。なお，報告  

書中には，南北軸約3cmと記載されているが訂正が必要である。  

②人骨の出土部位：ほぼ，全身骨格が出土してし1る。本遺跡出土人骨の中では，一番，保存状態が良く，顔面部  

まで保存されている。  

（∋副葬品：副葬品は，検出されていない。釘が検出されており，木棺に埋葬されたと推定される。  

（弧被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土状況から，顔面部を北に向けた座臥屈葬で埋葬されたと推定される。  

（9被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

⑥被葬者の性別：頭蓋骨及び四肢骨は，大きく頑丈である。さらに，寛骨の大座骨切痕の角度が鋭角であるため，  

総合的に被葬者の性別は男性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合・矢状縫合・ラムダ（人字）縫合の3縫合共，内板は癒  

合し閉鎖している状態である。また，外板も痕跡的である。さらに，口蓋縫合の内，切歯縫合及び横口蓋縫合は  

癒合し閉鎖している状態である。さらに，上顎の歯は出土していないが，左犬歯及び同第2／ト臼歯部の歯槽は開  

放しているがその他の歯は生前脱落し歯槽が閉鎖し退縮している状態である。下顎は，すべての歯が生前脱落し，  

歯槽が閉鎖し退縮している状態の無菌顎である。総合的に，被葬者の死亡年齢は，50歳以上の老齢であると推定  

される。  

⑧被葬者の古病理：本人骨の上顎骨は，左犬歯及び同第2小臼歯部の歯槽は開放している状態であるが，その他  

の歯は生前脱落をし歯槽も閉鎖し退縮した状態である。また，下顎骨は，すべての歯が生前脱落をし歯槽も閉鎖  

し退縮した状態である。さらに，本人骨の脊椎骨には，脊椎炎による炎症により著しい骨棟が形成されている状  

態が認められた。同様に，左右腰骨のヒラメ筋線部付着部に，骨増殖が認められた。この骨増殖の程度は，右脛  

骨の方が強く認められる。  
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写真20．元総社／」、見内Ⅲ遺跡18区7号土塀墓出土人骨  

［左上：頭蓋骨前面観，左中：脊椎骨上面観（骨殊に注意），左下：脊椎骨前面観（骨棟に注意），右上：上顎骨校合面観（ほ  

ぼ無菌顎に注意），右中：下顎骨校合面観（無菌買引こ注意），右下：左右脛骨後面観（ヒラメ筋線の骨増殖に注意）］  
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（8）8号土墳墓出土人骨［近世］  

①人骨の出土状況：人骨は，長径及び短径約70cm・深さ約85cmの正方形土壌から出土している。  

②人骨の出土部位：人骨は，全体的に残存量は少ないが，頭蓋骨片・下顎骨片・四肢骨片が出土している。なお，  

本出土人骨は火葬人骨である。ところが，本土境からは炭化材は検出されていないので，恐らく，別の場所で火  

葬に付した後，収骨を行ってから本土墳に埋葬したものと  

推定される。  

③副葬品：副葬品は，検出されていない。  

④被葬者の娘位・埋葬状態：本出土人骨は，火葬に付され  

た人骨を収骨した後に埋葬したものと推定されるので，被  

葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。火葬人骨を観察す  

ると，人骨には亀裂・歪み・捻れが認められるため，白骨  

化させたものを火葬に付したのではなく，死体をそのまま  

火葬に付したと推定される。人骨のほとんどは灰白色を呈  

しているため，焼成温度は約900℃以上であると推定される。  

しかしながら，下顎骨及び下顎歯は火葬されたにしては歯  

のエナメル質が破損していない。恐らく，焼成温度が一部  

低かったことと，口腔内にある歯が直接火熱を受けなかっ  

たためと推定される。  

（9被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められない  

ため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（む被葬者の性別：下顎骨は，小さく華奪なので，被葬者の  

性別は女性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：下顎歯の暖耗度を観察すると，エナ  

メル質のみのマルティンの1度の状態である。したがって，  

被葬者の死亡年齢は約20歳代であると推定される。  

⑧被葬者の古病理：出土歯には，歯石及び朗触は認められ  

出土人骨［下顎骨校合面観］  

写真22．元結社小見内Ⅲ遺跡18区8号土壌墓  

出土人骨［後頭骨後面観］  

なかった。  

6．19区出土人骨  

（1）1号土墳墓出土人骨［時期不明］  

①人骨の出土状況：人骨は，南北径約77cm・深さ約23cmの土壌から出土している。土壌の西側は調査区外である  

ため，全容は不明である。しかしながら，円形土壌ではないかと推定される。  

（む人骨の出土部位：人骨の残存状態は非常に悪く，四肢骨片が出土している。  

③副葬品：副葬品は，検出されでいない。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の残存状態が悪いため，被葬者の頭位及び埋葬状態は不明である。しかしなが  

ら，被葬者は約3歳と推定されている。1975年の現代日本人の統計では，3歳の男児の身長は95．3cm・女児の身  

長は95．4cmと報告されている（鈴木，1996）。したがって，土壌の規模から伸展葬は不可能であるので，屈葬で埋  

葬されたと推定される。  

⑤被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

⑥被葬者の性別：被葬者は未成年であり，永久歯も出土していないので被葬者の性別は不明である。  

⑦被葬者の死亡年齢：年齢推定の指標となる部位が出土していないので不明である。しかしながら，大腿骨片の  
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大きさから，被葬者の死亡年齢は約3歳であると推定される。  

まとめ   

元結社小見内Ⅲ遺跡の，1区・6区・9区・15区・18区・19区から27体の中近世人骨が出土した。以下の表  

に，まとめを示した。性別は，男性10体（内1体は未成年卜女性13体（内2体は未成年）・不明4体である。  

表1．元総社小見内Ⅲ遺跡出土人骨まとめ  

1号土墳墓  中世  1個体  屈葬  女性（女児）   

2号土墳墓  近世  1個体  屈葬   土墳墓番号  時代  個体数  埋葬状態  性 方「‘                    女性   

5号土塀墓  中世  1個体  横臥屈葬   男性   

1号土壌墓  近世  1個体  不明   性   

3号土墳墓  中世  1個体  屈葬  女性（女児）  4号土墳墓  中世  1個体  座臥屈葬  男性            6号土墳墓  近世  1個体  横臥屈葬  男座‾          ‾‾女   

2号土墳墓  近世  1個体  不明  不明   
3号土壌墓  近世  1個体  横臥屈葬   

4号土塀墓  近世  1個体  不明   

5号土墳墓  近世  1個体  

6号土墳墓  近世  1個体  

男性          不明  

男性          女性   

7号土墳墓  近世  1個体  不明   女性   
8号土墳墓  近世  ■垂」  不明   不萌   

1号土壌墓  9C中  1個体  伸展葬   男性   

2号土墳墓  9C中  1イ症商  横臥屈葬   女性   

1号人骨  近世  1個体  仰臥屈葬  男性  2号人骨  近世  1個体  不明  女性  1号土壌墓  近世  1個体  仰臥屈葬  女l釘  2号土墳墓  近世  1個体  座臥屈葬  女性  3号土墳墓  近世  1個体  座臥屈葬  男性（男児）   

備  考   

約3歳  

死亡年齢        成人  
歯石付着  

約6歳  

約40歳代   
約30～40歳代        歯石付着・歯の生前脱落    歯の生前脱落   

約20～30歳代 約30歳代       未成年？  

歯石付着・歯の生前脱落   

約30歳代  歯石付着・離触  

約30歳代  約40歳代 示明  

成人  

不明  

約40歳代  

約40歳代  歯の生前脱落・朗触  

約30歳代 成人       約30歳代   歯石付着  約40歳代  歯の生前脱落・歯石付着  約9歳  約30歳代  坦伏歯・歯の生前脱落  約40歳代  酎触▲埋伏歯   

近世  1個体  横臥屈葬  女性  近世  1個体  横臥屈葬  男性  近世  

近些   

近世  1個体  改葬   

1個体  座臥屈葬        女性  不明  1個体  屈葬  不萌  

4号土壌墓  

5号土墳墓  

6号土墳墓  

7号土墳墓  

8号土墳墓  

約50歳代  

約50歳以上老齢  

無歯顎・歯の生前脱落  

無菌顎・脊椎炎・骨増殖  

火葬人骨を改葬したもの  約20歳代  

1号土墳墓  

・J  
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元総社小鬼内Ⅲ遺跡出土火葬人骨  

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団  楢崎 修一郎  

はじめに   

元総社小見内Ⅲ遺跡は，群馬県前橋市元結社町に所在する。前橋市埋蔵文化財発掘調査団による発掘調査が，  

2001（平成13）年9月～2002（同14）年3月まで行われた。元総社小見内Ⅲ遺跡の6区1号・2号・3号・4号・  

5号・6号・7号の7基の火葬墓より，中世の火葬人骨が出土したので以下に報告する。発掘調査報告書は，前  

橋市埋蔵文化財発掘調査団により2001年に『元総社蒼海遺跡群 元総社小鬼内Ⅲ遺跡』としてすでに刊行されて  

いるが諸般の事情により，自然科学分析は掲載されていない。なお，報告書では「火葬墓」と記載されているが，  

考古学では一般的に骨蔵器が出土した場合を「火葬墓」とし，人骨だけの場合は「火葬跡」とするので，ここで  

は，「火葬跡」として記載することにする。   

小見内Ⅲ遺跡では，6区で1号～7号まで，7基の火葬跡が出土している。7基の火葬跡の分布は調査区の西  

側に接近しており，この一帯を火葬場として使用していたことが推定される。  

1．6区1号火葬跡出土人骨［2001年12月3日～5日出土］  

（1）火葬人骨の出土状況：人骨は，長径約1．5m・短径約1．06m・深さ約0．34mの隅丸長方形の火葬跡から出土して  

いる。火葬跡の構造は，西側に突出部が存在するが，これは焚き口と推定されるので，火葬時には西側から凪が  

吹いていたものと推定される。  

（2）火葬人骨の出土部位：火葬人骨の出土部位は，ほぼ全身に及ぶが，破片が多い。  

（3）副葬品：副葬品は，鉄銭（不読）の銭貨が1点検出されている。  

（4）被火葬者の頭位・火葬状態：火葬跡の北側から，頭蓋骨片が出土しているので，被火葬者の頭位は，北側であ  

ると推定される。また，火葬状態は，土壌の大きさから屈位であると推定される。  

（5）火葬方法：火葬人骨を観察すると，人骨には亀裂・歪み・捻れが認められるため，白骨化させたものを火葬に  

付したのではなく，死体をそのまま火葬に付したと推定される。また，人骨のほとんどは灰白色を呈しているた  

め，焼成温度は約900℃以上であると推定される。しかしながら，頭蓋骨片に一部黒色のものも認められる。こ  

れは，一部焼成温度が低い部分があり，頭部に焼成むらがあったことを示す。  

（6）収骨方法：火葬人骨の残存状態は，比較的悪いので，丁寧に収骨したものと推定される。これは，現在にまで  

続く，東日本タイプの収骨方法であると推定される（楢崎，2002）。  

（7）被火葬者の個体数：人骨には重複部位が認められないため，被火葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（8）被火葬者の性別：出土人骨の頭蓋骨片の厚さは，比較的薄く，四肢骨片も華著であるため，被火葬者の性別は，  

女性であると推定される。  

（9）被火葬者の死亡年齢：死亡年齢推定の指標となる部位が出土していないが，下顎骨片を観察すると，歯槽部が  

閉鎖しておらず開放の状態なので，老齢ではなく，成人であると推定される。  

2．6区2号火葬跡出土人骨［2001年12月11日出土］  

（1）火葬人骨の出土状況：人骨は，長径約1．3m・短径約0．7m・探さ約0．22mの隅丸長方形の火葬跡から出土して  

いる。火葬跡の構造は，西側に突出部が存在するが，これは焚き口と推定されるので，火葬時には，西側から凪  

が吹いていたものと推定される。  

（2）火葬人骨の出土部位：火葬人骨の出土部位は，全身に及ぶが，その中でも頭蓋骨片・右上腕骨片・大腿骨片・  

脛骨片等が同定できた。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

・」  

81   



（4）被火葬者の頭位・火葬状態：火葬人骨の出土部位  

の内，頭蓋骨片や鼻骨片が北側から出土しているの  

で，被火葬者の頭位は北側であると推定される。ま  

た，土塀の大きさより，火葬状態は屈位状態で火葬  

に付したと推定される。  

（5）火葬方法：火葬人骨を観察すると，人骨には亀裂  

・歪み・捻れが認められるため，白骨化させたもの  

を火葬に付したのではなく，死体をそのまま火葬に  

付したと推定される。なお，人骨のほとんどは白色  

を呈しているため焼成温度は約900℃以上であると  

推定される。しかしながら，大腿骨及び脛骨片の一  

部には黒色・茶色・灰色が認められたため，一部，  

焼成温度は約900℃をかなり下回った部位もあり，  

焼成にむらがあったものと推定される。  

写真1．元結社小見内Ⅲ遺跡6区2号火葬跡出土人骨  

［左：右上腕骨前面観，右：同後面観］  

（6）収骨方法：火葬人骨の残存状態は，比較的悪いので，丁寧に収骨したものと推定される。これは，現在にまで  

続く，東日本タイプの収骨方法であると推定される（楢崎，2002）。  

（7）被火葬者の個体数：人骨には重複部位が認められないため，被火葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（8）被火葬者の性別：出土人骨の頭蓋骨片の厚さは比較的薄く，上腕骨も小さく華著であるため，被火葬者の性別  

は女性であると推定される。  

（9）被火葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合・矢状縫合・ラムダ（人字）縫合部は，癒合しておら  

ず開放の状態である。また，上腕骨は癒合が完了しているので，成人である。したがって，被火葬者の死亡年齢  

は約20歳代であると推定される。  

3．6区3号火葬跡出土人骨［2001年12月14日出土］  

（1）火葬人骨の出土状況：人骨は，長径約1．53m・短径約0．68m・深さ約0．39mの隅丸長方形の火葬跡から出土し  

ている。火葬跡の構造は，西側に突出部が存在するが，これは焚き口と推定されるので，火葬時には，西側から  

風が吹いていたものと推定される。  

（2）火葬人骨の出土部位：火葬人骨の出土部位は，ほぼ全身に及ぶ。今回出土した，7基の中でも，火葬人骨の残  

存量が多いが，4号火葬跡と重複しているため，4号火葬跡の火葬人骨が混ざっている可能性が高い。  

（3）副葬品：副葬品は，太平通賓（北宋976年）1点・至道元賓（北宋995年）1点及び，被熟により変形した不読の2  

点の合計4点の銭貨が検出されている。  

（4）被火葬者の頭位・捜葬状態：火葬人骨の出土位置より，頭蓋骨片は火葬跡の北側から，また四肢骨は火葬跡の  

南側から出土しているため，火葬時の頭位は北側で，屈位の状態で火葬に付したと推定される。  

（5）火葬方法：火葬人骨を観察すると，人骨には亀裂・歪み・捻れが認められるため，白骨化させたものを火葬に  

付したのではなく，死体をそのまま火葬に付したと推定される。なお，人骨は白色を呈しているため焼成温度は  

約900℃以上であると推定される。  

（6）収骨方法：火葬人骨の残存状態は，比較的多いので，人骨の一部のみ収骨したものと推定される。これは，現在  

にまで続く，西日本タイプの収骨方法であると推定される（楢崎，2002）。但し，4号人骨と混在した可能性もある。  

（7）被火葬者の個体数：人骨には重複部位が認められないため，被火葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（8）被火葬者の性別：出土人骨の頭蓋骨片の厚さは薄く，四月支骨片も小さく華奮であるため，被火葬者の性別は女  

性であると推定される。しかしながら，大腿骨及び上腕骨の骨頭は，比較的大きい。  
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（9）被火葬者の死亡年齢：出土した左右上顎骨を観察すると，歯冠部は残存していないが，歯槽は第1切歯部～第  

3大日菌部まで閉鎖しておらず開放の状態である。これは，少なくとも，上顎に関しては菌の生前脱落が1本も  

なく老齢ではないことを示す。また，咲後頭軟骨結合は癒合しており，21歳以上であることを示す。さらに，上  

顎骨の切歯縫合は癒合して消失はしていないので，約30歳以下であることを示す。その上，頭蓋骨の主要縫合は  

内板及び外板共に癒合しておらず，開放の状態である。したがって，被火葬者の死亡年齢は21歳～30歳であると  

推定される。  

写真2．元総社小見内Ⅲ遺跡6区3号火葬跡出土人骨［左右上顎骨及び左頬骨前面観］  

写真3．元結祉小見内Ⅲ遺跡6区3号火葬跡出土人骨  
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4．6区4号火葬跡出土人骨［2001年12月12日出土］  

（1）火葬人骨の出土状況：人骨は，短径約0．8m・深さ約0．26mの火葬跡から出土している。3号火葬跡と重複が認  

められるが，時代は4号火葬跡の方が古い。火葬跡の構造は，西側に突出部が存在するが，これは焚き口である  

と推定されるので，火葬時には，西側から風が吹いていたものと推定される。  

（2）火葬人骨の出土部位：火葬人骨の残存状態は非常に悪いが，北側部からしか取り上げていないので，南側部は，  

3号火葬跡人骨として取り上げている可能性もある。  

（3）副葬品：副葬品は，開元通賓（唐621年）の銭貨が1点検出されている。  

（4）被火葬者の頭位・埋葬状態こ北側から，下顎骨片が出土しているの■ぐ，火葬時の頭位は北側ご，屈位の状態ご  

火葬に付したと推定される。  

（5）火葬方法：火葬人骨を観察すると，人骨には亀裂・歪み・捻れが認められるため，白骨化させたものを火葬に  

付したのではなく，死体をそのまま火葬に付したと推定される。なお，人骨のほとんどほ灰白色を呈しているた  

め焼成温度は約900℃以上であると推定される。しかしながら，頭蓋骨片の一部には黒色・茶色が認められたた  

め，一部，焼成温度は約900℃をかなり下回った部位もあり，焼成にむらがあったものと推定される。  

（6）収骨方法：火葬人骨の残存状態は，比較的悪いので，丁寧に収骨したものと推定される。これは，現在にまで  

続く，東日本タイプの収骨方法であると推定される（楢崎，2002）。但し，3号人骨として取り上げられた可能  

性もある。  

（7）被火葬者の個体数：火葬人骨には，明らかな重複部位が認められないため，被火葬者の個体数は1個体である  

と推定される。  

（8）被火葬者の性別：頭蓋骨片の厚さは薄い。また，棟骨片を観察すると，火葬による収縮を考慮しても華奮で小  

さいため，被火葬者の性別は女性であると推定される。  

（9）被火葬者の死亡年齢：死亡年齢推定の指標となる部位が出土していないが，恐らく，成人であると推定される。  

5．6区5号火葬跡出土人骨   

人骨は，長径及び短径不明で，深さ約0．11mの隅丸長方形の火葬跡から出土している。東側が調査区外である  

ため，全容は伺えない。火葬跡の構造は，西側に突出部が存在するがこれは焚き口であると推定されるので，火  

葬時には，西側から風が吹いていたと推定される。副葬品は，検出されていない。なお，本火葬跡からは，炭は  

検出されたが人骨は検出されていないため，被火葬者の個体数・性別・死亡年齢等は不明である。  

6．6区6号火葬跡出土人骨  

（1）火葬人骨の出土状況：人骨は，長径及び短径不明で，深さ約0．19mの火葬跡から出土している。南側が調査区  

外であるため，全容は伺えない。  

（2）火葬人骨の出土部位：本火葬跡の南側は調査区外であるためか，出土人骨の出土量は非常に少ない。頭蓋骨片  

が出土している。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（4）被火葬者の頭位・埋葬状態：出土人骨の出土量が少なく，出土位置も特定できないために，被火葬者の頭位及  

び埋葬状態は不明である。  

（5）火葬方法：火葬人骨を観察すると，人骨には亀裂・歪み・捻れが認められるため，白骨化させたものを火葬に  

ふしたのではなく，死体をそのまま火葬に付したと推定される。なお，人骨のほとんどは灰白色を呈しているた  

め焼成温度は約900℃以上であると推定される。  

（6）収骨方法：土壌の南側が調査区外であり，すべての人骨が検出されたわけではないので，不明である。  

（7）被火葬者の個体数：出土人骨の出土量が少ないため，不明であるが，恐らく1個体であると推定される。  

（8）被火葬者の性別：頭蓋骨の厚さが薄いため，被火葬者の性別は女性であると推定される。  
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（9）被火葬者の死亡年齢：死亡年齢推定の指標となる部位が出土していないため，不明である。成人であろう。  

7．6区7号火葬跡出土人骨［2001年12月12日出土］  

（1）火葬人骨の出土状況：人骨は，長径及び短径不明で，深さ約0．21mの隅丸長方形の火葬跡から出土している。  

北側が調査区外であるため，全容は伺えない。  

（2）火葬人骨の出土部位：人骨は，15に分けて取り上げられている。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（4）被火葬者の頭位・埋葬状態：土頻の大きさは不明であり，全容が伺えないので不明であるが，恐らく，頭部を  

北側にして屈位で火葬にふしたと推定される。  

（5）火葬方法：火葬人骨を観察すると，人骨には亀裂・歪み・捻れが認められるため，白骨化させたものを火葬に  

ふしたのではなく，死体をそのまま火葬に付したと推定される。なお，人骨のほとんどは灰白色を呈しているた  

め焼成温度は約900℃以上であると推定される。  

（6）収骨方法：火葬人骨の残存状態は，比較的悪いので，丁寧に収骨したものと推定される。これは，現在にまで  

続く，東日本タイプの収骨方法であると推定される（楢崎，2002）。  

（7）被火葬者の個体数：人骨には重複部位が認められないため，被火葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（8）被火葬者の性別：頭蓋骨片の厚さは比較的薄いため，被火葬者の性別は女性であると推定される。  

（9）被火葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である，冠状縫合及び矢状縫合の内，央状縫合は，内板は癒合してい  

るが，外板は  

まだ癒合して  

いない状態で  

ある。したが  

って，被火葬  

者の死亡年齢  

は，約30歳代  

～40歳代であ  

ると推定され   

る。  

■ ■ t．■ i   

まとめ   

元総社小見内Ⅲ遺跡の6区1号・2号・3号・4号・5号・6号・7号の7基の火葬跡より，中世の火葬人骨  

が出土した。以下の表1に、まとめを示した。  

表1．元総社小見内Ⅲ遺跡6区出土火葬跡出土人骨まとめ  

火葬跡番号  頭位  個体数  作削  収骨方法   

軒牲  東日本タイプ   

2号火葬跡  北側  1個体  女性  約20歳代   

3号火葬跡  北側  1個体  女性  21歳～30歳   西日本タイプ   

4号火葬跡  北側  1個体  女性  成人   東日本タイプ   

5号火葬跡  不明  不明  不明  不明   不明  

6号火葬跡  不明  1個体  女性  成人   不明  

7号火葬跡  北側？  1個体  女性  約30歳代～40歳代  東日本タイプ  
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元総社小鬼Ⅲ遺跡出土人骨  

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団  楢崎 修一郎  

はじめに   

元総社小見Ⅲ遺跡は，群馬県前橋市元総社町に所在する。前橋市埋蔵文化財発掘調査団による発掘調査が，  

2002（平成14）年8月～同年12月まで行われた。本発掘調査の発掘調査報告書は，2003年に，前橋市埋蔵文化財発  

掘調査団により『元総社蒼海遺跡群元総社小見山遺跡■元総社阜作〉遺跡』として十り和されている。しかしなが  

ら，諸般の事情から，自然科学分析は掲載されていない。本遺跡5区の1号・2号・3号・4号の4基の土壌墓  

より，中世の人骨が出土したので以下に報告する。出土人骨は，清掃後，可能な限り接合及び復元を行い，観察・  

計測・写真撮影を行った。なお，出土歯の計測方法は，藤田（1949）に従った。また，歯の歯冠計測値の比較は，  

中近世人はMATSUMURA［松村］（1995）を用い，現代E］本人は，権田（1959）を用いた。  

1．1号土塀墓出土人骨［中世以降］（2002年9月19日～同年9月20日出土）  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約1．3m・短径約1m・探さ約30cmの長方形土壌から出土している。本土墳は，  

W－2号構内に検出されている。  

（2）人骨の出土部位：人骨の保存状態は，非常に悪く，頭蓋骨片及び四肢骨片が出土している。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（4）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土位置より，被葬者の頭位は北側で，右側を下にした横臥（側臥）屈葬で埋  

葬されたと推定される。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：頭蓋骨片の骨壁及び四肢骨片の骨の厚さが薄いため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：頭蓋骨片の縫合は内板及び外板共に癒合していないが，死亡年齢推定の指標とはならない  

部位である。被葬者の死亡年齢は，恐らく，成人であると推定される。  

2．2号土墳墓出土人骨［中世］（2002年10月4日出土）  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約1．2m・短径約70cm・深さ約50cmの長方形土堰から出土している。  

（2）人骨の出土部位：人骨の保存状態は，比較的悪いが，人骨の出土部位は，ほぼ全身に及ぶ。  

（3）副葬品：副葬品は，検出されていない。  

（4）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土位置より，被  

葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下に  

した横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には，重複部位が認めら  

れないため，被葬者の個体数は1個体であると推定さ  

れる。  

（6）被葬者の性別：頭蓋骨を観察すると，比較的小さく  

華奪で，骨壁も薄く乳様突起もあまり発達していない。  

総合的に，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合の札 観察で  

きる，矢状縫合及びラムダ（人字）縫合は，内板及び外  

板共に癒合しておらず，開放の状態である。また，冠  

写真1．元総社小見Ⅲ遺跡5区2号土墳墓出土人骨  

［頭蓋骨右側面観］  

状縫合は，一部内板が癒合している。したがって，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

く）∠こ  UU   



3．3号土鳩墓出土人骨［中世以降］（2002年9月27日～同年10月2日出土）  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約1．1m・短径約1m・深さ約43cmの正方形土壌から出土している。  

（2）人骨の出土部位：人骨の保存状態は，非常に悪く遊離歯及び骨片が出土している。  

（3）副葬品：副葬品は，石鉢が1点検出されている。  

（4）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土位置より，被葬者の頭位は北側で，右側を下にした横臥（側臥）屈葬で埋  

葬されたと推定される。  

（5）被葬者の個体数：出土人骨には重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：歯及び四肢骨の大きさが小さいため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：歯の岐耗度を観察すると，象牙質が線状・点状に露出するマルティンの2度の状態である。  

したがって，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

（8）被葬者の古病理：出土歯には，歯石の付着は認められなかった。酎触（虫歯）は，多数認められた。  

写真2．元総社小見Ⅲ遺跡5区3号土墳墓出土人骨遊離歯岐合面観  

4．4号土壌墓出土人骨［中世以降］（2002年10月3日出土）  

（1）人骨の出土状況：人骨は，長径約80cm・短径約60cm・深さ約40cmの長方形土壌から出土している。  

（2）人骨の出土部位：人骨の保存状態は，非常に悪く，頭蓋骨片のみ出土している。  

（3）副葬品：副葬品は，銭貸4点が検出されている。  

（4）被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土位置より，被葬者の頭位は北側で，右側を下にした横臥（側臥）屈葬で埋  

葬されたと推定される。  

（5）被葬者の個体数：人骨の出土状況から，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（6）被葬者の性別：頭蓋骨片の骨壁の厚さは薄いため，被葬者の性別は女性であると推定される。  

（7）被葬者の死亡年齢：年齢推定の指標となる部位が出土していないため，被葬者の死亡年齢は不明である。恐ら  

く，成人であると推定される。しかしながら、土壌の大きさが小さいため、未成年である可能性もある。  

まとめ   

元総社小見Ⅲ遺跡5区の1号・2号・3号・4号の4基の土墳墓から、中世の人骨が出土した。以下の表1に、  

まとめを示した。  

表1．元結社小見Ⅲ遺跡5区出土人骨まとめ  

土壌墓番号  個体数  性別  死亡年齢  頭位・埋葬状態  備 考   
1号土壌墓  1個体  女性  成人   北側・横臥屈葬  
2号土壌墓  1個体  女性  約30歳代   北側・横臥屈葬  
3号土壌墓  1個体  女性  約30歳代   北側・横臥屈葬  酎触多数   
4号土壌墓  1個体  女性  成人？ 未成年？  北側・横臥屈葬  
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表2．小見Ⅲ遺跡5区3号土壌墓出土人骨歯冠計測値及び比較表  

上   計測  中世時代人   江戸時代人   現 代 人   
歯種  3号土壌  ＊  ＊  ＊  

顎  項目   

MD    6．8  6．87  6．69  7．00  6．82  7．02  6．94  

P2                      BL    10．0  9．39  8．88  9．55  9．29  9．41  9．23  
MD    8．9  10．45  10．09  10．61  10．18  10．68  10．47  

上  

MD  10．7  9．6  9．65  9．42  9．88  9．48  9．91  9．74  

顎  

MD    臥5  8．94  8．86  

M3                      BL    9．5          10．79  10．50   
MD  7．5  7．6  7．12  7．00  7．45  7．12  7，42  7．29  

P2                      BL  8．8  8．6  8．49  8．06  8．68  8．30  8．53  8．26  

下  
MD  10．5    11．56  11．06  11．72  11．14  11．72  11．32  

BL  10．1    11．00  10．49  11．15  10．62  10．89  10．55  

MD  10．4    11．06  10，65  11．39  10．78  11．30  10．89  

顎  

MD  9．3  10．96  10．65  

M3                      BL  8．8            10．28  10．02   
註1．計測値の単位は，すべて，「m皿」である。  

註2．歯種は．P2（第2／ト臼歯卜Ml（第1大臼歯）・M2（第2大臼歯）・M3（第3大  

臼歯）を意味する。  

註3．計測項目は、MD（歯冠近遠心径）・BL（歯冠唇頬舌径）を意味する。  

証4．「＊」は，MATSUMURA（1995）より引用。なお，MATSUMURA（1995）に  

は、M3（第3大臼歯）のデータは無い。  

註5．「＊＊」は、権田（1959）より引用  
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元総社草作Ⅴ遺跡出土人骨  

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 楢崎 修一郎  

はじめに   

元総社草作V遺跡は，群馬県前橋市元総社町に所在する。前橋市埋蔵文化財発掘調査団による発掘調査が，2002  

（平成14）年8月～2003（同15）年3月まで行われた。発掘調査報告書は，2003年に前橋市埋蔵文化財発掘調査団に  

より『元給社蒼海遺跡群 元総社小見Ⅲ遺跡・元総社草作Ⅴ遺跡』として出版されている。しかしながら，諸般の  

事情から自然科学分析は掲載されていない。革作Ⅴ遺跡で，1号から3号までの3基の土壌墓及び1号火葬跡が  

検出された。この内，1号土壌墓・2号土墳墓・1号火葬跡から，中世以降の人骨が出土したので以下に報告する。  

1．1号土塀墓出土人骨［中世以降］（2002年9月12［］出土）   

人骨は，長軸約1．1m・短軸約58cm・深さ約8cmの長方形土壌から出土している。副葬品は，検出されていない。  

人骨の残存状態は極めて悪く，遊離歯片のみ出土している。同定可  

能であったのは，下顎右第1大臼歯のみである。頭位及び埋葬状態  

は不明であるが，被葬者は成人女性であると推定されているので，  

埋葬状態は恐らく屈葬であると推定される。下顎右第1大臼歯のM  

D（歯冠近遠心径）は11．4nul，BL（歯冠頬舌径）は10．4mmである。こ  

の計測値から，被葬者の性別は女性であると推定される。また，岐  

耗度は，象牙質が点状に露出するマルティンの2度の状態である。  

したがって，被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

2．2号土壌墓出土人骨［中世以降］（2002年）  

写真1．元結社幸作Ⅴ遺跡1号土壌墓  

下顎右第1大臼歯暁合面観   

人骨は，長軸約1．2m・短軸約69cm・深さ約43cmの長方形土頻から出土している。副葬品は，検出されていない。  

人骨の残存状態は極めて悪く，四肢骨片のみ出土している。頭位及び埋葬状態は不明であるが，被葬者は成人女  

性であると推定されているので，埋葬状態は恐らく屈葬であると推定される。出土四月支骨の骨幹部緻密質の厚さ  

が比較的薄いので，被葬者の性別は女性であると推定される。死亡年齢は不明であるが，恐らく，成人であろう。  

3．1号火葬跡出土人骨［中世以降］（2002年10月11日出土）   

火葬人骨は，長径約86cm・短径約57cm・深さ約10cmの楕円形の火葬跡から出土している。副葬品は，検出され  

ていない。火葬人骨の出土部位は，わずかな四肢骨片が出土している。被火葬者の頭位及び火葬状態は，不明で  

あるが，土壌の大きさから屈位で火葬に付したと推定される。火葬人骨の色は，灰白色が主であり，焼成温度は  

約900℃以上であると推定される。人骨の出土部位がわずかなので，白骨化させたものを火葬に付したのか，死  

体をそのまま火葬に付したのかは不明である。火葬人骨の残存状態は，非常に悪いので，丁寧に収骨したものと  

推定される。これは，現在にまで続く，ほとんどの火葬人骨を収骨する東日本タイプの収骨方法であると推定さ  

れる。個体数は，不明であるが，土壌の規模から1個体であると推定される。火葬人骨の四肢骨片は華著で小さ  

く厚さも比較的薄いため，被火葬者の性別は女性であると推定される。死亡年齢推定の指標となる部位が出土し  

ていないので，被火葬者の死亡年齢は不明である。  

謝辞   

本出土人骨を記載する機会を与えていただいた，前橋市教育委員会の前原 豊氏，高橋 亨氏，高坂麻子氏に  

感謝します。また，本出土人骨に関する考古学的情報を与えていただいた，山武考古学研究所の長谷川一郎氏に  

感謝します。   

引用文献  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団編 2003『元総社蒼海遺跡群 元総社小見Ⅲ遺跡・元結社草作Ⅴ遺跡』，前橋市埋蔵文化財発掘調査団  
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元総社小鬼内Ⅹ遺跡出土人骨  

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団  楢崎 修一郎  

はじめに   

元結社小見内Ⅹ遺跡は，群馬県前橋市元結社町に所在する。前橋市埋蔵文化財発掘調査団による発掘調査が，  

2004（平成16）年10月～2005（同17）年1月まで行われた。なお，発掘調査報告書は，2005年に前橋市埋蔵文化財発  

掘調査世＝こより『元総社蒼海遺跡群 元総社小見l刃Ⅹ遺跡』として出版されているが，諸般の事情により自然科  

学分析は掲載されていない。小見内Ⅹ遺跡は，小見Ⅲ遺跡の東側に位置し，西区・中央区・東区の3区に分かれ  

る。／ト見内Ⅹ遺跡の東区の西寄りW－1号溝跡東側で2基の土墳墓が，また，中央区の西寄りW－8号溝跡西側  

で1号火葬跡が検出され人骨が出土した。なお，土壌墓及び火葬跡の時代は，副葬品及び層位から中世に比定さ  

れている。以下に，出土人骨について報告する。人骨の計測方法は，マルティンの方法に従った（馬場，1991）。  

また，歯の計測方法は，藤田の方法に従った（藤田，1949）。さらに、歯の計測値の比較は、中近世人はMATSU  

MURA（1995）を用い、現代日本人は権田（1959）を用いた。  

1．土墳墓出土人骨  

1号土墳墓及び2号土壌墓から，人骨が出土した。これらの土壌墓は，東区の西側に位置し，W－1号溝に近  

接する。  

（1）1号土壌墓出土人骨［中世］  

①人骨の出土状況：人骨は，長径約1．15m・短径約90cm・探さ約10cmの隅丸長方形土壌から出土している。なお，  

報告書中には長軸11．41mと記載されているが訂正が必要である。  

②人骨の出土部位：人骨の保存状態は，あまり良くないが，人骨の  

出土部位は，ほぼ全身に及ぶ。  

（釘副葬品：副葬品は，銭貨の永楽通宝6点が検出されている。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土位置より，被葬者の頭位は  

北側で，右側を下にした横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（9被葬者の個体数：出土人骨には，重複部位が認められないため，  

被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（む被葬者の性別：歯及び四肢骨の大きさが小さいため，被葬者の性  

写真1．元総社小見内Ⅹ遺跡1号土墳墓出土歯  

［右から，下顎右Ml・M2・M3］  

別は女性であると推定される。  

⑦被葬者の死亡年齢：歯の眩耗度を観察すると，下顎右第1大臼歯はエナメル質が面状に露出するマルティンの  

3度の状態である。しかしながら，下顎右第2及び第3大臼歯は，エナメル質が点状に露出するマルティンの2  

度の状態である。したがって，総合的に被葬者の死亡年齢は約40歳代であると推定される。報告書中では，本報  

告者の鑑定に基づき約30歳代と記載されているが，精査の結果，訂正が必要である。  

⑧被葬者の古病理：出土歯には、歯石の付着が認められた。また，蘭触は右第1大臼歯の遠心面歯頚部にC2が  

認められた。  

（2）2号土墳墓出土人骨［中世］  

①人骨の出土状況：人骨は，長径約1．5m・短径約1．3m・深さ約50cmの隅丸方形土嬢から出土している。  

②人骨の出土部位：人骨の保存状態は，比較的良く，人骨の出土部位は，ほぼ全身に及ぶ。  

③副葬品：副葬品は，銭貨の永楽通宝3点が検出されている。また，人骨整理中に3点が追加検出された。  

④被葬者の頭位・埋葬状態：人骨の出土位置より，被葬者の頭位は北側で，顔面部を西側に向け右側を下にした  
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横臥（側臥）屈葬で埋葬されたと推定される。  

（9被葬者の個体数：出土人骨には，重複部位が認められないため，被葬者の個体数は1個体であると推定される。  

（む被葬者の性別：頭蓋骨の厚さは，薄い。また，歯及び四肢骨の大きさが小さいため，被葬者の性別は女性であ  

ると推定される。  

（う被葬者の死亡年齢：頭蓋骨の主要縫合である、冠状縫合・矢状縫合・ラムダ（人字）縫合を観察すると、内板及  

び外板共に癒合していない状態である。また、菌の眩耗度を観察すると，マルティンの2度の状態である。した  

がって，総合的に被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。  

（む被葬者の古病理：出土歯には、歯石の付着及び耐蝕は認められなかった。  

写真2．元結社小見内Ⅹ遺跡2号土壌墓出土人骨頭蓋骨［左：上面観、右：後面観］  

2．火葬跡出土人骨   

1号火葬跡は，中央区の西側から出土している。  

（1）1号火葬跡出土人骨［中世］  

①人骨の出土状況：人骨は，長径約70cm・短径約40cmの土壌から出土している。なお，本土境は西側に約20cmの  

突出部を持つ。この突出部は，焚き口であると推定されるので，火葬時は風が西側から吹いていたと推定される。  

②人骨の出土部位：人骨の出土部位は非常に少ない。恐らく，丁寧に収骨したものと推定される。わずかに，歯  

根が1点同定できたのみである。このように、火葬人骨を丁寧に収骨する方法は、現在にまで続く東日本タイプ  
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の収骨方法であると推定される（楢崎，2002）。  

（∋副葬品：副葬品は，検出されていない。   

火葬人骨は，わずかな呈しか出土していないため，被火葬者の頭位・火葬状態・被火葬者の個体数・性別・死  

亡年齢等は不明である。しかしながら，人骨の色は灰白色を呈しているため，焼成温度は約900℃以上であると  

推定される（楢崎，2002）。  

まとめ   

元結社小見内Ⅹ遺跡の東区の1号土墳墓・2号土墳墓，また同遺跡の中央区の1号火葬跡から中世の人骨が出  

土した。1号土壌墓には，約40歳代の女性が横臥屈葬で埋葬されたと推定された。また，2号土壌墓には，約30  

歳代の女性が横臥屈葬で埋葬されたと推定された。さらに，1号火葬跡には，性別及び死亡年齢不明の人骨が火  

葬にふされ，東日本タイプの収骨方法で丁寧に収骨されたと推定された。  

謝辞   

本出土人骨を記載する機会を与えていただいた，前橋市教育委員会の前原 豊氏，高橋 亨氏，高坂麻子氏に  

感謝します。また，本出土人骨に関する考古学的情報を与えていただいた，山武考古学研究所の長谷川一郎氏に  

感謝します。  

表1．元結社小見内Ⅹ遺跡出土人骨出土永久歯歯冠計測値及び比較表  

註1．計測値の単位は、すべて、「川m」である。  
註2．歯種は、Il（第1切歯）・Ⅰ2（第2切歯卜C（犬歯）・Pl（第1小臼歯）・P2（第2小臼歯）・  
Ml（第1大臼歯）・M2（第2大臼歯）・M3（第3大日菌）を意味する。  

註3．計測項目は、MD（歯冠近遠心径）・BL（歯冠唇頬舌径）を意味する。  
註4．「生前脱落」は、歯が生前脱落していることを示す。  
註5．「＊」は、MATSUMURA（1995）より引用。なお、MATSUMURA（1995）には、M3（第3  
大臼歯）のデータは無い。  

註6．「＊＊」は、権田（1959）より引用  

引用文献  

藤田恒太郎1949 歯の計測規準について，「人類学雑誌」，61：1－6．   

権田和良1959 歯の大きさの性差について，「人類学雑誌」，67：151－163．   

前橋市埋蔵文化財発掘調査団編 2005『元結社蒼海遺跡群 元総社小見内Ⅹ遺跡』，前橋市埋蔵文化財発掘調査団   

楢崎修一郎 2002 下小鳥神戸遺跡出土火葬人骨．「研究紀要」，群馬県埋蔵文化財調査事業団，20：43－50．  
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元総社小鬼内Ⅹ遺跡出土獣骨  

（財）群馬県塩蔵文化財調査事業団  楢崎 修一郎  

はじめに   

小見内Ⅹ遺跡は，群馬県前橋市元総社町に所在する。前橋市埋蔵文化財発掘調査団による発掘調査が，平成16  

（2004）年10月～同17（2005）年1月まで行われた。発掘調査報告書は，2005年に前橋市埋蔵文化財発掘調査団に  

より『元総社蒼海遺跡群 元結社小見内Ⅹ遺跡』として発行されている。しかしながら，諸般の事情により自然  

科学分析は掲載されていない。小見内Ⅹ遺跡は，小見内Ⅲ遺跡の東側に位置し，西区・中央区・東区の3区に分  

かれる。小見内Ⅹ遺跡の東区のW－1号溝より馬歯が，中央区のW－9号清から馬骨が出土したので以下に報告  

する。なお，獣骨の計測は，ドl）－シュの方法にしたがった（DRIESCH，1976）。  

1．W－1号溝出土馬歯［中世以降］  

（1）馬歯の出土状況：馬歯は，東区の西にあ  

るW－1号溝のほぼ中央から出土している。  

このW1号溝は，南北に走行し，長さ約  

12．3m・幅約3．6m～4．2m・深さ約1．6mの  

規模である。  

（2）馬歯の出土部位：馬歯は，上顎右第2小  

臼歯～同第3大臼歯までの，上顎臼歯6本  

が出土している。  

（3）個体数：出土馬歯は，出土状況から同一  

個体と推定されるので，個体数は1個体で  

あると推定される。  

（4）性別：馬の場合，犬歯の有無で性別推定  

が可能であるが，今回犬歯は出土していな  

いので，性別は不明である。  

（5）死亡年齢：出土臼歯の歯冠高より，死亡  

年齢は約7歳～8歳であると推定される。  

∩  

写真1．元総社小見内Ⅹ遺跡W1号溝出土馬歯（上顎右臼歯頬側面観）   

図1．元結社小見内Ⅹ遺跡出土馬歯出土部位  

2．W－9号溝出土馬骨［中世以降］  

（1）馬骨の出土状況：馬骨は，中央区の東にあるW－9号溝から出土している。このW－9号溝は，北東から南西  

に走行し，長さ約13．3m・幅約93cm～1．2m・探さ約25cmの規模である。  
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（2）馬骨の出土部位：上腕骨が出土している。  

（3）個体数：上腕骨1点であるので，個体数は1個体である。  

（4）性別：馬の場合，犬歯の有無や寛骨で性別推定が可能であるが，今回，上腕骨しか出土していないので，性別  

は不明である。  

（5）死亡年齢：上腕骨の骨体部のみの出土であるため，骨端部の癒合の有無が確認できないため，死亡年齢は不明  

である。  

表1．元結社小見内Ⅹ遺跡出土馬歯歯冠計測値  

歯 種   MD（近遠心径）  BL（頬舌径）   歯 冠 高   

P2（第2小臼歯）   36nⅧ   23m皿   32mm   

P3（第3／ト白歯）   27m皿   27mm   45爪m   

P4（第4／ト臼歯）   27m皿   27m皿   48mm   

Ml（第1大臼歯）   23．5m皿   25m皿   45．5皿m   

M2（第2大臼歯）   23．5m山   24．5m皿   45mm   

M3（第3大臼歯）   23mm   21mm   47皿山   

まとめ   

元結社小見内Ⅹ遺跡のW－1号溝及びW－9号清から馬歯及び馬骨が出土した。W－1号清から，馬歯の上顎  

右臼歯が6点出土した。性別不明で，死亡年齢約7歳～8歳の壮麗馬が1個体出土したと推定された。W－9号  

清から，馬骨の上腕骨が1点出土した。性別及び死亡年齢不明の馬骨が1個体出土した。  

謝辞   

本獣骨を記載する機会を与えていただいた，前橋市教育委員会の前原 豊氏，高橋 亨氏，高坂麻子氏に感謝  

します。また，遺跡に関する考古学的情報を与えていただいた，山武考古学研究所の長谷川一郎氏に感謝します。  

引用文献   

DRIESCH，Angelavonden1976AGuidetotheMeasuYementQfAnimalBonesjh？mAfThaeologicalSites，Peabody   

MuseumBulletinNo．1，PeabodyMuseum，HarvardUniverslty  
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Ⅶ まとめ  

1 集落の変遷について  

ここでは、元総社蒼海遺跡群での従来の分類に従い、Ⅰ期（～7世紀前半：律令期以前）、Ⅱ期（7世紀から10  

世紀初頭：律令期）、Ⅲ期（10世紀前半から：律令期以後）の3期に区分した。   

本道跡は元総社町の西部．上野国府推定域の北西に位置する。遺構確認面は硯耕作土とAs－B混土下のAsC・  

HrFP混土で、地山は東区と西区の大部分ではローム層、西区Ⅹ117以南では黒褐色粘質土層となる。標高差は  

それほどないが、東区は調査区東部に向かってやや高くなる一方、西区西南部は低地帯であったと想像できる。   

本遺跡で検出された住居跡を従来の分類に従って区分すると、Ⅰ期が1軒、Ⅱ期が17軒、Ⅲ期が0軒となる。  

ここで注目されるのはⅡ期に該当する住居跡が多数である点である。  

I期に該当するのはH－6号住居跡である。（Fig．11、PL．2）西竃で5m四方と比較的大型で、7世紀前半の  

住居と考えられる。この時期の住居跡が周辺で検出された例は少ないが、このような大型住居の存在は国府造営  

以前から当地が居住地として利用されていたことを示すものである。   

Ⅱ期の住居跡は主軸方向をほぼ同じくしており、若干の時期差はあるものの複数軒重複し、繰り返し住居とし  

て利用されていたと考えられる。H－8号住居跡（Fig．13、PL．2）は竃を持たない住居跡であるが、東壁中央  

からは廃絶された竃が検出され、竃付け替え等の改築が行われたことが窺える。また、前述のH－6号住居跡の  

上層からはH－5住居跡が、そのすぐ西からは竃を壊すかたちでH－7号住居跡が検出された。これらから、当  

地が律令期のある期間継続して居住地として利用されていたことが窺える。   

過年度の近隣での調査ではⅡ期の住居跡検出は全体的に少なく、Ⅲ期以降が主体であった。本道跡地に隣接す  

る元総社小見内Ⅲ遺跡（2002年調査）の1・2区でも検出遺構の年代は中世が主体である。対して本遺跡検出の  

住居跡が律令期主体ということは、上野国府との関連が想起される。   

武蔵国府においては30年に及ぶ発掘調査の結果、国府の周辺には造営に携わった人々の住んだ「国府のマテ」  

の存在が解明された。「国府のマテ」が機能していたのは7世紀末～8世紀初頭の国府造営期、律令体制の初期  

である。大宝律令発布後、国府が各地で整備されつつある中、造営に関わった者たちの居住地として国府周辺に  

は大規模な集落が存在した。推定国府城西北辺に位置する本遺跡周辺にもこのような集落地が広がっていたこと  

は十分に考えられる。周辺一帯は区画整理事業に伴う発掘調査が計画されている。今後の調査により古代上野国  

における国府とその周辺の土地利用の解明が待たれるところである。  

・J．  

2 溝について  

本道跡からは合計9条の溝跡が検出された。ここでは、主に中世の溝跡について考える。   

W－1・2号溝跡は東区西端を南北に走行する幅5m、深さ3m、断面が逆台形の溝跡である。土層観察から、  

数度にわたり埋没を繰り返したとみられ、数枚の硬化面を持つ。この溝と同様の遺構が過年度調査（元総社小見  

内Ⅳ遺跡・W－1・2号溝跡：2002年調査）で検出されており、硯道に沿って南北方向に走行したと考えられる。  

この溝は埋土にAsBを含むことから12世紀初頭以降のものであることは明らかで、複数回埋没を繰り返した  

ことから、一定期間道あるいは溝として使用されたと推測される。本遺構を含む元総社蒼海地区は中世において  

蒼海城が存在していたことが知られる。本遺構は蒼海城の掘割の西外れに位置するが、城へと向かうルートの一  

つであったことは十分考えられる。  
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本遺跡検出のW－4号溝跡は東西約19m、南北約18mで、過年度調査の元総社小見内Ⅲ遺跡で検出されたもの  

と同一とみられ、平面形状はほぼ方形、断面はⅤ字形である。（Fig．5・20）埋土にAs－B軽石を含み、D－4号  

土壌を切り、墳墓群に切られることから、13世紀後半～14世紀後半の間に機能していたと想定される。東西南北  

を方形に巡る本遺構は建物を区画する溝あるいは堀と想定される。13世紀半ば以降の区画溝としては城舘や寺院  

での検出例は多いが、本遺構の規模からはそのような施設の堀とは考えにくく、前出の小見内Ⅲ遺跡にあるよう  

に「小堂」的建物の区画溝であったと考えるのが妥当と言えよう。本調査において本遺構の範囲内に建物の存在  

を示す遺構は検出できず、本遺構の性格を決定付けるには至らないが、後述する土墳墓群との関係を考えるなら  

ば、本遺構を区画倍とする建物が範囲内に存在した口」能性は高く、今後の調査による全容解明が待たれるところ  

である。  

3 墳墓群について  

本遺跡からは60基に上る墳墓群が検出された。これらは東区のW－1～3とW－4号溝跡の間のAsLB軽石を  

多く含む砂質土層より検出された（Fig．5）。墳墓群の内訳は土葬墓58基、火葬墓2基で、五輪塔・板碑を伴うも  

のが数基ある。土壌墓としては確認できなかったが骨片を検出したものも含めると90箇所以上となる。一帯には  

彩しい数の石が配置され、墓墳が数カ所で重複して検出されたことから、一帯がある期間「墓域」として機能し  

ていたと推定される。   

墳墓群の埋葬法は北頭位屈葬が多数を占める。副葬品はカワラケ・銅銭が多く、（後述する五輪塔・板碑の型式  

からその年代は14世紀後半～15世紀半ばにかけてとされる。）刀子を伴うものもある。平面形では隅丸長方形と楕  

円形の2タイプが多数を占める。隅丸長方形タイプがⅩ118・119、Yl13・114付近に集中し、北北西頭位右向屈  

葬が多数であるのに対し、楕円形タイプは散在的で体の向きもバラバラである。これは、あくまで推測だが埋葬  

された時期もしくは被葬者階層の差に起因するのではないだろうか。また、束区南部（Ⅹ117・118、Yl14付近）  

で検出された墳墓群は北を軸として等間隔に並んでおり、何らの規則性が窺える。このことはの当地が一時的且  

つ一過性でなく、継続性と計画性を持った墓域・聖域であったと想定される。   

このような特徴を持つ墳墓群の被葬者はいかなる階層に属したのか。本地城は平将門による国府崩壊以来、中  

世においては長野氏の支配から蒼海城の長尾氏と、主立った大名の本拠地であった。特に本調査区近隣からは蒼  

海城の堀跡も検出されており、一帯は中世蒼海城の城下町および周辺地域であった。中世動乱期、当地域は数々  

の侵略を経験しつつも政治の中心地であり、本墳墓群の被葬者はこの時期に当地城周辺で生活した者と想定され   

る。   

東国の中世墳墓における埋葬者階層について笹生衛氏は、房総地方を例としてA～Eの5タイプに分類し、そ  

の類型は関東一円に通有であるとしている。この類型をもとに本墳墓群を分類すると、本墳墓群の被葬者は14世  

紀中頃から後半にかけ力を付けた土豪・国人領主層といえそうである。墳墓は数代にわたり繰り返して構築され、  

14世紀後半～15世紀前半をピークとし、16世紀には衰退したと考えられる。   

本墳墓群の北側にはわずかに数基の墓地が残っており、墓石の年代は江戸中期から末期にわたる。（寛政・文化  

文政年間）また過年度調査で出土した人骨の分析結果からも近世の所見を得ている。このことと、本墳墓群が位  

置的に至近であるということのみから、中世に始まった墓城が近世には北に範囲を広げ永続していたとするのは  

拙速だが、本地域一帯が現在に至るまで開発されることも少なく、旧地割を活かした土地利用がなされているこ  

とを考慮すると、中世以降も何らかの形で墓地として機能していたことは想像に難くない。   

以上から、本墳墓群は中世蒼海地区において力を持ちつつあった土豪・領主によって構築されたといえそうで  

ある。当時彼ら上層農民の間には広く庚申信仰や浄土信仰が根付きつつあり、出土した板碑に刻まれた阿弥陀三  
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尊種子などはそのことを如実に示している。前述した溝を伴う「ノJ、堂」が存在したとすれば、それは彼らの信仰  

の先駆けとなるの象徴的建物で、その建物の廃絶に伴い、本地域が墓域として聖域化したと思われる。   

本墳墓群は中世動乱期の不安定刺青勢を反映した当時の人々の信仰風景を物語る貴重な遺構であり、今後の調  

査により、古代・中・近世と永続的な当地の土地利用状況のさらなる解明を期待したい。  

（1）五輪塔について  

五輪塔は空・風・火・水・地輪からなる石造物である。本遺跡からは、火輪7、水輪2、地輪2の合計11基が  

検出された。遺構別の出土は土墳墓から7、土壌から1、遺構外から3である。出土状態は主に土壌墓からで原  

位置を保つものは少なく、それぞれの組み合わせも不明である。火輪の数から想定して、最少7基以上、最大11  

基が存在していたといえよう。   

石材での特徴をみると角閃石安山岩と輝石安山岩の2つに大別できる。   

角閃石安山岩は、主に榛名山を給源とし、同山麓と利根川流域に転石として多量に存在する岩石である。室町  

期になってから、本格的に利用されはじめ、榛名山麓に五輪塔群を形成している。以後、室町期の後半から戦国  

期には、分布範囲が榛名山麓から利根川右岸から埼玉まで広範囲に広がり、戦国期以降角閃石安山岩の使用頻度  

が増すようである。   

輝石安山岩は、主に赤城山南麓特に南東部を供給源とし、利根川左岸での利用が中心であるが、南北朝から戦  

国期には利根川下流や利根川右岸でも利用されている。このことは本遺跡周辺の人々は、赤城山南麓との交流が  

あったことがうかがえる。角閃石安山岩と比較すると、硬質の安山岩で輝石を含み加工が可能な岩石である。   

本遺跡出土の五輪塔の火輪を形状からみると、すべて軒が反り返っていて四隅を斜線で切っている。これは室  

町期に造られた五輪塔のようである。このように石材及び形状から、室町期（15世紀初頭～16世紀初頭）を中心に  

五輪塔が造られたと推測することができよう。  

（2）板碑について  

本遺跡から出土した板碑の多くは破損し、残念ながら紀年銘の残るものは無く、道立年代を確定できない。本  

遺跡出土すべての板碑の石材は緑泥片岩であり、下仁田町から埼玉県小川町まで分布する三波川変成帯に属する。  

道立年代については妃年銘の残るものは無いため、一般的に二条線の有無、頂部山形の角度、全長と全幅の比率、  

種子の形状及び刻字法、蓮座（蓮台）の形状、文字の書体及び刻字法などから推察していく。本遺跡での板碑の  

うち、原形の状態に近い残存状況は「板1」（DB9）である。「板1」は阿弥陀如来が観音・勢至両菩薩を脇  

侍として従えた阿弥陀三尊を梵字で表現している。二条線が無い、蓮実と蓮弁がより簡略化されている、薄い石  

材に浅い丸彫りを施している、以上の点から「板1」は室町時代の製作と推測する。また「板2」（DB－25）と  

「赦3」（U上う128）にも阿弥陀如来を表す梵字が彫られており、「枚1」とl司様に室町期（15世紀初頭～16世紀初  

頭）の製作と推測する。  

（3）カワラケについて  

本遺跡ではカワラケが土墳墓、土壌、清から出土し、そのうち図示したものは44点である。そのうち30枚が土  

墳墓から出土し、カワラケが出土した土墳墓は60基中19基であり、35％にあたる。また土墳墓1基あたりのカワ  

ラケ出土平均個数は1．5別間であり、土墳墓によって1個から5個までと幅がある。大きさでみると、大型品（口  
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径9cm超）が29点、小型品（口径9cm以内）が12点、破片が2点であり、完形またはほぼ完形に近いものは31  

点であった。No97は内外面のほぼ同じ位置に、またNo98は休部外面の対極にそれぞれ2文字「海」「浄（か？）」  

の墨書があり、共にDB－54号土墳墓より出土した。また他にも「鬼鬼」「泰（か？）」の文字の墨書土器も出土  

している。これらの漢字に共通してし1ることは、浄土信仰や庚申信仰が人々に広く広まっていた証であるといえ  

よう。なお、カワラケと共伴した銅銭や過去の研究成果等から、年代観については14世紀半ばから15世紀半ば  

とみていいだろう。  

（4）鉄製品について  

本道跡からは、紡錘車、釘、刀子、鎌などの鉄製品が出土した。特に釘は主に角釘で鉄13（DB－40）はL字  

状に屈曲しており、土壌塞からの出土であることから棺の存在を窺うことができよう。鉄8（DB－12）、鉄9  

（DB－13）についても同様なことがいえよう。また、3基の土壌塞から計4点の刀子を出土しているが、長さの  

平均は14．2cmであり、いずれも残存は良好である。なかでも鉄10（DB－26）は、人骨（頭蓋骨）の上から出土  

し、明らかに副葬品として刀子が利用されていたことがわかる。  

（5）銅銭について  

本遺跡からは、総数230枚、34種類の銅銭が出土し、すべて渡来銭である。そのうち183枚が土壌墓から出土し、  

銅銭が出土した土墳墓は60基中39基であり、65％にあたる。頭や手の付近から出土する例が多いが出土位置を限  

定することはできない。また土墳墓1基あたりの銅貨出土平均枚数は4．67枚であり、土墳墓によって1枚から8  

枚と様々であるが、1／3に当たる13基では六道銭とみなしてもよい6枚の銅貨が出土している。六道銭の投入を  

多少意識していたのかもしれない。また藁や麻紐、和紙などが付着している銅貨もみられ、それらで銅貨を包ん  

で埋葬した様子が窺える。種類別でみると唐銭3、南唐朝銭13、北宋銭112、南宋銭3、金朝銭2、明朝銭58、  

不明39である。最も北宋銭が多く半数近くを占めているのは、他の銅銭出土遺跡例のパターンと類似している。  

いかに北宋時代の宋商は日本との交流を盛んに行っていたことを窺い知ることができよう。初鋳年代は759年か  

ら1433年と幅広い。なかでも永楽通宝は40枚と最も多く、極めて良銭である。次いで北宋銭の元豊通宝、明朝銭  

の洪武通宝、北宋銭の皇宋通宝となる。仮に銅銭の初鋳年代のみで土墳墓を分類すると、10世紀以降が1基、11  

世紀以降が7基、12世紀以降が6基、13世紀以降が0基、14世紀以降が13基、15世紀以降が9基となり、銅銭  

以外の遺物とも考えてみると、14世紀から15世紀にかけてが妥当といえるであろう。  

4 最後に  

本遺跡は、6世紀末から9世紀にかけては居住地として、14世紀から15世紀にかけては中世墳墓群として、さ  

らに現在まで墓地として利用されてきた土地である。言い換えると国府時代には居住地、蒼海城時代には墳墓群  

という「生と死」の両面から見つめていた場所である。特に墳墓群については、人骨の調査研究を群馬県埋蔵文  

化財発掘事業団の楢崎修一郎専門員に託し、全貌を明らかにしていただいた。また銅銭に錆が多く付着していた  

ため、保存処理を専門業者である京都科学へ委託した。銅貨の離脱及びⅩ線撮影を行っていただき銅貨の文字の  

判読に大いに役立った。ここで厚く御礼申し上げる。   

最後に今後も元総社蒼海遺跡群の発掘調査は行われるが、国府時代、蒼海城時代の二本柱を中心に更なる解明  

を期待したい。  
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Fig．5 W－4号溝跡・墳墓群 分布図   
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④  
H－1号住居跡 東南壁セクション  
i 規耕作土  
望 黒褐色土  ○× As－B泥土  
3 黒褐色土 （⊃× As－C、Hr－FP20％、  
．1黒褐色土  ○× As－C、Hr－FPlO％、炭化物10％  

含む  
B 黒褐色土  ○× As－C、HrrFP5％、砂層粒5％  

含む  
馬 黒褐色土  ○× As－C20％含む  

L＝123．7m A′  
B
 
「
＝
－
N
〕
．
↓
m
 
 

ノこ二＝コニ＝二       】  

H－2号住居跡 ベルト・南壁セクション  

1 現耕作土  
2 黒褐色土  ◎× As－B浪士、As－C・Hr－FPlO  

％含む  

3 暗褐色土  △× As－C5％、砂層粒5％含む  
4 黒褐色土  △△ As－C5％含む  
5 にぷい黄褐色土 △△ 砂層粒20％含む  

C L＝123．Om  

H－2号住居跡 竜セクション  
1 黒褐色土   △O As－B泥土、黄色ブロック・焼  

土ブロック2％含む  
2 極暗褐色土  △O As－B浪士、黄色ブロック・焼  

土ブロック2％含む  
3 極暗褐色土  △O As－B泥土、炭化物・焼土ブロ  

ック2％含む  
4 赤褐色土  
5 灰褐色土  
6 暗赤褐色土  
7 極暗褐色土  
8 暗赤褐色土  
9 暗赤褐色土  
10 極暗褐色土  
11黒褐色土  

△○ 焼土ブロック主体  
×◎ 粘土主体  
×○ 焼土主体  
△○ 灰主体  
△○ 焼土ブロック2％、粘土質  
×◎ 焼土・粘土浪士  
×△ 焼土ブロック5％含む  
×○ 焼土粒2％、粘土ブロック2  

％含む  

D L＝123．Om  

0  1：30  lm  

0  1二t0  2m   

Fig．9 H－1・2号住居跡  
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H－3号住居跡 ベルトセクション  
1灰黄褐色土   ◎△ As－B混土  
2 黒褐色土  00 As－C・Hr－FPlO％含む  
3 にぷい褐色   ◎◎ 焼土粒10％含む  
4 灰褐色土  ○◎ 灰浪士   

山一3籠拗方 セクション  
1にぷい褐色土  ◎◎ 灰褐色土50％、焼土ブロック粒5％、炭化物1％含む  
2 にぷい黄褐色土 ◎○ 黄橙色ブロック（¢5～30皿山）30％、焼土粒2％、炭化  

物1％含む  

仰
 
L
＝
－
N
い
一
－
m
 
 

C L＝123．1m  旦  

旦L＝123．1m  ＿堕  

H－4号住居跡 ベルトセクション  
1黒褐色土  △× As－C（¢1－2皿皿）20％含む  

H4号住居跡 寵セクション  A L＝123．1m  
1 黒褐色土  
2 暗赤褐色土  
3 暗褐色土  
4 黒褐色土  

×△ As－B浪士  
×△ 焼土粒5％含む  
△△ 白色軽石2％含む  
×△ As－B浪士、白色軽石5％含む  

・㌢r．．∵漂し lm   

と些二 ・8旦  ●  

Fig．10 H－3・4号住居跡  
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FL＝122．6m ＿E：旦T．∃22．6m G’   

′■＃′′ナシン〃クシイ■・丁．・う  

HL＝122．6m H′ lL＝122．6ml’  

JL＝122．6m J‘  

P211  ：ニーーー  

土 、iニ＃二二  H－6・ぢ・住居挿 ピッ ト土坑計測表  

Nn  形状  長軸（cm）  短軸仙  探さ仁山  備考   

PL  円形  48    46．5  

P2  楕円形  38    50．0  

P3  円形  32  30  54．0  

Pl  円形  30  30  39．0  

P5  円形  60  56  53．0  貯蔵穴   

A L＝123．1m   

吐  L L＝123．1m  M L＝123．1m  

虹  K L＝123．1m  N L＝123．1m  

H－5・6号住居跡 ベルトセクション  
1黒褐色土  ○△ 炭化物、焼土化した粘土5％、As－C・Hr－FPlO％含む  
2 黒褐色土 ○× As－C・Hr－FPlO％、砂層ブロック（d，2爪皿）5％含む  
3 黒褐色土  △× As－C・Hr－FP5％含む  
4 黒褐色土 ○× As－C・HrrFP・砂層ブロック（d，5m皿）・粘土粒・焼土  

粒5％含む  

H－6号住居跡 P2セクション  

1にぷい黄褐色土 00 粘土粒（10YR6／Z、¢1cm）10％、焼士粒5％含む  
2 褐色土  ○× 砂層ブロック（¢1～2cm）15％含む  
3 暗褐色土  △× 地山漸移層   

H－6号住居跡 P．・P3・P。セクション  

1暗褐色土  ×× 砂層粒（¢5m爪）5％含む  
2 暗褐色士  ◎× 砂層ブロック（¢1～2mm）10％含む   

H－6号住居跡P5セクション  
1 黒褐色土  00 粘土・砂層からなる床面  
2 黒褐色土   △× 砂層ブロック（¢1c皿）15％含む  
3 黒褐色土  ×× 砂層粒15％含む  

O  l：筍0  2m  

×
 
×
 
×
 
×
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△
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土
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色
色
色
色
 
 

褐
褐
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暗
黒
暗
暗
 
 
 

5
 
6
 
7
 
只
U
 
 

As・C・Hr－FP・砂層ブロック（¢2cm）5％含む  
As－C・Hr－FP（¢2cm）10％含む  
砂層粒20％含む  
砂層粒10％含む  

Fig．11H－5・6号住居跡  
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H－5竃  
C′  C L＝123．1m   H5号住居跡 竜セクション  

1黒褐色土  △× As－C・Hr－FP15％、焼土柱（¢5m山）5％含む  
2 黒褐色土  △× 焼土粒15％、白色軽石5％含む  
3 黒褐色土  △× 灰15％、焼土粒5％含む  

H－6号住居跡 竃セクション  
○× As－C・Hr－FP・砂層ブロック（d）1cD］）5％含む  
○× As－C・Hr－FP・焼土ブロック（d）1cm）・砂層ブロック（d・Zcm）5％、  
粘土粒（10YR6′ノ2、¢1～2cm）15％含む  

○△ As－C・HrrFP2％、粘土粒（d）1cD）5％、焼土粒10％、砂層ブロック  

1 黒褐色二l二  

2 暗褐色土   

3 黒褐色土  
D L＝123．1m  旦  

（¢2cm）20％含む  
As－C・Hr－FP2％、砂層ブロック（¢2cm）・焼土粒5％含む  
粘土ブロック（¢）2cm）15％、焼土ブロック（¢1～2cm）5％含む  
粘土主体（10YR6／3にぷい黄橙色）、焼土粒5％含む  
粘土ブロック（10YR6′／3にぷい華橙色、¢3cm）15％、灰5％含む  
灰20％、焼土粒5％含む  
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E L＝123．2m  
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∽
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N
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D L＝123．2m  

H－7号住居跡 奄セクション  
1暗褐色土  ○× AsrC・Hr－FPlO％、焼土粒（d，1cm）・粘土粒  

（10YR8／2灰白色、¢5m皿）5％含む  
2 にぷい黄褐色土 ○× As－C・Hr－FP15％・粘土粒（10YR8／2灰白  

色、¢3～5m皿）15％含む  
3 にぷい黄褐色土 ○× As－C・Hr－FP15％、焼土ブロック（d）1cD］）、  

灰5％含む  
4 褐色土  △× 焼土粒（¢1cm）15％、炭化物5％含む  
5 褐色土  △× 粘土ブロック（10YR8／2灰白色）・焼土粒（¢1  

c山卜炭化物15％含む  
6 極暗褐色土  △× 焼土ブロック（¢1cm）・粘土ブロック（¢2  

cm）15％、As・C・Hr－FP・炭化物2％含む  
粘土粒15％、焼土ブロック（¢1cm）5％含む  
As－C－Hr－FP・焼土粒（d，21nJn）5％含む  
焼土化した粘土の層  
焼土粒（¢1cm）5％、炭化物2％含む  
灰主体、焼土粒（¢1cm）5％含む  
焼土・粘土ブロック（¢5cm）15％、白色軽石  
2％含む  
焼土粒と灰の層  
焼土粒（¢1m血＝5％、白色軽石5％含む  
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13 黒褐色土  
14 暗褐色土  

H7号住居跡 ベルトセクション  
1暗褐色土  ○× As－C・Hr－FP15％、粘土ブロック（10YR6／2灰黄褐色、  

¢2cm）5％含む  
2 黒褐色土  △× 灰20％、焼土粒5％含む  
3 極暗褐色土  △× 焼土ブロック（¢1cm）15％、粘土ブロック（¢1cm）2％  

含む  
l暗褐色土  ○× As－C・Hr－FP15％、粘土ブロック（d，5～10c皿）含む  
事 にぷい黄褐色土 ○× 竃の粘土が崩れた部分  
古■ 黒褐色士  △× 灰主体、焼土粒（¢1cmト炭化物（¢1cm）5％含む  
7 黒褐色土  △× 砂層の周れた層、灰5％含む  

0  1：30  1m  

－ ＿  －：．ユ＿＿＿「＿ 二m   

Fig．12 H－5～7号住居跡  
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F L＝123．2m  

8・9号住居跡 ベルトセクション  H
1
2
2
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
 
 

黒褐色土  
黒褐色土  
黒褐色土  
黒褐色土  
黒褐色土  
灰黄褐色土  
黒褐色土  
崎褐色土  
黒褐色土  
黒褐色土  
崎褐色土  
褐色土  

○× As－C・Hr－FP15％、砂層ブロック（d，3cm）5％含む  
○× As－C・Hr－FPlO％、粘土ブロック（4）2cm）5％含む  
00 粘土粒（10YR4／3にぷい黄褐色土）15％含む  
○× 砂層粒10％、AsLC・Hr－FP5％含む  
○× As－C・Hr－FP15％、砂層ブロック（4，2～3cn）10％含む  
◎△ 粘土ブロック（10YR5′ノz灰黄褐色、¢2～4cm）15％含む  
○× 砂層ブロック（¢1cm）・As－C・Hr－FPlO％含む  
△× 砂層ブロック（¢2～3cm含む） △× 砂層ブロック（¢3～5cm）20％含 

む  
○× 白色軽石10％、砂層ブロック（¢1川）5％含む  
△× 砂層粒20％、As－C・Hr－FP2％含む  
○× 地山（棚状遺構）  

D L＝123．2m  

H－9号住居跡  
1 黒褐色土  
2 暗褐色土  
3 黒褐色土  
4 暗褐色土   

竜セクション  
○× As－C・Hr－FP5％含む  
◎× 粘土粒（10YR4／1褐灰色）15％含む  
○× 粘土粒（10YR4／1褐灰色）・As－C・Hr－FP5％含む   
◎△ 粘土ブロック（10YR4／1褐灰色、¢3～5cm）・焼土粒  

15％含む  
焼土ブロック（¢1cmト焼士粒15％含む  
焼土粒・灰15％含む  
焼土粒15％、灰20％含む  
焼土粒15％、灰25％、焼土ブロック（¢3c爪）5％含む  
灰層  
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Fig．13 H－8・9号住居跡  
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H  柑 ピット・虫珊 

P6  （楕円形）  74  （26）  21．0  

A L＝123．4m  

C L＝123．3m  

B
 
L
＝
－
N
u
．
∽
m
 
 

G
′
 
H
1
2
 
 

12号住居跡 竃セクション  
暗赤褐色土  △× As－C・Hr－FP・焼土粒5％含む  
黒褐色土   ○△ 灰15％、AsrC・HrFP・焼土粒  

5％含む  
黒褐色土   ○× As－C・Hr－FP・焼土粒5％含む  
暗褐色土   ○× 砂層粒15％、焼土粒・灰5％含む  

E L＝123．3m  
1  

H13号住居跡 竃セクション  
1 にぷい黄褐色土 ○× 灰黄褐色粘土粒（10YR6／2）20  

％含む  

A′  2 暗褐色土  ○× 砂層粒20％含む（竃の最底部）  

G L＝123．3m  

H－11・12・13 ベルトセクション  
1 黒褐色土   ○× AsrC・HrrFP20％、焼土粒5％含む  
2 暗褐色士  （⊃× As－CIHr－FP5％、砂層粒5％含む  
3 黒褐色土   ○△ As－C・Hr－FP20％、砂層粒2％含む  
4 暗褐色土   △× 砂層粒20％含む  

H＿ L＝123．3m  H  

∃m  

1   －： 
㌢   

Fig．14 H－10～13号住居跡  
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A”L＝123．3m  

H－14号住居跡 竃  
1極暗褐仏土  ○× 焼土ブロック（d，1cm）20％、AsLC・Hr－FP  

5％含む  
2 暗褐色土   ○× 砂層粒20％、As－C・Hr－FP・焼土粒5％含  

む  
3 黒褐色土   △× 焼土粒20％、灰5％含む   

H14号住居跡 ベルトセクション  
1黒褐色土   ○× 砂層粒20％、As－C・Hr－FP5％含む  

C L＝123．4m  

B
 
L
＝
－
N
山
一
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m
 
 

ロ
ー
 

D L＝123．4m  

u
卜
し
 
 c H－16号住居跡竃セクション  

．′  1黒褐色土   ○× As－C・Hr－FP・焼士粒5％含む  
2 黒色土  ○× 粘土粒20％、焼土粒5％含む  

E L＝123．4m  
苫l   ∋  

H－17号住居跡 竃セクション  
1黒褐色土   ○× As－C・Hr－FP・砂層粒5％、焼土粒2％含む  
2 黒褐色土   △× As－C・Hr－FP・焼土粒5％含む  
3 極暗褐色土 ○× 焼土ブロック（d）2cm）20％、Hr－FP・As－C5  

％含む  

4 黒色土  ○× 灰20％、As－C・Hr－FP5％含む  

A L＝123．4m  

H－16号住居跡 ベルトセクション  
1黒褐色土  ○× As－CIHrLFP20％、砂層ブロック（¢5cm）5％含む   

0  1：30  1m  

8  1：60  2巾  

Fig．15 H－14・16・17号住居跡  
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〟  D L＝123・4m  

カクラン  

H18号住居跡 電セクション  
1 黒褐色土   ○△ As－C・Hr－FP20％、焼土ブロック  

（¢2c皿）5％含む  
2 黒褐色土   ○△ As－C・Hr－FP15％、焼土粒5％含む  

c′ 3 黒褐色土  ○△ 焼土粒・灰5％含む  

■－－－－■－－－て  

H－18  

18・20号住居跡 北壁・ベルトセクション  H
1
2
3
4
5
6
7
8
9
 
 

現耕イ乍土  
暗褐色土  
黒褐色土  
黒褐色土  
暗褐色土  
崎褐色土  
黒褐色土  
黒褐色土  
崎褐色土  

◎× As－B泥土  
○× AsC・Hr－FP5％含む  
△× As－C・Hr－FP・焼土粒5％含む  
×× 褐灰色粘土粒（10YR6／1）30％含む  
○× AsLC・Hr－FP・焼土粒5％含む  
◎× As－C・Hr－FP20％含む  
△× As－C・Hr－FP5％含む  
△× 砂層粒20％、白色軽石5％含む  

A L＝123．4m †  

』±戸∴30 ∃m  

Fig．16 H18～22号住居跡  
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A’二 L＝123．4m  

H【23号住居跡 竃堀方セクション  
1 にぷい黄褐色土 ○△ 微砂、黄橙色粒10％、As－C・Hr－FP5％含む  
2 明褐色土  △△ 徴砂、As・C・HrrFP5％、焼土主体  

H23号住居跡 堀方セクション  
1 褐色土  △× 徴砂、As－C5％含む  H－23t ＿互  A L＝123．4m  

H24号住居跡 竃セクション  
1褐色土  00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色ブロック（d）1～Zcm）5％、  

焼土粒1％含む  
3 灰褐色士  ○◎ 灰褐色土粘土主体  
4 暗褐色土  △○ 微砂、焼土粒・灰褐色粘土・As－C・Hr－FP5％、炭化  

物1％含む  
5 黒褐色土  ×○ 灰層  
6 にぷい赤褐色土 ×△ 焼土ブロック50％、灰主体  

E L＝123．3m  

H－24号住居跡 ベルトセクション  
1暗褐色士  00 As－C・Hr－FPlO％、黄褐色粒3％含む  
2 暗褐色土  ○△ As－C・Hr－FP5％、砂利（d＞1m皿以下）含む  
3 褐色土  00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色ブロック（¢1～Zcm）5％、  

焼土粒1％含む  
4 にぷい黄褐色土 △○ 黄橙色ブロック（¢1～2cm）10％、As－C・Hr－FP5％、  

炭化物2％含む  

G L＝123．3m G′   FL＝123．3m F′  

H－24号住居跡 P5セクション  
1褐色土  ×△ 黄橙色粒5％、As－C・Hr－FP2％、焼土粒1％含む  

H24号住居跡 P8セクション  
1 褐色土  00 As－C・Hr－FP15％含む  
2 にぷい黄褐色土 △O As－C・HrLFPlO％、黄橙色粒5％含む  
3 暗褐色土  ◎O As－C・Hr－FP5％含む  

H－24号住居跡 P2・P3・P6・P7セクション  
1褐色土  00 黄荏色粒15％、As・C・Hr－FP5％含む  

Fig．17 H－23・24号住居跡  
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1  1： れ－   Fig．18 W－1～3号溝跡  
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A L＝124．Om  A，  

B L＝124．Om   

1・2号溝跡 北壁セクション1～10層＝WZ ll～15層＝W1  W
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
 
 

C L＝1240m  二げ1  

V 現排作士  
暗褐色土  
崎褐色土  
暗褐色土  
暗褐色土  
にぷい黄褐色土  
暗褐色土  
暗褐色土  
黒褐色土  
暗褐色土  
暗褐色士  
暗褐色土  
黒褐色土  

○× As－B浪士、As－C・HrLFP5％、炭化物2％、上部に硬化面あり。  
△× 租砂、As－B混土、AsrC・Hr－FP・炭化物（d）5mD））5％含む  
○× As－B混土、As－C・Hr－FP5％含む  
○× As－B混土、As－C・Hr－FP5％、含み、中央部硬化する  
×× 租砂、中央部2カ所硬化、川砂主体  
○× AsrC・Hr－FP5％、炭化物（4，Zm）2％、上面中央部に硬化両あり、川砂主体  
△△ 上面中央に硬化面あり、川砂主体  
○× 中層・下層に硬化面あり、川砂主体  
00 地山漸移層  
○× As－B泥土、As－C・Hr－FPlO％、炭化物5％含む  
○× As－C・Hr－FP5％、炭化物（d，5mJn）5％含む  
○× As－B浪士、AsrC・Hr－FP5％、炭化物（d，3mm）2％含む  
上面硬化  

○× As－B浪士、硬化面あり  
○× As－B混土、As－C・Hr－FP・炭化物（d，3mD］）5％含む  

妻  

14 暗褐色土  
15 暗褐色士  

＿D L＝124．Om  W1～3号溝跡 南壁セクション  
1 現排作土  
2 黒褐色土  
3 黒褐色土  
4 黒褐色土  
5 黒褐色土  
6 黒褐色土  
7 黒褐色」二  
8 黒褐色l・  
9 暗褐色土  
10 暗褐色土  
11黒褐色士  
12 黒褐色土  

○× As－B混土、As－C・HrLFP5％、左下層は川砂主体で硬化  
△× 川砂主体、As－C・Hr－FP5％含む  
×○ 租砂、砂礫層中層は川砂主体で硬化  
×× 川砂主体、下部は炭化物（¢2皿皿）5％含む  
△× 川砂主体、炭化物（¢5m皿）含む  
00 山川剋l二．As－CIHr－FP5％、炭化物（d）2m皿）2％含む  
△× 川砂1－fト 中層部が硬化  
〔、・× AsLB浪士、As－C・Hr－FP・炭化物（d）2皿Jn）5％含む  
（‾〕× As－B浪士、炭化物（¢5mJn）5％、As－C・HrLFP2％含む  
（⊃（⊃ As－B混土  

00 As－B混土、砂礫5％、炭化物（¢2m）2％、地山粘土ブロック（1m皿）  
E L＝124．Om  

5％含む  
13 惜褐色土  ○× 砂礫層中層が硬化、橙色ブロック（3m皿）5％含む  
14 にぷい黄褐色土 △× 砂礫層、石混じる、水分を多く含む（溝の下部構造）  

W－3号溝跡ベルト セクション  
1暗褐色土  ○× As－B浪士、水成堆積層2面検出  
2 崎褐色土  △× As－B泥土、川砂主体、下部に硬化面あり  
3 黒褐色土  △O As－B混土、白色軽石20％、焼土粒5％、炭化物2％含む  

W－3号溝跡東・北壁 セクション  
1 現耕作土  
ご にぷい黄褐色土 ×× As－B浪士、黄色軽石（¢5～8M）5％含む  
：t 暗褐色土  ○× As－B混土、一部に硬化面あり  
－1暗褐色土  ×× As－B混土、川砂主体、下部に硬イヒ面あり  
1暗褐色土  △× As一月泥土、白色軽石20％、焼士粒5％、炭化物2％含む  

し・】＝．。二Jli三三 
m   

Fig．19 W－1～3号溝跡  
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W－4号溝跡 セクション  

1 現耕作土  
△△ As－B泥土、As－C・Hr－FPlO％含む  
△△ 柵砂、As一円混十、As－C・Hr－FP5％含む  
△× As－B混土、As－C・Hr－FP、黄色ブロック2％含む  
×× 租砂、黄色粒（¢2m皿）2％含む  
△△ 黄色ブロック5％含む  
×△ 黄色ブロック5％含む  
△△ 黄色ブロック、礫5％含む  
×× 租砂、黄色粒5％含む  

2 黒褐色土  
3 黒褐色士  
4 黒褐色土  
5 暗褐色土  
6 黒褐色土  
7 暗褐色土  
8 褐色土  
9 暗褐色土  

－．∴‥上」 b■■一   

心  1：60  2m  

モ．．ri．」     王   Fig．20 W－4号溝跡  
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．且L＝123．1m  旦  A L＝123．2m A’  

5号溝跡 セクション  W
1
2
3
4
 
 

現耕作土  
黒褐色土  
黒褐色土  
黒褐色土  

◎× AsLB浪士、AsLC・Hr－FPlO％含む  
○△ As－C・Hr－FPlO％含む  
○× 砂層粒10％、As・C・Hr－FP5％含む  

Fig．21W－5号溝跡  

■1 1：60 
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Fig．22 W－6号溝跡  
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A  

A’  L＝124．Om  A   

W－9号溝跡 南壁セクション  
1 硯耕作土  
2 灰黄褐色土   ◎× 租砂  
3 にぷい黄褐色土 ◎△ 粗砂、As－B混土  
4 灰黄褐色土   00 As－B浪士  
5 にぷい黄褐色土 00 As－BlO％、As－C5％含む   

B
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L
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－
N
N
．
A
m
 
 

lq   
l号周溝状遺構 ベルトセクション   

1 灰黄褐色土   ○× As－B泥土、As－C・Hr－FP3％含む   
2 にぷい黄褐色土 △× AsLB30％、黄橙色粒5％、AsLC・  

Hr－FPl％含む   
3 灰黄褐色土   △× 粗砂、As－B混土  

A L＝123．4m  
C′  C L＝123．4m  

Fig．23 W－7～9号溝跡、1号周溝状遺構  
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A L＝123．7m  

A L＝123．1m  ＿互  

A L＝123．4m   

D－5  

l
l
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 A L＝123．4m  

A′  

D－7  

A′  A L＝123．2m A′  

A，  D－10  
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×
 
×
 
 

∃
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シ
 
 

ク
 
 

セ
 
 
 

坑
土
土
 
 

土
色
色
 
 

号
褐
褐
 
 

5
黒
黒
 
 

D
1
2
 
 

As－C・Hr－FP・焼土粒20％、砂層粒5％含む  
As－C・Hr－FP20％、焼土粒5％含む  

A L＝123．2m  A   
D－7・9号土坑 セクション  

1 硯耕作土  
2 にぷい黄褐色土  

3 灰黄褐色土  
4 にぷい黄褐色土  

5 暗褐色土  
6 にぷい黄褐色土  
7 にぷい黄褐色土   

D8号土坑 セク   

◎△ 租砂、As－B浪士   
◎O As－B20％含む   
○△ As－B20％、黄橙色粒2％含む   
○△ As－B20％、黄橙色ブロック（¢1～3cm）5％含む   
00 As－B20％、黄橙色ブロック（¢1～3cm）20％含む   
00 As－B20％、黄橙色ブロック（d，1～3cm）50％含む   

ション  
D－2号土坑 セクション  
1 現耕作土  
2 黒褐色土   ◎× As－B混土、As－C・Hr－FPlO％含む  
3 暗褐色土   ○△ As－B20％、As－C・Hr－FP5％含む   

D－3号土坑 セクション  

1 灰黄褐色土   ○× As－B浪士、Hr－FP5％含む  
2 にぷい黄褐色土 0△ 微妙、焼橙色ブロック（¢3cm）1U％、Hr－ドリ5％  

含む  
3 にぷい黄褐色土 00 徴砂、墳橙色粒10％、Hr－FPl％含む  
4 にぷい黄橙色土 △△   

D－10号土：坑 セクション  

1 灰黄褐色土   ○× 租砂、As－B泥土  
2 にぷい黄橙色土 △○ 徴砂   

D12号土坑 セクション  
1 情褐色土  ○× 砂層粒20％含む  

0   1：い  」■れ  

○× As－C・Hr－FP15％、砂層粒5％含む   

セクション  
△△ As－B混土、炭化物・黄色ブロック5％含む  
×× As－B浪士、黄色ブロック5％含む  
×△ As－B浪士、黄色ブロック5％含む  
×× As－B混土、黄色ブロック5％含む  

1 黒褐色土   

D－4号土坑  
1 暗褐色土  
2 褐色土  
3 暗褐色土  
4 褐色土  

Fig．24 D－1～10・12号土坑  
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A L＝123．3m  A  

A L＝123．2m  旦ニ  

A L＝123．2m  A■  A L＝123．2m  

AL＝123．3m  A  

D－19  D－20  

A L＝123．2m A′  

D－13号土坑 セクション  
1 n＃褐色土   ×× AsLB浪士、As－C・Hr－FP20％、炭  

化物Z％含む  
2 暗褐色土   ×× As－B浪士、As－C・Hr－FP2％含む   

D14号土坑 セクション  

1 現耕作土  
2 暗褐色土   ×△ As－B混土、  
3 暗褐色土   △△ HトFP5％、As－C20％含む  
4 暗褐色土   △△ Hr－FP2％、As－ClO％含む  
5 暗褐色土   △△ As－C2％含む   

D－15号土坑 セクション  
1 暗褐色土   ×× As－B浪士、As－C・HrLFP5％含む  
2 暗褐色土   ×× As・B混土、As－C・Hr－FP5％含む   

D16号士坑 セクション  
1 黒褐色土   △× As－C・Hr－FP20％含む  
Z 暗褐色土   ○× 砂層粒30％含む   

D－17号土坑 セクション  

1 褐色土  △× As－B泥土  

D18号土坑 セクション  

1暗褐色土  ×× As－B泥土、黄褐色ブロック（¢2～3c皿）5％含む  
2 暗褐色士  ×× As－B浪士、黄褐色ブロック（d，2cD］）5％含む  
3 暗褐色土  ×× As－B混土  

D－19号土坑 セクション  
1 にぷい黄褐色土 ×× As－B泥土  
2 暗褐色土  △△ As－B泥土  
3 暗褐色土  △△ As－B混土  

D－20号土坑 セクション  
1 暗褐色土  ○× AsrB泥土、砂層粒20％、AsLC・Hr－FP5％含む   

D－21号土塊 セクション  

l暗褐色土  ×× As－B浪士、白色軽石（¢2～3mm）5％含む  
：・Z 暗褐色土  ×O As－B混土、硬化面  
ヨ 暗褐色土  ×× As－B混土、凝灰岩ブロック（¢10cm）含む  
t 暗褐色土  ×× As－B浪士、As－C2％含む  
B 暗褐色土  ×× As－B泥土、As－C5％含む  

Fig．25 D－13～21号土坑  
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1  1  1  1  

D－15′  

A L＝123．Om A’  

AL＝123．2m A′  

A L＝123．6m  

A L＝123．1m  

A L＝123．2m A   
AL＝123・3m．古   互  

D－27号土坑 セクション  
1 にぷい黄褐色土 ○◎ 灰白色粘土ブロック（¢5mm～2cm）50％、Hr－FP  

l％含む  

D－28号土坑 セクション  
1 黒褐色土  ×× As－B泥土、As－C・Hr－FP20％含む  

D－30号土坑 セクション  
1 にぷい黄褐色土 ○△ 黄橙色粒10％、As・C・Hr－FP3％含む  
2 褐色士  00 徴砂、黄橙色粒30％、As－C・Hr－FPl％含む  

D－22号土坑  
1 黄褐色土  
2 褐色土  
3 黄褐色土  
4 褐色土  
5 黄褐色土  

セクション   
△△ 黄橙色粒（¢1－3c皿）50％、白色軽石1％含む   
△○ 黄橙色粒（¢1～3cm）20％、白色軽石1％含む   
△△ 黄橙色粒（¢1～3cm）50％、白色軽石1％含む   
△○ 黄橙色粒（¢1～3c皿）30％、白色軽石1％含む   
△△ 黄橙色粒（¢1～3cm）50％、白色軽石1％含む  

D－23号土坑 セクション  
1 暗褐色土   ×× AsLB浪士、As－C・HrLFP5％含む  
2 黒褐色土  ○△ 砂層ブロック（¢1～5cm）5％含む  
3 褐色土  △× 砂層粒20％含む  

D24号土坑 セクション  
1 黒褐色土   ○× As－B浪士、As・C・HrrFP15％含む  
2 黒褐色土   ○× As－B浪士、As－C・Hr－FP15％、砂層粒10％含む   

D－25号土坑 セクション  
1 現耕作土  
2 As－B泥土層  
3 暗褐色土   ○△ As－B20％、As－C・Hr－FP15％含む  
4 褐色土  △× 黄橙色粒15％、As・BlO％、As－C・Hr－FP5％含む  
5 暗褐色土   ○△ As－C・Hr－FP・As－BlO％、黄橙色粒5％含む  

Fig．26 D22～30号土坑  
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三‡  
A L＝123．3m  旦：  

1  A  A L＝123．3m  

A L＝123．2m  A－  A L＝123．2m   

D－39 旦〔画互 ㊥  

A L＝123・4m  旦ニ  

B
 
L
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－
N
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や
 
 

向  丸＝123．A  
D－33号土坑 セクション  

Ⅰ暗褐色土  ○△  
ヱ 黒褐色土  ◎0  
3 にぷい黄褐色土 Ox  

As－B20％、As－C・Hr－FPlO％含む  
As－C・Hr－FP・As－B5％含む  
As－B20％、黄橙色ブロック（d，5mm～2cm）15％、As－C  
・Hr－FPlO％含む  

て－一IlT  D－31号土坑 セクション   D－35～37号土坑 セクション  
1にぷい黄褐色土 ○× As－B混土、As－C・IJr－FP15％、黄橙色ブロック（d，5nn  

～2cm）5％含む  
2 暗褐色土  ○× As－B混土、AsLCrHr－FPlO％、黄橙色ブロック（d＞5mm  

～2c【n）5％含む  
3 暗褐色土  ○× As－B浪士、As－C・Hr－FP15％、黄橙色ブロック（d，5JnJn  

－2cm）25％含む  
4 褐色土  ○△ As－B浪士、As－C・Hr－FPlO％、黄橙色ブロック（¢5m川  

～5cm25％含む）   

P－1号ピット セクション  
1 にぷい黄褐色土 △△ As－BlO％、As－C・HrLFP5％含む  

2 暗褐色土  00 As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒5％含む  

0  1：60  2爪  

1褐色土  ×× As－B泥土  
2 褐色土  ×× AsrB泥土、As－C・fIr・FP5％含む  
3 褐色土  ×× As－B混土、黄色ロームブロック（¢1～3cm）5％、  

As－C・Hr－FP2％含む  
4 にぷい黄褐色土 ◎○ 黄色ブロック（¢1～Zc皿）5％、にぷい黄褐色粘土  

ブロック主体  
5 暗褐色土  ◎○ 黄色ブロック（¢1～2cm）5％、にぷい黄褐色粘土  

ブロック主体  
6 にぷい黄褐色土 ◎◎ 黄色ブロック（¢1～5c皿）10％、にぷい黄褐色粘土  

ブロック主体   

D32号土：坑 セクション  
1暗褐色土  ○× As－B浪士、As－C・Hr－FP5％、炭化物1％含む  
2 暗褐色土  ○× As－B浪士、As－C・Hr－FP5％含む  
3 にぷい黄褐色土 ○× 砂層粒5％含む  

Fig．27 D－31～41号土坑、P－1・2号ピット  
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DB－1  
■ －－－‾■－－－  

（⊃土器  

A L123．5m   
′ ′  

＿ 一ナ‘■■  

DB－2号土壌墓 セクション  
○× As－B混土、白色軽石5％含む  
○× As－B浪士、白色軽石・炭化物（¢2～5cm）5％含む  

1 暗褐色土  
2 暗褐色土  

DB－4  

DB－3  
■  
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DIぅー4号土壌墓 セクション  
1黒褐色土  00 As－B浪士、焼土ブロック2％含む  

1m  0  1：20   

Fig．28 DB－1～4号土壌墓  
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DB－6号土壌墓 セクション  
1黒褐色土   ○△ As－B混土、白色軽石5％含む  
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A L＝123．3m   

DB－7号土塊墓 セクション  
1暗褐色土  △× As－B浪士、白色軽石（¢1m皿）10％含む  

20  m   

Fig．29 DB－5～8号土墳墓  
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DB9号土壌墓 セクション  
L 黒褐色土  
ご 黒褐色土  
3 黒褐色土  

△△ As－B浪士、白色軽石2％含む  
△△ As－B混土、白色軽石b％含む  
△△ As－B混土、白色軽石・焼土粒Z％含む  
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サー盲．1卓．20 ！m   Fig．30 DB－9、11号土墳墓  
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DB－14号士族墓 セクション  
1 黒褐色土  
2 黒褐色土   

×× As－B混土、白色軽石・橙色粒2％含む  
△× As－B混土、白色軽石2％含む  

lモ  

Fig．31DB－12～15・17・19・20号土墳墓  
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向  
丘 L＝123．4m   l呵  

A L＝123．3m  

DB－23号土塊墓 セクション  
1 黒褐色土   △△ As－B混土、橙色ブロック5％含む  
2 黒褐色土   △△ As－B泥土  

DB－16号土塀墓 セクション  
○× As－B混土、白色軽石（¢1～5山）10％含む  
×× As－B混土、砂層粒20％、白色軽石5％含む  

1 暗褐色土  
2 黒褐色土  
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．
料
m
 
 

L十H∵0 J  
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DB－21号土塊墓 セクション  
1 灰黄褐色土   ○× As－B混土（根粒）  

2 にぷい黄褐色土（⊃×As－B浪士（細粒）  

lロ  匝  DB－25  DB－24  

一－ 

．．i・ 
一一・－・・・ ㌦‾‾t、、、、 

、  

一▼■丁 ノー  

㌦
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1
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一一 一一一■  
ヽゝ上 ノー一一一  
－－＿＿－＿一－ 

A L＝123．4m  

DB－25号士坊墓 セクション  
1 暗褐色土   ○× As－B泥土、Hr－FP・As－C20％含む  
2 暗褐色土   ○× As－B浪士、砂層粒5％含む  
3 暗褐色土   ×× As－B混土、サラサラ  
4 灰黄褐色土  ○× As－B泥土、砂層粒20％含む  

寧u．．．．I叩   Fig．33 DB21・22・24～26号土壌墓  
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l取  

A L＝123．3m  旦：  

L＝123．3m  
匝   

DB－27号土媒墓 セクション  
1 黒褐色土  
2 黒褐色土  

（⊃× As－B浪士、As－C・Hr－FP粒20％含む  
○× AsrB泥土、As・C・Hr－FP粒5％含む  
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「
＝
－
N
〕
．
〕
m
 
 

■■   

′  ／  

DB－11  

′・〆′   ′   
ーーーー■′一一一  

DB－28号土壌墓 セクション  
○× As－B泥土、白色軽石5％含む  
○× As－B泥土、白色軽石10％含む  
（⊃× As－B混土、砂層粒5％含む  

1 黒褐色土  
2 黒褐色土  
3 暗褐色土  
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A L＝123i2m  

lq  

匝AL＝123．4m  

DB30号土塀墓 セクション  
1 暗褐色土  
2 暗褐色土  

△△ As－B泥土、橙色ブロック2％含む  
×△ As－B泥二l二、橙色ブロック5％含む  

B
 
L
＝
－
N
〕
．
u
m
 
 

l叫旦L＝123・3m  

DB32号土壌墓 セクション  
1 暗褐色土  △× As－B混土、サラサラ  
2 にぷい黄褐色土 ○× As－B泥土、砂屑ブロック  

（¢1cm）20％含む  
3 黒褐色土  △× As－B浪士、サラサラ  

DB－33号土壌墓 セクション  
1 暗褐色土  
2 暗褐色土  

○× AsrB混土、As・C・Hr－FP20％含む  
◎× AsLB浪士、As－C・Hr－FPlO％、  

化物（¢3m皿）2％含む  

Fig．35 DB30～33号土壌墓  
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仲  

A L＝123．2m  

DB35号土壌墓 セクション  
1 暗褐色土   C）× As－B泥土、As－C・Hr－FP5％含む  

・
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い
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料
m
 
B
 
 

A L＝123・2m  ＼¢・A  

DB－37号二l二墳墓 セクション  
1 暗褐色士   ×× AsLB混土、As－C・Hr－FP20％、炭化物2％含む  

2 暗褐色土   ×× As－B浪士、As－C・m－FP5％含む  

Fig．36 DB－34～37号土壌墓  
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l＞、   ヰ   

DB39号土壌墓 セクション  
1 憤褐色土   △× As－B浪士  

DB－38・50号土城墓 セクション  

1 暗褐色土  
2暗褐色土  

○× As－B泥二l二、As－C・Hr－FP5％含む  
○×As－B浪士、As－C・HrrFP2％含む  

A L＝123．3m  

DB－41号土塊墓 セクション  
1 暗褐色土   △× AsLB混土、As－C・IJrLFP5％含む  

Fig．37 DB－38～41・50号土壌墓  
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DB－43  

DB－42  

DB－42号土塀墓 セクション  
1 暗褐色土   ○× As－B浪士、As－C・Hr－FP5％含む  

じB－43号土壌皇 セクション  
1 黒褐色土  
2 黒褐色土  

l（つ  

○× As－B浪士  
（⊃×  

C
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〕
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m
 
 

B
 
「
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－
N
い
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N
m
 
 

DB－44  

A L＝123．2m  10. 
匝、  

DB朝号土墳墓 ゼクション  

1 褐色土  ×× As－B浪士、橙色砂層  
2 褐色土  ×× 砂層  

m   

Fig．38 DB－42～44号土壌墓  
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L＝123．2m  

DB－46号土壌墓 セクション  

1 暗褐色土  ○× As－B泥土、As－C・IIrrFP2％含む、サラサラ  
2 にぷい黄褐色士 ○× As－B浪士、20％含む  

DB－45号土塀墓 セクション  
1 暗褐色土  
2 褐色土  

○× As－B浪士、As－C・HrLFP・砂層粒5％含む  
○× As－B混土、As－C・HrrFP2％含む  

A L＝123．3m  

＼¢．  

DB－47  
DB－49号土塊墓 セクション  

1 暗褐色土  ○× As－B泥土、砂  
層粒5％含む  

2 にぷい黄褐色土 ○× As－B泥土、砂  
層粒20％含む  

h   

Fig．39 DB45～49号土壌墓  
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A′  A L＝123．3m   

DB－51号土横墓 セクション   
1黒褐色ニヒ   △× As－B浪士、As－C・Hr－FP5％含む  
Z 崇褐色士   ×× As－B浪士、砂層粒5％含む  

B L＝123．2m  

DB－52号土城塞 セクション  
1 暗褐色土   △× As－B泥土、As－C・HrLFP5％含む  
2 暗褐色土   ○× 砂層粒20％含む  
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Fig．40 DB51～55号土壌墓  
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旦‥‥lミ■■20  Fig．41DB－56～58号土墳墓、FBLl・2号火葬墓  
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2（H2）  

4（H2）  

7（H－2）  

琶重責亮訝  
10（H3）  

13（H－5）  

14（H5）  

∴二∴∴’  
15（H－6）  

17（H－6）  16（H－6）  

l ＼⊥丈主「．ノl一、  
18（H6）  

20（H－6）  19（H6）  

21（H6）  

L。1≦3  
Fig．42 出土土器（1）  
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22（H6）  23（H－6）  

32（H7）   

29（H－6）  

30（H7）  

31（H7）  

33（H－7）  

35（H9）  

34（H－8）  

（36）  

L［15 1PCm  

Fig．43 出土土器（2）  
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40（H13）  
37（H10）  

41（H－13）  48（H14）  39（H13）  

49（H14）  

42（H13）  

46（杜14）  

43（H13）  

■：イニ′  

51（H16）  
52（H16）  

モー＿・一計詔  

53（H－18）  

号「⊥ 
55（H20）  

Fig．44 出土土器（3）  
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56（H－20）  

57（H－21）   

54（H－20）  

60（W1）  

j ノ  62（W2）  

61（W1）  

63（W－2）  

66（W－6）  

（54）  

号＿［＿ －：l  

67（W－8）  

Fig．45 出土土器（4）  

143   



・∴、■  
69（D－16）  

76（DB12）  

⊂≡「≡♂  
77のB－15）  

．0  1：3  川cm  

Fig．46 出土土器（5）  
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Fig．47 出土土器（6）  
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112（Ⅹ117．Yl15）  

114（西区7ク土）  

‰ 照井  

l 1   

115（西区7ク土）  

五3（DB28）  

！」リ」1i3   
1  

（五1・五3）  【115）  

出阜」㌣  
1 

Fig．48 出土土器（7）、石造物（1）  
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五4（DB－28）  

五14（東区7ク土）  

五5（D】〕－32）   
五6（DB－44）   

†▲⊥．∴■l  
Fig．49 石造物（2）  
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五9のB－55）  

五8（DB－55）  

五12（東区7ク土）  

五13（東区フク土）   五11（東区フク土）   

0  1：6  20cm  

Fig．50 石造物（3）  
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板1（DB9）  

板4（DB－32）   

．t  板5（DB40）  

板7（DB－57）  

L‥「．－ユ 
Fig．51板碑  
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⊂⊃二⊂⊃  

石1（H－2）  
［⊃二⊂⊃  

石3（H2）  
亡：五白  

石2（H－2）  

石5（H－10）  

■1  i くこ）  

－ ⊂＝⊃  

鉄10（DB－26）  

鉄3（W－4）  

鉄2（H－2）  

＝ごニニニニニご‥ごフ   

I l  

：⊂≡＝二戸   

I  l  

・む n  
鉄5（1号周液状遺構）  

1l  －1  

二  こ  
鉄11（DB－37）  

1 l  

l二 1  

0   O 鉄12（。B37，  

鉄17（東区フク土）  

鉄7（DB10）  

（石1～4）  
0    1：1    2cm  

旦… 
Fig．52 石製品・鉄製品（1）  

150  



○
 
 
 

∵
 
 

吊
U
〓
 
 
 

－：う、  

－   ご  

鉄6（D－4）  

一 喝  
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鉄4（1号周液状遺構）  
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．＿． Q  

鉄14（束区7ク土）  

鉄15（束区フク土）  

鉄16（来区7ク土）  

0      1：2       5cm ！．．．．．1     ！  

2（DB－2）  3（DB3）  4（DB3）  

5（DB3）  6（DB6）  7（DB6）  8（DB【6）  

9（DB8）  10（DB9）  11（DB11）  12（DB11）  

14（DB11）  15（DB11）  16（DB11）  

18（DB12）  19（DB12）  
叫   

Fig．53 鉄製品（2）・銅銭（1）  
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22（DB12）  24（DB14）  21（DB12）  23（DB12）  

25（DB14）  26（DB14）  27（DB14）  28（DB－14）  

30（DB18）  31（DB18）  32（DB－18）  29（DB14）  

34～36（DB19）  37～39（DB19）  33（DB－18）  

42（DB20）  43（DB20）  44（DB－21）  41（DB20）  

48（DB21）  45（DB21）  46（DB－21）  47（DB21）  

52（DB23）  49（DB21）  50のB23）  51（DB23）  

56（DB24）   53（DB23）  54（DB－24）  55（DB24）  

57（DB24）  58・59（DB25）   60（DB25）  

63（DB25）  62（DB25）  

Flg．54 銅銭（2）  
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67（DB26）  66（DB26）  68（DB26）  69（DB26）  

71（DB－27）  72（DB27）  73（DB－27）  

74（DB27）  76（DB－27）  77（DB29）  

78（DB29）  79（DB29）  80（DB29）  81（DB29）  

82（DB29）  83（DB31）  84・85（DB－31）  86（DB31）  

90（DB32）  87（DB31）  89（DB－32）  

92（DB32）  93（DB32）  94（DB32）  

95・96（DB33）  97（DB33）  99（DB34）  98（DB－34）  

100・101（DB34）  102（DB34）  104（DB34）   103（DB－34）  

105・106（DB【35）  107h′110（DB35）  111（DB36）  

Fig．55 銅銭（3）  
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113（DB36）  114（DB－36）  115（DB36）  116（DB－36）  

117（DB36）  118（DB36）  120（DB－37）  119（DB37）  

124（DB37）  121（DB－37）  122（DB37）  123（DB【37）  

125（DB37）  126（DB37）  128（DB－38）  127（DB38）  

132（DB38）  129（DB38）  130（DB－38）  131（DB3郎  

133（D】ヨ38）  135（DB40）  136（DB－dO）  

140（DB42）  137（DB－40）  138（DB－40）  139（DB－40）  

144（DB42）  141（DB42）  142（DB42）  143（DB42）  

146のB43）  149（D843）  145（DB－42）  147・148（DB－43）  
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